
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　　ビデオ・マネージャー及びビデオ・タイトル・セットを備える光ディスクからビデオ
・タイトルを再生する再生システムにおいて、
　前記ビデオ・マネージャーは、ビデオ・マネージャー情報並びに第１のメニュー用ビデ
オ・オブジェクト・セットから構成され、
　前記ビデオ・タイトル・セットは、タイトル用ビデオ・オブジェクト・セット、第２の
メニュー用ビデオ・オブジェクト・セット及びビデオ・タイトル・セット情報を含み、
　前記タイトル用並びに前記第１及び第２のメニュー用ビデオ・オブジェクト・セットに
は、オーディオ・ストリーム、副映像ストリーム及びビデオ・データが格納され、
　前記タイトル用並びに前記第１及び第２のメニュー用ビデオ・オブジェクト・セットは
、セルから構成され、前記セルは、ビデオ・オブジェクト・ユニットで構成され、前記ビ
デオ・オブジェクト・ユニットは、ビデオ、オーディオ及び副映像パックの組み合わせで
あって１再生単位に定められ、プログラム・チェーンが前記セルの集合に定められ、
　前記ビデオ・マネージャー情報は、ビデオ管理情報管理テーブル、タイトル・サーチ・
ポインタ・テーブル及び第１のメニュー用プログラム・チェーン情報ユニット・テーブル
を備え、
　前記ビデオ管理情報管理テーブルには、前記第１のメニュー用ビデオ・オブジェクト・
セットのスタート・アドレス及び前記タイトル・サーチ・ポインタ・テーブルの開始アド
レスが記述され、
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　前記タイトル・サーチ・ポインタ・テーブルには、前記ビデオ・タイトル・セットのビ
デオ・タイトル・セット番号、プログラム・チェーン番号及び当該ビデオ・タイトル・セ
ット番号で指定されるビデオ・タイトル・セットの開始アドレスが記述され、
　前記第１のメニュー用プログラム・チェーン情報ユニット・テーブルは、ビデオ・マネ
ージャー・メニュー言語ユニット及びこのビデオ・マネージャー・メニュー言語ユニット
をサーチするためのビデオ・マネージャー・メニュー言語ユニット・サーチ・ポインタを
有し、このビデオ・マネージャー・メニュー言語ユニット・サーチ・ポインタには、ビデ
オ・マネージャー・メニュー言語コード及び前記ビデオ・マネージャー・メニュー言語ユ
ニットのスタート・アドレスが記述され、
　前記ビデオ・マネージャー・メニュー言語ユニットは、第１のメニュー再生の為の第１
のメニュー用プログラム・チェーンの再生を定める第１のメニュー用プログラム・チェー
ン情報及びこの第１のメニュー用プログラム・チェーン情報をサーチするための第１のメ
ニュー用プログラム・チェーン情報サーチ・ポインタを有し、
　前記ビデオ・タイトル・セット情報は、ビデオ・タイトル・セット情報管理テーブル、
タイトル再生の為のタイトル用プログラム・チェーンを定めるタイトル用プログラム・チ
ェーン情報テーブル並びに第２のメニュー再生の為の第２のメニュー用プログラム・チェ
ーンを定める第２のメニュー用プログラム・チェーン情報ユニット・テーブルを含み、
　前記ビデオ・タイトル・セット情報管理テーブルには、前記タイトル用プログラム・チ
ェーン情報テーブルのスタート・アドレス及び前記第２のメニュー用プログラム・チェー
ン情報ユニット・テーブルのスタート・アドレスが記述され、
　前記第２のメニュー用プログラム・チェーン情報ユニット・テーブルは、ビデオ・タイ
トル・セット・メニュー言語ユニット及びこのビデオ・タイトル・セット・メニュー言語
ユニットをサーチする為のビデオ・タイトル・セット・メニュー言語ユニット・サーチ・
ポインタを有し、このビデオ・タイトル・セット・メニュー言語ユニット・サーチ・ポイ
ンタには、ビデオ・タイトル・セット・メニュー言語コード及び前記ビデオ・タイトル・
セット・メニュー言語ユニットのスタート・アドレスが記述され、
　前記ビデオ・タイトル・セット・メニュー言語ユニットは、前記第２のメニュー用プロ
グラム・チェーンの再生を定める第２のメニュー用プログラム・チェーン情報及びこの第
２のメニュー用プログラム・チェーン情報をサーチするための第２のメニュー用プログラ
ム・チェーン情報サーチ・ポインタを有し、
　前記タイトル用プログラム・チェーン情報テーブルは、前記タイトル用プログラム・チ
ェーンの再生を定めるタイトル用プログラム・チェーン情報及びこのタイトル用プログラ
ム・チェーン情報をサーチするためのプログラム・チェーン番号に相当するタイトル用プ
ログラム・チェーン情報サーチ・ポインタを有し、
　前記タイトル用プログラム・チェーン情報は、前記タイトル用プログラム・チェーン内
における前記セルの再生順序を特定する為にセル再生情報が再生順に記述されたセル再生
情報テーブルを含み、
　前記セル再生情報は、当該セルを構成する最初のビデオ・オブジェクト・ユニットのア
ドレス及び最後のビデオ・オブジェクト・ユニットのアドレスを含み、
　前記再生システムは、
　再生装置に固有の言語コードを備え、
　前記第１のメニュー用プログラム・チェーン情報ユニット・テーブルを獲得し、前記ビ
デオ・マネージャー・メニュー言語ユニット・サーチ・ポインタ内の前記ビデオ・マネー
ジャー・メニュー言語コードと前記固有の言語コードとを比較して前記ビデオ・マネージ
ャー・メニュー言語コードと前記固有の言語コードが一致する場合には、前記ビデオ・マ
ネージャー・メニュー言語ユニットを獲得し、前記第１のメニュー用プログラム・チェー
ンを再生させ、前記ビデオ・タイトル・セット情報を獲得し、前記ビデオ・タイトル・セ
ット・メニュー言語コードと当該再生装置に固有の言語コードとを比較して前記ビデオ・
タイトル・セット・メニュー言語コードと前記固有の言語コードとの一致で、前記ビデオ
・タイトル・セット・メニュー言語ユニットを獲得し、前記第２のメニュー用プログラム
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・チェーンを再生させ、前記タイトル・サーチ・ポインタ・テーブルを参照して前記ビデ
オ・タイトル・セットを獲得し、前記タイトル用プログラム・チェーン情報から前記セル
再生情報テーブルを獲得して前記タイトル用プログラム・チェーンを再生させる獲得手段
と、
　前記セル内の前記ビデオ・オブジェクト・ユニットに含まれる前記ビデオ・パック、オ
ーディオ・パック及び副映像パックから取り出したビデオ、オーディオ及び副映像ストリ
ームをデコードし、映像信号及びオーディオ信号として出力させる出力手段と、
　を具備することを特徴とする再生システム。
【請求項２】
　　ビデオ・マネージャー及びビデオ・タイトル・セットを備える光ディスクからビデオ
・タイトルを再生する再生方法において、
　前記ビデオ・マネージャーは、ビデオ・マネージャー情報並びに第１のメニュー用ビデ
オ・オブジェクト・セットから構成され、
　前記ビデオ・タイトル・セットは、タイトル用ビデオ・オブジェクト・セット、第２の
メニュー用ビデオ・オブジェクト・セット及びビデオ・タイトル・セット情報を含み、
　前記タイトル用並びに前記第１及び第２のメニュー用ビデオ・オブジェクト・セットに
は、オーディオ・ストリーム、副映像ストリーム及びビデオ・データが格納され、
　前記タイトル用並びに前記第１及び第２のメニュー用ビデオ・オブジェクト・セットは
、セルから構成され、前記セルは、ビデオ・オブジェクト・ユニットで構成され、前記ビ
デオ・オブジェクト・ユニットは、ビデオ、オーディオ及び副映像パックの組み合わせで
あって１再生単位に定められ、プログラム・チェーンが前記セルの集合に定められ、
　前記ビデオ・マネージャー情報は、ビデオ管理情報管理テーブル、タイトル・サーチ・
ポインタ・テーブル及び第１のメニュー用プログラム・チェーン情報ユニット・テーブル
を備え、
　前記ビデオ管理情報管理テーブルには、前記第１のメニュー用ビデオ・オブジェクト・
セットのスタート・アドレス及び前記タイトル・サーチ・ポインタ・テーブルの開始アド
レスが記述され、
　前記タイトル・サーチ・ポインタ・テーブルには、前記ビデオ・タイトル・セットのビ
デオ・タイトル・セット番号、プログラム・チェーン番号及び当該ビデオ・タイトル・セ
ット番号で指定されるビデオ・タイトル・セットの開始アドレスが記述され、
　前記第１のメニュー用プログラム・チェーン情報ユニット・テーブルは、ビデオ・マネ
ージャー・メニュー言語ユニット及びこのビデオ・マネージャー・メニュー言語ユニット
をサーチするためのビデオ・マネージャー・メニュー言語ユニット・サーチ・ポインタを
有し、このビデオ・マネージャー・メニュー言語ユニット・サーチ・ポインタには、ビデ
オ・マネージャー・メニュー言語コード及び前記ビデオ・マネージャー・メニュー言語ユ
ニットのスタート・アドレスが記述され、
　前記ビデオ・マネージャー・メニュー言語ユニットは、第１のメニュー再生の為の第１
のメニュー用プログラム・チェーンの再生を定める第１のメニュー用プログラム・チェー
ン情報及びこの第１のメニュー用プログラム・チェーン情報をサーチするための第１のメ
ニュー用プログラム・チェーン情報サーチ・ポインタを有し、
　前記ビデオ・タイトル・セット情報は、ビデオ・タイトル・セット情報管理テーブル、
タイトル再生の為のタイトル用プログラム・チェーンを定めるタイトル用プログラム・チ
ェーン情報テーブル並びに第２のメニュー再生の為の第２のメニュー用プログラム・チェ
ーンを定める第２のメニュー用プログラム・チェーン情報ユニット・テーブルを含み、
　前記ビデオ・タイトル・セット情報管理テーブルには、前記タイトル用プログラム・チ
ェーン情報テーブルのスタート・アドレス及び前記第２のメニュー用プログラム・チェー
ン情報ユニット・テーブルのスタート・アドレスが記述され、
　前記第２のメニュー用プログラム・チェーン情報ユニット・テーブルは、ビデオ・タイ
トル・セット・メニュー言語ユニット及びこのビデオ・タイトル・セット・メニュー言語
ユニットをサーチする為のビデオ・タイトル・セット・メニュー言語ユニット・サーチ・
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ポインタを有し、このビデオ・タイトル・セット・メニュー言語ユニット・サーチ・ポイ
ンタには、ビデオ・タイトル・セット・メニュー言語コード及び前記ビデオ・タイトル・
セット・メニュー言語ユニットのスタート・アドレスが記述され、
　前記ビデオ・タイトル・セット・メニュー言語ユニットは、前記第２のメニュー用プロ
グラム・チェーンの再生を定める第２のメニュー用プログラム・チェーン情報及びこの第
２のメニュー用プログラム・チェーン情報をサーチするための第２のメニュー用プログラ
ム・チェーン情報サーチ・ポインタを有し、
　前記タイトル用プログラム・チェーン情報テーブルは、前記タイトル用プログラム・チ
ェーンの再生を定めるタイトル用プログラム・チェーン情報及びこのタイトル用プログラ
ム・チェーン情報をサーチするためのプログラム・チェーン番号に相当するタイトル用プ
ログラム・チェーン情報サーチ・ポインタを有し、
　前記タイトル用プログラム・チェーン情報は、前記タイトル用プログラム・チェーン内
における前記セルの再生順序を特定する為にセル再生情報が再生順に記述されたセル再生
情報テーブルを含み、
　前記セル再生情報は、当該セルを構成する最初のビデオ・オブジェクト・ユニットのア
ドレス及び最後のビデオ・オブジェクト・ユニットのアドレスを含み、
　前記再生方法では、
　前記第１のメニュー用プログラム・チェーン情報ユニット・テーブルを獲得し、前記ビ
デオ・マネージャー・メニュー言語ユニット・サーチ・ポインタ内の前記ビデオ・マネー
ジャー・メニュー言語コードと当該再生方法に固有の言語コードとを比較して前記ビデオ
・マネージャー・メニュー言語コードと前記固有の言語コードが一致する場合には、前記
ビデオ・マネージャー・メニュー言語ユニットを獲得し、前記第１のメニュー用プログラ
ム・チェーンを再生させ、
　前記ビデオ・タイトル・セット情報を獲得し、前記ビデオ・タイトル・セット・メニュ
ー言語コードと前記固有の言語コードとを比較して前記ビデオ・タイトル・セット・メニ
ュー言語コードと前記固有の言語コードとの一致で、前記ビデオ・タイトル・セット・メ
ニュー言語ユニットを獲得し、前記第２のメニュー用プログラム・チェーンを再生させ、
　前記タイトル・サーチ・ポインタ・テーブルを参照して前記ビデオ・タイトル・セット
を獲得し、前記タイトル用プログラム・チェーン情報から前記セル再生情報テーブルを獲
得して前記タイトル用プログラム・チェーンを再生させ、
　前記セル内の前記ビデオ・オブジェクト・ユニットに含まれる前記ビデオ・パック、オ
ーディオ・パック及び副映像パックから取り出したビデオ、オーディオ及び副映像ストリ
ームをデコードし、映像信号及びオーディオ信号として出力させることを特徴とする再生
方法。
【請求項３】
　　第１及び第２のメニュー用ビデオ・データ、オーディオ・ストリーム及び副映像スト
リーム並びにタイトル用ビデオ・データ、オーディオ・ストリーム及び副映像ストリーム
を用意し、
　前記タイトル用ビデオ・データ、オーディオ・ストリーム及び副映像ストリームからタ
イトル用ビデオ・オブジェクト・セットの構造並びに前記第１及び第２のメニュー用ビデ
オ・データ、オーディオ・ストリーム及び副映像ストリームから第１及び第２のメニュー
用ビデオ・オブジェクト・セットの構造を準備し、この準備において、前記タイトル用並
びに前記第１及び第２のメニュー用ビデオ・オブジェクト・セットは、セルから構成され
、当該セルはビデオ・オブジェクト・ユニットで構成され、当該ビデオ・オブジェクト・
ユニットはビデオ、オーディオ及び副映像パックの組み合わせであって１再生単位に定め
、プログラム・チェーンを前記セルの集合に定め、
　前記第２のメニュー用及びタイトル用ビデオ・オブジェクト・セットのスタート・アド
レスが記述されるタイトル・セット情報管理テーブル、第２のメニュー再生の為の第２の
メニュー用プログラム・チェーンを定める第２のメニュー用プログラム・チェーン情報ユ
ニット・テーブル及びタイトル再生の為のタイトル用プログラム・チェーンを定めるタイ
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トル用プログラム・チェーン情報テーブルを用意し、このタイトル・セット情報管理テー
ブル、前記第２のメニュー用プログラム・チェーン情報ユニット・テーブル及び前記タイ
トル用プログラム・チェーン情報テーブルを含むビデオ・タイトル・セット情報を準備し
、当該ビデオ・タイトル・セット情報及び前記タイトル用ビデオ・オブジェクト・セット
を備えたビデオ・タイトル・セットを構成し、
　前記第１のメニュー用ビデオ・オブジェクト・セットのスタート・アドレスが記述され
るビデオ管理情報管理テーブル、第１のメニュー再生の為の第１のメニュー用プログラム
・チェーンを定める第１のメニュー用プログラム・チェーン情報ユニット・テーブルを用
意し、このビデオ管理情報管理テーブル及び前記第１のメニュー用プログラム・チェーン
情報ユニット・テーブルを含むビデオ・マネージャー情報を準備し、前記ビデオ・マネー
ジャー情報並びに前記第１のメニュー用ビデオ・オブジェクト・セットを備えたビデオ・
マネージャーを構成し、
　光ディスクに前記ビデオ・マネージャー及び前記ビデオ・タイトル・セットを物理的に
記録する光ディスクの記録方法において、
　前記ビデオ・マネージャー情報は、タイトル・サーチ・ポインタ・テーブルを含み、前
記ビデオ管理情報管理テーブルには、前記タイトル・サーチ・ポインタ・テーブルの開始
アドレスが記述され、前記タイトル・サーチ・ポインタ・テーブルには、前記ビデオ・タ
イトル・セットのビデオ・タイトル・セット番号、プログラム・チェーン番号及び当該ビ
デオ・タイトル・セット番号で指定されるビデオ・タイトル・セットの開始アドレスが記
述され、
　前記第１のメニュー用プログラム・チェーン情報ユニット・テーブルは、ビデオ・マネ
ージャー・メニュー言語ユニット及びこのビデオ・マネージャー・メニュー言語ユニット
をサーチするためのビデオ・マネージャー・メニュー言語ユニット・サーチ・ポインタを
有し、
　このビデオ・マネージャー・メニュー言語ユニット・サーチ・ポインタには、ビデオ・
マネージャー・メニュー言語コード及び前記ビデオ・マネージャー・メニュー言語ユニッ
トのスタート・アドレスが記述され、
　前記ビデオ・マネージャー・メニュー言語ユニットは、前記第１のメニュー用プログラ
ム・チェーンの再生を定める第１のメニュー用プログラム・チェーン情報及びこの第１の
メニュー用プログラム・チェーン情報をサーチするための第１のメニュー用プログラム・
チェーン情報サーチ・ポインタを含み、
　前記第２のメニュー用プログラム・チェーン情報ユニット・テーブルは、ビデオ・タイ
トル・セット・メニュー言語ユニット及びこのビデオ・タイトル・セット・メニュー言語
ユニットをサーチする為のビデオ・タイトル・セット・メニュー言語ユニット・サーチ・
ポインタを有し、このビデオ・タイトル・セット・メニュー言語ユニット・サーチ・ポイ
ンタには、ビデオ・タイトル・セット・メニュー言語コード及び前記ビデオ・タイトル・
セット・メニュー言語ユニットのスタート・アドレスが記述され、
　前記ビデオ・タイトル・セット・メニュー言語ユニットは、前記第２のメニュー用プロ
グラム・チェーンの再生を定める第２のメニュー用プログラム・チェーン情報及びこの第
２のメニュー用プログラム・チェーン情報をサーチするための第２のメニュー用プログラ
ム・チェーン情報サーチ・ポインタを有し、
　前記タイトル用プログラム・チェーン情報テーブルは、前記タイトル用プログラム・チ
ェーンの再生を定めるタイトル用プログラム・チェーン情報及びこのタイトル用プログラ
ム・チェーン情報をサーチするためのサーチ・ポインタを有し、
　前記タイトル用プログラム・チェーン情報は、前記タイトル用プログラム・チェーン内
における前記セルの再生順序を特定する為にセル再生情報が再生順に記述されたセル再生
情報テーブルを含み、
　前記セル再生情報は、当該セルを構成する最初のビデオ・オブジェクト・ユニットのア
ドレス及び最後のビデオ・オブジェクト・ユニットのアドレスを含み、
　前記第１のメニュー用プログラム・チェーン情報ユニット・テーブルを獲得し、前記ビ
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デオ・マネージャー・メニュー言語ユニット・サーチ・ポインタ内の前記ビデオ・マネー
ジャー・メニュー言語コードと再生装置に固有の言語コードとを比較して前記ビデオ・マ
ネージャー・メニュー言語コードと前記固有の言語コードが一致する場合には、前記ビデ
オ・マネージャー・メニュー言語ユニットを獲得し、前記第１のメニュー用プログラム・
チェーンを再生させ、
　前記ビデオ・タイトル・セット情報を獲得し、前記ビデオ・タイトル・セット・メニュ
ー言語コードと前記固有の言語コードとを比較して前記ビデオ・タイトル・セット・メニ
ュー言語コードと前記固有の言語コードとの一致で、前記ビデオ・タイトル・セット・メ
ニュー言語ユニットを獲得し、前記第２のメニュー用プログラム・チェーンを再生させ、
　前記タイトル・サーチ・ポインタ・テーブルを参照して前記ビデオ・タイトル・セット
を獲得し、前記タイトル用プログラム・チェーン情報から前記セル再生情報テーブルを獲
得して前記タイトル用プログラム・チェーンを再生させるように前記ビデオ・タイトル・
セット及び前記ビデオ・マネージャーを光ディスクに記録することを特徴とする光ディス
クの記録方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、光ディスクからビデオ及びオーディオを再生する再生システム、その再生方
法及び光ディスクの記録方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　　近年、映像（ビデオデータ）や音声（オーディオデータ）等のデータをデジタルで記
録した光ディスクを再生する動画対応光ディスク再生装置が開発されており、たとえば、
映画ソフトやカラオケ等の再生装置として広く利用されている。ここで、カラオケとは、
伴奏用の音楽が録音されている音楽データであってこの伴奏用の音楽データを再生してこ
れを伴奏として一般の人が歌うことができるような音楽データ及びそのデータを再生する
装置を総称している。（以下、この明細書において、単にカラオケと称する。）
　近年、ＣＤをメディアとする各種の規格が提案、制定されているが、ＣＤをベースとし
た規格には、データ容量の点で限界が見えつつある。ＣＤの高密度化の動きとしてトラッ
クピッチをＣＤの半分にする、最小ピット長を短くするなど、種々の方式が提案されてい
る。高密度化に伴ってその応用範囲も広がりをみせており、デジタル圧縮された２時間の
音声付き動画をＣＤの片面に収録する事ももはや不可能なことではなくなりつつある。動
画と音声をＣＤの片面に収録出来ることを活かして映画は言うまでもなくカラオケ用ディ
スクとして応用する事が出来る。カラオケ用ディスクの再生装置には、特許文献１～３が
知られている。
【特許文献１】特開平５―０１２８３１号公報
【特許文献２】特開平２―１１６０６２号公報
【特許文献３】特開平６―３３２４８１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　　しかしながら、種々の形式による高密度記録メディア及び理論的なデータフォーマッ
トに関する提案はされているものの、カラオケを対象としたディスク再生装置における具
体的な手段が提起されず、カラオケの再生に好適な方式の提案が望まれている。即ち、光
ディスクからビデオ及びオーディオを好適に再生する再生システム、その再生方法及び光
ディスクの記録方法提案が望まれている。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　この発明は、上述した事情に鑑みなされたものであって、その目的は、光ディスクから
ビデオ及びオーディオを好適に再生する再生システム、その再生方法及び光ディスクの記
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録方法を提供するにある。
【０００５】
　本発明によれば、
　ビデオ・マネージャー及びビデオ・タイトル・セットを備える光ディスクからビデオ・
タイトルを再生する再生システムにおいて、
　前記ビデオ・マネージャーは、ビデオ・マネージャー情報並びに第１のメニュー用ビデ
オ・オブジェクト・セットから構成され、
　前記ビデオ・タイトル・セットは、タイトル用ビデオ・オブジェクト・セット、第２の
メニュー用ビデオ・オブジェクト・セット及びビデオ・タイトル・セット情報を含み、
　前記タイトル用並びに前記第１及び第２のメニュー用ビデオ・オブジェクト・セットに
は、オーディオ・ストリーム、副映像ストリーム及びビデオ・データが格納され、
　前記タイトル用並びに前記第１及び第２のメニュー用ビデオ・オブジェクト・セットは
、セルから構成され、前記セルは、ビデオ・オブジェクト・ユニットで構成され、前記ビ
デオ・オブジェクト・ユニットは、ビデオ、オーディオ及び副映像パックの組み合わせで
あって１再生単位に定められ、プログラム・チェーンが前記セルの集合に定められ、
　前記ビデオ・マネージャー情報は、ビデオ管理情報管理テーブル、タイトル・サーチ・
ポインタ・テーブル及び第１のメニュー用プログラム・チェーン情報ユニット・テーブル
を備え、
　前記ビデオ管理情報管理テーブルには、前記第１のメニュー用ビデオ・オブジェクト・
セットのスタート・アドレス及び前記タイトル・サーチ・ポインタ・テーブルの開始アド
レスが記述され、
　前記タイトル・サーチ・ポインタ・テーブルには、前記ビデオ・タイトル・セットのビ
デオ・タイトル・セット番号、プログラム・チェーン番号及び当該ビデオ・タイトル・セ
ット番号で指定されるビデオ・タイトル・セットの開始アドレスが記述され、
　前記第１のメニュー用プログラム・チェーン情報ユニット・テーブルは、ビデオ・マネ
ージャー・メニュー言語ユニット及びこのビデオ・マネージャー・メニュー言語ユニット
をサーチするためのビデオ・マネージャー・メニュー言語ユニット・サーチ・ポインタを
有し、このビデオ・マネージャー・メニュー言語ユニット・サーチ・ポインタには、ビデ
オ・マネージャー・メニュー言語コード及び前記ビデオ・マネージャー・メニュー言語ユ
ニットのスタート・アドレスが記述され、
　前記ビデオ・マネージャー・メニュー言語ユニットは、第１のメニュー再生の為の第１
のメニュー用プログラム・チェーンの再生を定める第１のメニュー用プログラム・チェー
ン情報及びこの第１のメニュー用プログラム・チェーン情報をサーチするための第１のメ
ニュー用プログラム・チェーン情報サーチ・ポインタを有し、
　前記ビデオ・タイトル・セット情報は、ビデオ・タイトル・セット情報管理テーブル、
タイトル再生の為のタイトル用プログラム・チェーンを定めるタイトル用プログラム・チ
ェーン情報テーブル並びに第２のメニュー再生の為の第２のメニュー用プログラム・チェ
ーンを定める第２のメニュー用プログラム・チェーン情報ユニット・テーブルを含み、
　前記ビデオ・タイトル・セット情報管理テーブルには、前記タイトル用プログラム・チ
ェーン情報テーブルのスタート・アドレス及び前記第２のメニュー用プログラム・チェー
ン情報ユニット・テーブルのスタート・アドレスが記述され、
　前記第２のメニュー用プログラム・チェーン情報ユニット・テーブルは、ビデオ・タイ
トル・セット・メニュー言語ユニット及びこのビデオ・タイトル・セット・メニュー言語
ユニットをサーチする為のビデオ・タイトル・セット・メニュー言語ユニット・サーチ・
ポインタを有し、このビデオ・タイトル・セット・メニュー言語ユニット・サーチ・ポイ
ンタには、ビデオ・タイトル・セット・メニュー言語コード及び前記ビデオ・タイトル・
セット・メニュー言語ユニットのスタート・アドレスが記述され、
　前記ビデオ・タイトル・セット・メニュー言語ユニットは、前記第２のメニュー用プロ
グラム・チェーンの再生を定める第２のメニュー用プログラム・チェーン情報及びこの第
２のメニュー用プログラム・チェーン情報をサーチするための第２のメニュー用プログラ
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ム・チェーン情報サーチ・ポインタを有し、
　前記タイトル用プログラム・チェーン情報テーブルは、前記タイトル用プログラム・チ
ェーンの再生を定めるタイトル用プログラム・チェーン情報及びこのタイトル用プログラ
ム・チェーン情報をサーチするためのプログラム・チェーン番号に相当するタイトル用プ
ログラム・チェーン情報サーチ・ポインタを有し、
　前記タイトル用プログラム・チェーン情報は、前記タイトル用プログラム・チェーン内
における前記セルの再生順序を特定する為にセル再生情報が再生順に記述されたセル再生
情報テーブルを含み、
　前記セル再生情報は、当該セルを構成する最初のビデオ・オブジェクト・ユニットのア
ドレス及び最後のビデオ・オブジェクト・ユニットのアドレスを含み、
　前記再生システムは、
　再生装置に固有の言語コードを備え、
　前記第１のメニュー用プログラム・チェーン情報ユニット・テーブルを獲得し、前記ビ
デオ・マネージャー・メニュー言語ユニット・サーチ・ポインタ内の前記ビデオ・マネー
ジャー・メニュー言語コードと前記固有の言語コードとを比較して前記ビデオ・マネージ
ャー・メニュー言語コードと前記固有の言語コードが一致する場合には、前記ビデオ・マ
ネージャー・メニュー言語ユニットを獲得し、前記第１のメニュー用プログラム・チェー
ンを再生させ、前記ビデオ・タイトル・セット情報を獲得し、前記ビデオ・タイトル・セ
ット・メニュー言語コードと当該再生装置に固有の言語コードとを比較して前記ビデオ・
タイトル・セット・メニュー言語コードと前記固有の言語コードとの一致で、前記ビデオ
・タイトル・セット・メニュー言語ユニットを獲得し、前記第２のメニュー用プログラム
・チェーンを再生させ、前記タイトル・サーチ・ポインタ・テーブルを参照して前記ビデ
オ・タイトル・セットを獲得し、前記タイトル用プログラム・チェーン情報から前記セル
再生情報テーブルを獲得して前記タイトル用プログラム・チェーンを再生させる獲得手段
と、
　前記セル内の前記ビデオ・オブジェクト・ユニットに含まれる前記ビデオ・パック、オ
ーディオ・パック及び副映像パックから取り出したビデオ、オーディオ及び副映像ストリ
ームをデコードし、映像信号及びオーディオ信号として出力させる出力手段と、
　を具備することを特徴とする再生システムが提供される。
【０００６】
　また、本発明によれば、
　ビデオ・マネージャー及びビデオ・タイトル・セットを備える光ディスクからビデオ・
タイトルを再生する再生方法において、
　前記ビデオ・マネージャーは、ビデオ・マネージャー情報並びに第１のメニュー用ビデ
オ・オブジェクト・セットから構成され、
　前記ビデオ・タイトル・セットは、タイトル用ビデオ・オブジェクト・セット、第２の
メニュー用ビデオ・オブジェクト・セット及びビデオ・タイトル・セット情報を含み、
　前記タイトル用並びに前記第１及び第２のメニュー用ビデオ・オブジェクト・セットに
は、オーディオ・ストリーム、副映像ストリーム及びビデオ・データが格納され、
　前記タイトル用並びに前記第１及び第２のメニュー用ビデオ・オブジェクト・セットは
、セルから構成され、前記セルは、ビデオ・オブジェクト・ユニットで構成され、前記ビ
デオ・オブジェクト・ユニットは、ビデオ、オーディオ及び副映像パックの組み合わせで
あって１再生単位に定められ、プログラム・チェーンが前記セルの集合に定められ、
　前記ビデオ・マネージャー情報は、ビデオ管理情報管理テーブル、タイトル・サーチ・
ポインタ・テーブル及び第１のメニュー用プログラム・チェーン情報ユニット・テーブル
を備え、
　前記ビデオ管理情報管理テーブルには、前記第１のメニュー用ビデオ・オブジェクト・
セットのスタート・アドレス及び前記タイトル・サーチ・ポインタ・テーブルの開始アド
レスが記述され、
　前記タイトル・サーチ・ポインタ・テーブルには、前記ビデオ・タイトル・セットのビ
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デオ・タイトル・セット番号、プログラム・チェーン番号及び当該ビデオ・タイトル・セ
ット番号で指定されるビデオ・タイトル・セットの開始アドレスが記述され、
　前記第１のメニュー用プログラム・チェーン情報ユニット・テーブルは、ビデオ・マネ
ージャー・メニュー言語ユニット及びこのビデオ・マネージャー・メニュー言語ユニット
をサーチするためのビデオ・マネージャー・メニュー言語ユニット・サーチ・ポインタを
有し、このビデオ・マネージャー・メニュー言語ユニット・サーチ・ポインタには、ビデ
オ・マネージャー・メニュー言語コード及び前記ビデオ・マネージャー・メニュー言語ユ
ニットのスタート・アドレスが記述され、
　前記ビデオ・マネージャー・メニュー言語ユニットは、第１のメニュー再生の為の第１
のメニュー用プログラム・チェーンの再生を定める第１のメニュー用プログラム・チェー
ン情報及びこの第１のメニュー用プログラム・チェーン情報をサーチするための第１のメ
ニュー用プログラム・チェーン情報サーチ・ポインタを有し、
　前記ビデオ・タイトル・セット情報は、ビデオ・タイトル・セット情報管理テーブル、
タイトル再生の為のタイトル用プログラム・チェーンを定めるタイトル用プログラム・チ
ェーン情報テーブル並びに第２のメニュー再生の為の第２のメニュー用プログラム・チェ
ーンを定める第２のメニュー用プログラム・チェーン情報ユニット・テーブルを含み、
　前記ビデオ・タイトル・セット情報管理テーブルには、前記タイトル用プログラム・チ
ェーン情報テーブルのスタート・アドレス及び前記第２のメニュー用プログラム・チェー
ン情報ユニット・テーブルのスタート・アドレスが記述され、
　前記第２のメニュー用プログラム・チェーン情報ユニット・テーブルは、ビデオ・タイ
トル・セット・メニュー言語ユニット及びこのビデオ・タイトル・セット・メニュー言語
ユニットをサーチする為のビデオ・タイトル・セット・メニュー言語ユニット・サーチ・
ポインタを有し、このビデオ・タイトル・セット・メニュー言語ユニット・サーチ・ポイ
ンタには、ビデオ・タイトル・セット・メニュー言語コード及び前記ビデオ・タイトル・
セット・メニュー言語ユニットのスタート・アドレスが記述され、
　前記ビデオ・タイトル・セット・メニュー言語ユニットは、前記第２のメニュー用プロ
グラム・チェーンの再生を定める第２のメニュー用プログラム・チェーン情報及びこの第
２のメニュー用プログラム・チェーン情報をサーチするための第２のメニュー用プログラ
ム・チェーン情報サーチ・ポインタを有し、
　前記タイトル用プログラム・チェーン情報テーブルは、前記タイトル用プログラム・チ
ェーンの再生を定めるタイトル用プログラム・チェーン情報及びこのタイトル用プログラ
ム・チェーン情報をサーチするためのプログラム・チェーン番号に相当するタイトル用プ
ログラム・チェーン情報サーチ・ポインタを有し、
　前記タイトル用プログラム・チェーン情報は、前記タイトル用プログラム・チェーン内
における前記セルの再生順序を特定する為にセル再生情報が再生順に記述されたセル再生
情報テーブルを含み、
　前記セル再生情報は、当該セルを構成する最初のビデオ・オブジェクト・ユニットのア
ドレス及び最後のビデオ・オブジェクト・ユニットのアドレスを含み、
　前記再生方法では、
　前記第１のメニュー用プログラム・チェーン情報ユニット・テーブルを獲得し、前記ビ
デオ・マネージャー・メニュー言語ユニット・サーチ・ポインタ内の前記ビデオ・マネー
ジャー・メニュー言語コードと当該再生方法に固有の言語コードとを比較して前記ビデオ
・マネージャー・メニュー言語コードと前記固有の言語コードが一致する場合には、前記
ビデオ・マネージャー・メニュー言語ユニットを獲得し、前記第１のメニュー用プログラ
ム・チェーンを再生させ、
　前記ビデオ・タイトル・セット情報を獲得し、前記ビデオ・タイトル・セット・メニュ
ー言語コードと前記固有の言語コードとを比較して前記ビデオ・タイトル・セット・メニ
ュー言語コードと前記固有の言語コードとの一致で、前記ビデオ・タイトル・セット・メ
ニュー言語ユニットを獲得し、前記第２のメニュー用プログラム・チェーンを再生させ、
　前記タイトル・サーチ・ポインタ・テーブルを参照して前記ビデオ・タイトル・セット

10

20

30

40

50

(9) JP 3906283 B2 2007.4.18



を獲得し、前記タイトル用プログラム・チェーン情報から前記セル再生情報テーブルを獲
得して前記タイトル用プログラム・チェーンを再生させ、
　前記セル内の前記ビデオ・オブジェクト・ユニットに含まれる前記ビデオ・パック、オ
ーディオ・パック及び副映像パックから取り出したビデオ、オーディオ及び副映像ストリ
ームをデコードし、映像信号及びオーディオ信号として出力させることを特徴とする再生
方法が提供される。
【０００７】
　更に、本発明によれば、
　第１及び第２のメニュー用ビデオ・データ、オーディオ・ストリーム及び副映像ストリ
ーム並びにタイトル用ビデオ・データ、オーディオ・ストリーム及び副映像ストリームを
用意し、
　前記タイトル用ビデオ・データ、オーディオ・ストリーム及び副映像ストリームからタ
イトル用ビデオ・オブジェクト・セットの構造並びに前記第１及び第２のメニュー用ビデ
オ・データ、オーディオ・ストリーム及び副映像ストリームから第１及び第２のメニュー
用ビデオ・オブジェクト・セットの構造を準備し、この準備において、前記タイトル用並
びに前記第１及び第２のメニュー用ビデオ・オブジェクト・セットは、セルから構成され
、当該セルはビデオ・オブジェクト・ユニットで構成され、当該ビデオ・オブジェクト・
ユニットはビデオ、オーディオ及び副映像パックの組み合わせであって１再生単位に定め
、プログラム・チェーンを前記セルの集合に定め、
　前記第２のメニュー用及びタイトル用ビデオ・オブジェクト・セットのスタート・アド
レスが記述されるタイトル・セット情報管理テーブル、第２のメニュー再生の為の第２の
メニュー用プログラム・チェーンを定める第２のメニュー用プログラム・チェーン情報ユ
ニット・テーブル及びタイトル再生の為のタイトル用プログラム・チェーンを定めるタイ
トル用プログラム・チェーン情報テーブルを用意し、このタイトル・セット情報管理テー
ブル、前記第２のメニュー用プログラム・チェーン情報ユニット・テーブル及び前記タイ
トル用プログラム・チェーン情報テーブルを含むビデオ・タイトル・セット情報を準備し
、当該ビデオ・タイトル・セット情報及び前記タイトル用ビデオ・オブジェクト・セット
を備えたビデオ・タイトル・セットを構成し、
　前記第１のメニュー用ビデオ・オブジェクト・セットのスタート・アドレスが記述され
るビデオ管理情報管理テーブル、第１のメニュー再生の為の第１のメニュー用プログラム
・チェーンを定める第１のメニュー用プログラム・チェーン情報ユニット・テーブルを用
意し、このビデオ管理情報管理テーブル及び前記第１のメニュー用プログラム・チェーン
情報ユニット・テーブルを含むビデオ・マネージャー情報を準備し、前記ビデオ・マネー
ジャー情報並びに前記第１のメニュー用ビデオ・オブジェクト・セットを備えたビデオ・
マネージャーを構成し、
　光ディスクに前記ビデオ・マネージャー及び前記ビデオ・タイトル・セットを物理的に
記録する光ディスクの記録方法において、
　前記ビデオ・マネージャー情報は、タイトル・サーチ・ポインタ・テーブルを含み、前
記ビデオ管理情報管理テーブルには、前記タイトル・サーチ・ポインタ・テーブルの開始
アドレスが記述され、前記タイトル・サーチ・ポインタ・テーブルには、前記ビデオ・タ
イトル・セットのビデオ・タイトル・セット番号、プログラム・チェーン番号及び当該ビ
デオ・タイトル・セット番号で指定されるビデオ・タイトル・セットの開始アドレスが記
述され、
　前記第１のメニュー用プログラム・チェーン情報ユニット・テーブルは、ビデオ・マネ
ージャー・メニュー言語ユニット及びこのビデオ・マネージャー・メニュー言語ユニット
をサーチするためのビデオ・マネージャー・メニュー言語ユニット・サーチ・ポインタを
有し、
　このビデオ・マネージャー・メニュー言語ユニット・サーチ・ポインタには、ビデオ・
マネージャー・メニュー言語コード及び前記ビデオ・マネージャー・メニュー言語ユニッ
トのスタート・アドレスが記述され、
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　前記ビデオ・マネージャー・メニュー言語ユニットは、前記第１のメニュー用プログラ
ム・チェーンの再生を定める第１のメニュー用プログラム・チェーン情報及びこの第１の
メニュー用プログラム・チェーン情報をサーチするための第１のメニュー用プログラム・
チェーン情報サーチ・ポインタを含み、
　前記第２のメニュー用プログラム・チェーン情報ユニット・テーブルは、ビデオ・タイ
トル・セット・メニュー言語ユニット及びこのビデオ・タイトル・セット・メニュー言語
ユニットをサーチする為のビデオ・タイトル・セット・メニュー言語ユニット・サーチ・
ポインタを有し、このビデオ・タイトル・セット・メニュー言語ユニット・サーチ・ポイ
ンタには、ビデオ・タイトル・セット・メニュー言語コード及び前記ビデオ・タイトル・
セット・メニュー言語ユニットのスタート・アドレスが記述され、
　前記ビデオ・タイトル・セット・メニュー言語ユニットは、前記第２のメニュー用プロ
グラム・チェーンの再生を定める第２のメニュー用プログラム・チェーン情報及びこの第
２のメニュー用プログラム・チェーン情報をサーチするための第２のメニュー用プログラ
ム・チェーン情報サーチ・ポインタを有し、
　前記タイトル用プログラム・チェーン情報テーブルは、前記タイトル用プログラム・チ
ェーンの再生を定めるタイトル用プログラム・チェーン情報及びこのタイトル用プログラ
ム・チェーン情報をサーチするためのサーチ・ポインタを有し、
　前記タイトル用プログラム・チェーン情報は、前記タイトル用プログラム・チェーン内
における前記セルの再生順序を特定する為にセル再生情報が再生順に記述されたセル再生
情報テーブルを含み、
　前記セル再生情報は、当該セルを構成する最初のビデオ・オブジェクト・ユニットのア
ドレス及び最後のビデオ・オブジェクト・ユニットのアドレスを含み、
　前記第１のメニュー用プログラム・チェーン情報ユニット・テーブルを獲得し、前記ビ
デオ・マネージャー・メニュー言語ユニット・サーチ・ポインタ内の前記ビデオ・マネー
ジャー・メニュー言語コードと再生装置に固有の言語コードとを比較して前記ビデオ・マ
ネージャー・メニュー言語コードと前記固有の言語コードが一致する場合には、前記ビデ
オ・マネージャー・メニュー言語ユニットを獲得し、前記第１のメニュー用プログラム・
チェーンを再生させ、
　前記ビデオ・タイトル・セット情報を獲得し、前記ビデオ・タイトル・セット・メニュ
ー言語コードと前記固有の言語コードとを比較して前記ビデオ・タイトル・セット・メニ
ュー言語コードと前記固有の言語コードとの一致で、前記ビデオ・タイトル・セット・メ
ニュー言語ユニットを獲得し、前記第２のメニュー用プログラム・チェーンを再生させ、
　前記タイトル・サーチ・ポインタ・テーブルを参照して前記ビデオ・タイトル・セット
を獲得し、前記タイトル用プログラム・チェーン情報から前記セル再生情報テーブルを獲
得して前記タイトル用プログラム・チェーンを再生させるように前記ビデオ・タイトル・
セット及び前記ビデオ・マネージャーを光ディスクに記録することを特徴とする光ディス
クの記録方法が提供される。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、光ディスクからビデオ及びオーディオを好適に再生することができる
再生システム、その再生方法及び光ディスクの記録方法を提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　以下、図面を参照してこの発明の実施例に係る光ディスク及び光ディスク再生装置を説
明する。
【００１０】
　図１は、この発明の一実施例に係る光ディスクからデータを再生する光ディスク再生装
置のブロックを示し、図２は、図１に示された光ディスクをドライブするディスクドライ
ブ部のブロックを示し、図３及び図４は、図１及び図２に示した光光ディスクの構造を示
している。
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【００１１】
　図１に示すように光ディスク再生装置は、キー操作／表示部４、モニター部６及びスピ
ーカー部８を具備している。ここで、ユーザがキー操作／表示部４を操作することによっ
て光ディスク１０から記録データが再生される。記録データは、ビデオデータ、副映像デ
ータ及び音声データを含み、これらは、ビデオ信号及びオーディオ信号に変換される。モ
ニター部６は、ビデオ信号によってビデオを表示し、スピーカー部８は、オーディオ信号
によって音声を発生している。
【００１２】
　既に知られるように光ディスク１０は、種々の構造がある。この光ディスク１０には、
例えば、図３に示すように、高密度でデータが記録される読み出し専用ディスクがある。
図３に示されるように光ディスク１０は、一対の複合層１８とこの複合ディスク層１８間
に介挿された接着層２０とから構成されている。この各複合ディスク層１８は、透明基板
１４及び記録層、即ち、光反射層１６から構成されている。このディスク層１８は、光反
射層１６が接着層２０に接触するように配置される。この光ディスク１０には、中心孔２
２が設けられ、その両面の中心孔２２の周囲には、この光ディスク１０をその回転時に押
さえる為のクランピング領域２４が設けられている。中心孔２２には、光ディスク装置に
ディスク１０が装填された際に図２に示されたスピンドルモータ１２のスピンドルが挿入
され、ディスクが回転される間、光ディスク１０は、そのクランピング領域２４でクラン
プされる。
【００１３】
　図３に示すように、光ディスク１０は、その両面のクランピング領域２４の周囲に光デ
ィスク１０に情報を記録することができる情報領域２５を有している。各情報領域２５は
、その外周領域が通常は情報が記録されないリードアウト領域２６に、また、クランピン
グ領域２４に接するその内周領域が同様に、通常は情報が記録されないリードイン領域２
７に定められ、更に、このリードアウト領域２６とリードイン領域２７との間がデータ記
録領域２８に定められている。
【００１４】
　情報領域２５の記録層１６には、通常、データが記録される領域としてトラックがスパ
イラル状に連続して形成され、その連続するトラックは、複数の物理的なセクタに分割さ
れ、そのセクタには、連続番号が付され、このセクタを基準にデータが記録されている。
情報記録領域２５のデータ記録領域２８は、実際のデータ記録領域であって、後に説明す
るように再生情報、ビデオデータ、副映像データ及びオーディオデータが同様にピット（
即ち、物理的状態の変化）として記録されている。読み出し専用の光ディスク１０では、
透明基板１４にピット列が予めスタンパーで形成され、このピット列が形成された透明基
板１４の面に反射層が蒸着により形成され、その反射層が記録層１６として形成されるこ
ととなる。また、この読み出し専用の光ディスク１０では、通常、トラックとしてのグル
ーブが特に設けられず、透明基板１４の面に形成されるピット列がトラックとして定めら
れている。
【００１５】
　このような光ディスク装置１２は、図１に示されるように更にディスクドライブ部３０
、システムＣＰＵ部５０、システムＲＯＭ／ＲＡＭ部５２、システムプロッセッサ部５４
、データＲＡＭ部５６、ビデオデコータ部５８、オーディオデコーダ部６０、副映像デコ
ーダ部６２及びＤ／Ａ及びデータ再生部６４から構成されている。
【００１６】
　図２に示すようにディスクドライブ部３０は、モータドライブ回路１１、スピンドルモ
ータ１２、光学ヘッド３２（即ち、光ピックアップ）、フィードモータ３３、フォ―カス
回路３６、フィードモータ駆動回路３７、トラッキング回路３８、ヘッドアンプ４０及び
サーボ処理回路４４を具備している。光ディスク１０は、モータ駆動回路１１によって駆
動されるスピンドルモータ１２上に載置され、このスピンドルモータ１２によって回転さ
れる。光ディスク１０にレーザビームを照射する光学ヘッド３２が光ディスク１０の下に
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置かれている。また、この光学ヘッド３２は、ガイド機構（図示せず）上に載置されてい
る。フィードモータ駆動回路３７がフィードモータ３３に駆動信号を供給する為に設けら
れている。モータ３３は、駆動信号によって駆動されて光学ヘッド３２を光ディスク１０
の半径方向に移動している。光学ヘッド３２は、光ディスク１０に対向される対物レンズ
３４を備えている。対物レンズ３４は、フォ―カス回路３６から供給される駆動信号に従
ってその光軸に沿って移動される。
【００１７】
　上述した光ディスク１０からデータを再生するには、光学ヘッド３２が対物レンズ３４
を介してレーザビームを光ディスク１０に照射される。この対物レンズ３４は、トラッキ
ング回路３８から供給された駆動信号に従って光ディスク１０の半径方向に微動される。
また、対物レンズ３４は、その焦点が光ディスク１０の記録層１６に位置されるようにフ
ォーカシング回路３６から供給された駆動信号に従ってその光軸方向に沿って微動される
。その結果、レーザビームは、最小ビームスポットをスパイラルトラック（即ち、ピット
列）上に形成され、トラックが光ビームスポットで追跡される。レーザビームは、記録層
１６から反射され、光学ヘッド３２に戻される。光ヘッド３２では、光ディスク１０から
反射された光ビームを電気信号に変換し、この電気信号は、光ヘッド３２からヘッドアン
プ４０を介してサーボ処理回路４４に供給される。サーボ処理回路４４では、電気信号か
らフォ―カス信号、トラッキング信号及びモータ制御信号を生成し、これらの信号を夫々
フォ―カス回路３６、トラッキング回路３８、モータ駆動回路１１に供給している。
【００１８】
　従って、対物レンズ３４がその光軸及び光ディスク１０の半径方向に沿って移動され、
その焦点が光ディスク１０の記録層１６に位置され、また、レーザビームが最小ビームス
ポットをスパイラルトラック上に形成する。また、モータ駆動回路１１によってスピンド
ルモータ１２が所定の回転数で回転される。その結果、光ディスク１０のピット列が光ビ
ームで線速一定で追跡される。
【００１９】
　図１に示されるシステムＣＰＵ部５０からアクセス信号としての制御信号がサーボ処理
回路４４に供給される。この制御信号に応答してサーボ処理回路４４からヘッド移動信号
がフィードモータ駆動回路３７に供給されてこの回路３７が駆動信号をフィードモータ３
３に供給することとなる。従って、フィードモータ３３が駆動され、光ヘッド３２が光デ
ィスク１０の半径方向に沿って移動される。そして、光学ヘッド３２によって光ディスク
１０の記録層１６に形成された所定のセクタがアクセスされる。再生データは、その所定
のセクタから再生されて光学ヘッド３２からヘッドアンプ４０に供給され、このヘッドア
ンプ４０で増幅され、ディスクドライブ部３０から出力される。
【００２０】
　出力された再生データは、システム用ＲＯＭ及びＲＡＭ部５２に記録されたプログラム
で制御されるシステムＣＰＵ部５０の管理下でシステムプロセッサ部５４によってデータ
ＲＡＭ部５６に格納される。この格納された再生データは、システムプロセッサ部５４に
よって処理されてビデオデータ、オーディオデータ及び副映像データに分類され、ビデオ
データ、オーディオデータ及び副映像データは、夫々ビデオデコーダ部５８、オーディオ
デコーダ部６０及び副映像デコーダ部６２に出力されてデコードされる。デコードされた
ビデオデータ、オーディオデータ及び副映像データは、Ｄ／Ａ及び再生処理回路６４でア
ナログ信号としてのビデオ信号、オーディオ信号に変換されるとともにビデオ信号がモニ
ター６に、また、オーディオ信号がスピーカー部８に夫々供給される。その結果、ビデオ
信号及び副映像信号によってモニター部６にビデオが表示されるとともにオーディオ信号
によってスピーカー部８から音声が再現される。
【００２１】
　図１に示す光ディスク装置の論理フォーマットの構造を次に説明する。光ディスク装置
の論理フォーマットには、現在のところ初期バージョン及び初期バージョンを改良した新
規なバージョンがあり、始めに図４から図１１を参照して初期バージョンの論理フォーマ
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ットを説明し、また、図１５から図５９を参照して初期バージョンを改良した新規なバー
ジョンについて説明する。また、図１に示す光ディスク装置の詳細な動作については、光
ディスク１０の初期バージョン及び初期バージョンを改良した新規なバージョンに係る論
理フォーマットとともに後により詳細に説明する。
【００２２】
　図４には、初期バージョンに係る論理フォーマットの構造が示されている。即ち、図１
に示される光ディスク１０のリードインエリア２７からリードアウトエリア２６までのデ
ータ記録領域２８は、論理フォーマットとしてＩＳＯ９６６０に準拠した図４に示される
ようなボリューム構造を有している。このボリューム構造は、階層構造のボリューム管理
情報領域７０及びファイル領域８０から構成されている。ボリューム管理情報領域７０は
、ＩＳＯ９６６０に準拠して定められた論理ブロック番号０から２３までが相当し、シス
テム領域７２及びボリューム管理エリア７４が割り付けられている。システム領域７２は
、通常は空き領域として内容は規定されていないが、例えば、光ディスク１０に記録する
データを編集する編集者の為に設けられ、編集者の意図に応じた光ディスク装置の駆動を
実現する為のシステムプログラムが必要に応じて格納される。また、ボリューム管理領域
７４には、ファイル領域８０のディスク情報ファイル７６（以下、単にディスク情報ファ
イル７６と称する。）、ムービーファイル或いはミュージックファイル等のファイル７８
を管理するボリューム管理情報、即ち、全のファイルの記録位置、記録容量及びファイル
名等が格納されている。ファイル領域８０には、論理ブロック番号２４以降の論理ブロッ
ク番号で指定されるファイル番号０からファイル番号９９までのファイル７６、７８が配
置され、ファイル番号０のファイル７６がディスク情報ファイル７６として割り付けられ
、ファイル番号１からファイル番号９９までのファイル７８がムービーファイル、即ち、
映像ファイル、又はミュージックファイルとして割り付けられている。
【００２３】
　ディスク情報ファイル７６は、図５に示されるようにファイル管理情報エリア８２及び
メニュー映像データエリア８４から構成され、ファイル管理情報エリア８２には、光ディ
スク１０の全体に記録されている選択可能なシーケンス、即ち、ビデオ又はオーディオの
タイトルを選択するためのファイル管理情報が記述されている。ここで、特に業務用のカ
ラオケ用光ディスク１０にあっては、シーケンスは、カラオケのジャンル、例えば、演歌
、ポップス、ロックに該当し、後に説明するシーケンスの下位概念としてのプログラムが
具体的な曲名に該当する。尚、曲数が少ないカラオケ用の光ディスク１０にあっては、シ
ーケンスが直接曲名を指定することとなるように定めても良い。
【００２４】
　また、メニュー映像データエリア８４には、タイトル、例えば、カラオケの曲名のジャ
ンル及びそのジャンルの曲名等を選択する選択メニューを表示する為のメニュー画面の画
像データがセル単位のメニューデータセル９０として格納されている。メニュー映像用デ
ータエリア８４のメニュー映像データは、後に詳述するように、目的に応じて必要な大き
さの単位に区切られ、ディスク１０のメニュー映像データエリア８４への記録順に＃１か
ら連続して番号が割り付けられたｉ個のメニューセル９０として定められている。このメ
ニューセル９０には、ムービー或いはオーディオのタイトルの選択、各タイトルのプログ
ラムの選択等に関する映像データ、副映像データ、或いは、オーディオデータが格納され
ている。
【００２５】
　図５に示されるようにファイル管理情報エリア８２は、ディスク構成情報（ＤＳＩＮＦ
：　Ｄｉｓｃ　Ｓｔｒｕｃｔｕｒｅ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）を格納するディスク構成
情報エリア８６、メニュー構成情報（ＭＳＩＮＦ：　Ｍｅｎｕ　Ｓｔｒｕｃｔｕｒｅ　Ｉ
ｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）を格納するメニュー構成情報エリア８７、セル情報を格納するセ
ル情報テーブル（ＭＣＩＴ：　Ｍｅｎｕ　Ｃｅｌｌ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｔａｂｌ
ｅ）８８の３種類の情報領域があり、この順序で配列されている。
【００２６】
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　ディスク構成情報エリア８６には、主にディスク１０のファイル領域８０に記録されて
いるムービーファイル及びミュージックファイル、即ち、再生ファイル７８の数（パラメ
ータＤＳＩＮＦとして１から９９の範囲内で記述される。）、個々のファイル７８内に存
在するシーケンスの数（既に説明したようにビデオ、オーディオ及び副映像等を含む映像
データの一連のデータ群を称する。また、以下、単にシーケンスと称し、パラメータＦＳ
ＩＮＦとして記述される。）、オーディオストリームの数（パラメータＦＮＡＳＴとして
記述される。）及びオーディオストリームを特定するコード（パラメータＦＡＣＯＤＥと
して記述される。）に関するオーディオ情報（パラメータＦＣＩＮＦとして記述される。
）及びプログラムの数に関する各タイトル情報（パラメータＴＳＩＮＦとして記述される
。）等のディスク上のファイルに関する構成情報が記述される。
【００２７】
　メニュー構成情報（ＭＳＩＮＦ）のエリア８７には、このディスク情報ファイル７６内
に記録されているメニュー映像用データエリア８４のメニューセル９０の数（パラメータ
ＮＯＭＣＥＬとして記述される。）、ディスク内に存在するタイトル（後に述べるように
カラオケ用にあっては、音楽のジャンルを特定するメニュー画面の選択項目をタイトルと
して取り扱っている。）を選択するための一連のメニュー映像用データを構成するタイト
ルメニューセル９０の開始セル番号（パラメータＴＭＳＣＥＬとして記述される。）等の
情報が記述されている。更に、メニュー構成情報（ＭＳＩＮＦ）には、オーディオメニュ
ーの開始番号を特定するオーディオメニュー開始セル番号（ＡＤＭＳＣＥＬ）が記述され
ている。この開始番号で特定されるオーディオメニューには、後に説明されるようにマイ
クボリューム、エコーの大小、トーンの高低、副オーディオの音声のレベル及び左右のバ
ランスに関する表示がなされ、その表示に従って各オーディオ再生特性を指定することに
よって再生処理部６４内の対応する各部の特性を調整することができる。また、メニュー
構成情報（ＭＳＩＮＦ）には、プログラムメニュー（同様に後に説明されるようにカラオ
ケ用にあっては、プログラムが各カラオケの曲に相当し、メニュー画面でこのプログラム
を指定することが曲名を指定することとなる。）開始セル番号が特定するプログラムメニ
ュー開始セル番号（ＰＭＳＣＥＬ）が記述されている。
【００２８】
　メニューセル情報テーブル８８には、各メニューセル９０の再生に必要なセル情報がセ
ル番号順に記述されたｉ個のセル情報エリア８９の集合に規定されている。このセル情報
テーブル８８には、ファイル７６内のセル９０の位置（パラメータＭＣＳＬＢＮとしてフ
ァイル先頭からのオフセット論理ブロック番号で記述される。）、サイズ（パラメータＭ
ＣＮＬＢとして論理ブロック数で記述される。）等の情報が記述されている。ここで、デ
ィスク構成情報（ＤＳＩＮＦ）及びメニュー構成情報（ＭＳＩＮＦ）は、ファイル管理情
報エリア８２に連続して記述され、メニューセル情報テーブル（ＭＣＩＴ）８８は、論理
ブロックの境界にアライメントされている。
【００２９】
　カラオケ用光ディスクでは、上述しメニューファイル７６を利用して曲を選択する為の
メニュー画面が作成されている。即ち、メニューセル８９としてカラオケのジャンル、即
ち、演歌、ポップス及びロックが表示されるメインメニューセル及びこのメインメニュー
で選択されたジャンルの曲名等が表示される複数のサブメニューセルが用意されている。
【００３０】
　１又は複数タイトルのミュージックデータ或いはムービーデータがファイル番号１から
ファイル番号９９までに相当するムービーファイル及びミュージックファイル７８に格納
されている。カラオケ用の光ディスクにおいては、ミュージックファイルに複数タイトル
のミュージックデータが格納されている。このファイル７８は、夫々図６に示すように当
該ファイル７８に含まれるデータに対する諸元情報、即ち、管理情報（例えば、アドレス
情報及び再生制御情報等）が記述されているファイル管理情報エリア１０１及び当該ファ
イル７８の映像データ（ビデオ、オーディオ及び副映像データ等を単に映像データと称す
る。）が記述されている映像用データエリア１０２から構成されるファイル構造を有して
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いる。映像用データエリア１０２には、ディスク情報ファイル７６のメニューセル９０と
同様に映像データがセル単位に分割され、映像データがｊ個の映像用データセル１０５と
して配列されている。既に説明したようにファイルは、ムービーデータであれば、１つの
題名の映画のストーリーに対応したムービーデータであり、カラオケであれば、あるカラ
オケシリーズの中の１巻に相当する。ディスク情報ファイル７６は、その映画又はカラオ
ケを再生するに際しての制御データに相当し、制御情報が所定のフォーマットに従って階
層的に配置されている。
【００３１】
　通常、あるタイトルのムービーデータ或いはオーディオデータは、連続するシーケンス
１０６の集合として表される。例えば、映画のストーリーは、「起」、「承」、「転」及
び「結」に相当するような連続するシーケンス１０６で表現される。従って、各ファイル
７８の映像用データエリア１０２は、図７に示すようにシーケンス１０６の集合として定
義される。また、業務用のカラオケにあっては、シーケンスは、音楽のジャンルに相当し
ている。各シーケンス１０６は、複数のプログラムから構成されている。この各プログラ
ムは、ムービーであれば、そのムービーストーリの種々の場面に相当し、カラオケにあっ
ては、ある曲名のオーディオ、映像及び歌詞に対応した副映像のカラオケデータに相当し
ている。尚、ファイル７８内の曲数が少ない家庭用のカラオケにあっては、直接シーケン
スがカラオケの曲に相当すると指定されても良い。また、この各映像プログラム１０７が
複数の映像用データセル１０５で構成されている。各映像セル１０５は、図８に示される
ように制御パック（ＤＳＩ）９２、主映像パック９３、副映像パック９５及びオーディオ
パック９８を組み合わせた１画像グループ（ＧＯＰ：　Ｇｒｏｕｐ　ｏｆ　Ｐｉｃｔｕｒ
ｅ）が複数グループ配列されて構成されている。この映像セル１０５の構成は、メニュー
セル９０と略同様であって、この映像用データ１０２は、ＭＰＥＧ規格（Ｍｏｖｉｎｇ　
Ｐｉｃｔｕｒｅ　Ｅｘｐｅｒｔ　Ｇｒｏｕｐ）等の圧縮規格に従って圧縮された動画（ム
ービー）、音声（オーディオ）及び副映像等のデータがＭＰＥＧ２のシステムレーヤに対
応したデータフォーマットで記録されている。即ち、映像用データ１０２は、ＭＰＥＧ規
格で規定されるプログラムストリーマとなっている。更に、各パック９２、９３、９５、
９８は、パックヘッダ９７及びパックに対応するパケット９９から構成されるパック構造
を有している。ここでは、カラオケは、背景の映像に歌詞が表示されて曲が流れるタイプ
のカラオケを想定しているが、背景の映像が静止画で歌詞が副映像として表示されて曲が
流れるタイプのカラオケ、或いは、歌詞の表示と音声の再現のみで主映像が表示されない
タイプであって良い。
【００３２】
　ファイル管理情報エリア１０１は、ファイル管理テーブル（ＦＭＴ：　Ｆｉｌｅ　Ｍａ
ｎａｇｅｍｅｎｔ　Ｔａｂｌｅ）１１３、シーケンス情報テーブル（ＳＩＴ：　Ｓｅｑｕ
ｅｎｃｅ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｔａｂｌｅ）１１４、セル情報テーブル（ＣＩＴ：
　Ｃｅｌｌ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｔａｂｌｅ）１１５等から構成される。映像用デ
ータエリア１０２の映像用データセルは、ディスクへの記録順に＃１から連続して番号が
振り分けられ、このセル番号及びこのセル番号に関連させてセルに関する情報がセル情報
テーブル１１５に記述されている。即ち、セル情報テーブル１１５には、映像用データセ
ルの再生に必要な情報をセル番号順に記述したｊ個のセル情報（ＣＩ）が格納されるエリ
ア１１７の集合に定められ、このセル情報（ＣＩ）には、ファイル７８内のセルの位置、
サイズ、再生時間等の情報が記述されている。ここで、カラオケにあっては、ファイル７
８内のあるセルは、ある曲の１番の歌詞に相当する副映像、主映像及びオーディオデータ
に相当し、その次のセルがその曲の２番の歌詞に相当する副映像、主映像及びオーディオ
データに相当し、更にその次のセルがその曲の３番の歌詞に相当する副映像、主映像及び
オーディオデータに相当するように構成しても良い。
【００３３】
　図９には、このセル情報テーブル１１５に格納されるセル情報（ＣＩ）の内容が示され
ている。このセル情報１１７は、映像データを目的に応じた単位で分割した映像セルの開
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始位置及びサイズ等の内容がパラメータで記述される。即ち、このセル情報（ＣＩ）は、
映像セルがムービー、カラオケ及びインタラクティブメニューのいずれであるか等の映像
セルの内容を示すセル種別情報（ＣＣＡＴ）、映像セルのトータル再生時間を示すセル再
生情報（ＣＴＩＭＥ）、映像セルの開始位置、即ち開始アドレスを示すセル開始位置情報
（ＣＳＬＢＮ）及び映像セルを構成するサイズを示したセルサイズ情報（ＣＮＬＢ）等か
ら構成されている。
【００３４】
　シーケンス情報テーブル１１４は、シーケンス１０６毎に指定された範囲内のセル１０
５を選択して再生する順序等を記述したｉ個のシーケンス情報（ＳＩ）が格納されるエリ
ア１１６の集合に定められ、各シーケンス情報（ＳＩ）には、そのシーケンス１０６の内
に記録されている映像セル１０５の再生順序及び再生に関する再生制御情報が記述されて
いる。このシーケンス情報の番号は、シーケンス番号１からｉと定義され、夫々の開始位
置情報は、ファイル管理情報テーブル１１３に書き込まれている。
【００３５】
　図１０には、図６に示されたファイル管理情報エリア１０１内のシーケンス情報テーブ
ル１１４に格納される１つのシーケンス情報（ＳＩ）の内容が示されている。図１０に示
すようにシーケンス情報エリア１１６には、映像セルの再生順序及びシーケンス情報等が
記述される。このシーケンス情報（ＳＩ）の番号は、シーケンスの番号に一致し、シーケ
ンス情報テーブル１１４にその番号順に割り付けられている。このシーケンス情報１１６
は、シーケンス種別情報（ＳＣＡＴ）、構成プログラム数（ＳＮＰＲＧ）、シーケンス再
生時間（ＳＴＩＭＥ）、接続シーケンス数情報（ＳＮＣＳＱ）、シーケンス番号リスト情
報（ＳＣＳＱＮ）及びシーケンス制御情報（ＳＣＩＮＦ）から構成されている。シーケン
ス種別情報（ＳＣＡＴ）には、このシーケンスのタイプがムービー及びカラオケのいずれ
かであるかが記述されている。構成プログラム数（ＳＮＰＲＧ）には、シーケンスを構成
するプログラム数が記述され、シーケンス再生時間（ＳＴＩＭＥ）には、シーケンスのト
ータル再生時間が記述されている。シーケンス制御情報（ＳＣＩＮＦ）には、シーケンス
を構成するセルの再生順序及びシーケンス内のプログラムを構成するセル及びそのプログ
ラムを特定するプログラム番号が記述されている。ここで、各カラオケの曲に対応するシ
ーケンス内のプログラムは、このシーケンス制御情報（ＳＣＩＮＦ）を参照することによ
ってそのプログラムの先頭セルを特定することができ、そのセルからカラオケを再生する
ことができる。尚、各プログラムを構成する複数のセルの内の最終セルをメニューセルと
して選択された複数の次候補の曲の表示し、次候補の選択をできるようにしても良い。
【００３６】
　図１１に示すファイル管理テーブル（ＦＭＴ）１１３は、その映像ファイル７８に関す
る諸元情報を示している。このファイル管理テーブル１１３には、図１１に示すようにそ
のファイル名（ＦＦＮＡＭＥ）及び光ディスクが装填された光ディスク再生装置で再生可
能なファイルか否かを識別する為のファイル識別子（ＦＦＩＤ）が記述されている。この
ファイル識別子（ＦＦＩＤ）には、例えば、ムービーファイルであることを識別するため
の識別子が記述されている。また、このファイル管理テーブル１１３には、シーケンス情
報テーブル（ＳＩＴ）１１４及びセル情報テーブル（ＳＩＴ）１１５の開始アドレス（Ｆ
ＳＡＳＩＴ、ＦＳＡＣＩＴ）及びそれぞれのテーブルに記述されるシーケンス情報（ＳＩ
）及びセル情報（ＣＩ）の個数（ＦＮＳＱ、ＦＮＣＥＬ）、さらに、シーケンス情報テー
ブル（ＣＩＴ）１１４の先頭からの相対距離で示されるに夫々のシーケンス１１６の開始
アドレス（ＦＳＡＥＳＩ）及び映像用データエリア１０２の映像データを開始する為の開
始アドレス（ＦＳＡＤＶＤ）、各データを再生するための情報としてのデータ属性等が記
述されている。ここで、シーケンス情報テーブル１１４の開始アドレス（ＦＳＡＳＩＴ）
には、このファイル管理テーブル１１３が属するファイル７８の先頭からのシーケンス情
報テーブル１１４の開始アドレスがオフセットブロック論理番号で記述され、シーケンス
情報開始アドレス（ＦＳＡＥＳＩ）には、シーケンス情報テーブル１１４中の各シーケン
ス情報の開始アドレス及びそのサイズがシーケンスの記述順序でシーケンスの数だけ記述
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される。開始アドレスは、シーケンス情報テーブル１１４の先頭からのオフセットバイト
番号で記述される。
【００３７】
　更に、ファイル管理テーブル（ＦＭＴ）１１３は、オーディオストリームの数を記述し
たオーディオストリーム数（ＦＮＡＳＴ）及びオーディオストリームの属性に関するオー
ディオストリーム属性（ＦＡＡＴＲ）が記述されている。ここでオーディオストリームと
は、オーディオデータのストリームであって、ムービーデータであれば、背景音に相当す
るマスターストリーム及びそのムービーの音声部分に相当するスレーブストリームがあり
、スレーブストリームには、英語の音声、日本語音声及びその他の言語を用意して置くこ
とができる。また、カラオケでは、マスターストリームは、オーケストラ等の演奏が入れ
られたオーディオデータが該当し、スレーブストリームは、男性ボーカル音声或いは女性
ボーカル音声に係るオーディオデータが該当している。また、このオーディオストリーム
属性（ＦＡＡＴＲ）としてオーディオの圧縮モード、例えば、ドルビー　ＡＣ３、或いは
、リニアＰＣＭオーディオ等が記述され、オーディオモード、例えば、モノラル、或いは
、ステレオ等が記述され及びオーディオ種別、例えば、特定せず、或いは、言語を含む場
合等が記述されている。また、このオーディオストリーム属性（ＦＡＡＴＲ）には、ミキ
シングに関するＭＩＸ、マスターストリーム番号及び特定コードが記述されている。ＭＩ
Ｘには、オーディオストリームが独立ストリーム、即ち、ミキシングができないマスター
ストリームであるか、ミキシングが可能であると共に単独でも再生可能なストリーム、即
ち、マスターストリームであるか、或いは、ミキシングが可能であるが、単独では再生が
できないストリーム、即ちスレーブストリームであるかが記述されている。マスタースト
リーム番号には、オーディオストリームがスレーブストリームである場合にミキシングす
るマスターストリームのオーディオストリームの番号が記述され、独立ストリーム或いは
マスターストリームの場合は対象とするオーディオストリームがない旨が記述される。更
に、特定コードには、オーディオ種別に言語或いは言語を含むオーディオストリームであ
る旨が記述される場合に、別途定められた言語テーブルに記載の言語、例えば、英語、日
本語、ドイツ語等のコード番号が記述される。
【００３８】
　次に、再び図１を参照して図４から図１１に示す論理フォーマットを有する光ディスク
１０からのカラオケデータの再生動作について説明する。尚、図１においてブロック間の
実線の矢印は、データバスを示し、破線の矢印は、制御バスを示している。
【００３９】
　　図１に示される光ディスク装置においては、電源が投入されると、システム用ＲＯＭ
及びＲＡＭ５２からシステムＣＰＵ部５０は、初期動作プログラムを読み出し、ディスク
ドライブ部３０を作動させる。従って、ディスクドライブ部３０は、リードイン領域２７
から読み出し動作を開始し、リードイン領域２７に続くボリューム管理領域７０のボリュ
ーム管理情報エリア７４からボリューム管理情報が読み出される。即ち、システムＣＰＵ
部５０は、ディスクドライブ部３０にセットされたディスク１０の所定位置に記録されて
いるボリューム管理情報エリア７４からボリューム管理情報を読み出す為に、ディスクド
ライブ部３０にリード命令を与え、ボリューム管理情報の内容を読み出し、システムプロ
セッサ部５４を介して、データＲＡＭ部５６に一旦格納する。システムＣＰＵ部５０は、
データＲＡＭ部５６に格納されたボリューム管理情報のデータ列から各ファイルの記録位
置や記録容量等の情報やその他管理に必要な情報を抜き出し、システム用ＲＯＭ＆ＲＡＭ
部５２の所定の場所に転送し、保存する。
【００４０】
　　次に、システムＣＰＵ部５０は、システム用ＲＯＭ＆ＲＡＭ部５２から、先に取得し
た各ファイルの記録位置や記録容量の情報を参照してファイル番号０番に相当するディス
ク情報ファイル７６を取得する。即ち、システムＣＰＵ部５０は、システム用ＲＯＭ及び
ＲＡＭ部５２から、先に取得した各ファイルの記録位置や記録容量の情報を参照してディ
スクドライブ部３０に対してリード命令を与え、ファイル番号が０であるディスク情報フ
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ァイル７６のファイル管理情報を読み出し、システムプロセッサ部５４を介して、データ
ＲＡＭ部５６に格納する。取得した情報を同様にシステム用ＲＯＭ＆ＲＡＭ部５２の所定
の場所に転送し保存する。
【００４１】
　システムＣＰＵ部５０は、ディスク情報ファイル７６のファイル管理情報のディスク構
成情報８６、メニュー構成情報８７及びセル情報テーブル８８を利用して、メニュー映像
用データ８４のシーケンス（タイトル）選択メニューを再生し、後述するように画面に表
示する。即ち、カラオケのジャンルを表示するメインメニュー画面が表示され、キー操作
及び表示部４を用いてメインメニューでジャンルが特定されると、そのシーケンス番号が
指定される。その後、曲名を表示するサブメニュー画面が表示され、このサブメニュー画
面である曲名のタイトルを選択すると、プログラム番号が指定される。これにより選択し
たシーケンスの帰属するファイル番号、シーケンス情報及びシーケンス内のプログラムが
特定される。
【００４２】
　指定された映像用ファイル７８を取得し、映像用データ１０２を再生するまでの動作を
次に説明する。指定されたシーケンス番号に対するシーケンス情報を取得するために、ボ
リューム管理情報７４から得た各映像用ファイル７８の記録位置及び記録容量を用いて、
先ず、再生するプログラム、即ちシーケンスが帰属する映像用ファイル７８のファイル管
理情報１０１を上記のディスク情報ファイル７６の獲得の際と同様に読み出し、データＲ
ＡＭ部５６へ格納する。
【００４３】
　システムＣＰＵ部５０は、データＲＡＭ部５６に格納したファイル管理情報１０１のシ
ーケンス情報テーブル１１４から、指定されたプログラムが属するシーケンス情報を取得
し、そのデータと、そのシーケンスのプログラムを再生するために必要なセル情報テーブ
ル１１５中のセル情報１１７をシステムＲＯＭ＆ＲＡＭ部５２へ転送し、格納する。
【００４４】
　このように取得したシーケンス情報中のプログラムのセル再生順序情報により、最初に
再生するセル情報を取得し、このセル情報中の映像用データ再生開始アドレスとサイズを
もとに、ディスクドライブ部３０に対し目的のアドレスからのリード命令が与えられる。
ディスクドライブ部３０は、リード命令に従って光ディスク１０を駆動すると共に、光デ
ィスク１０より目的のアドレスのデータを読み込んでシステムプロセッサ部５４に送る。
システムプロセッサ部５４は、送られてきたデータをデータＲＡＭ部５６に一旦記憶し、
そのデータに付加されているヘッダ情報を基にデータの種別（ビデオ、オーディオ、副映
像、再生情報等）を判別し、判別した種類に応じたデコーダ部５８、６０、６２にデータ
を転送する。
【００４５】
　　各デコーダ部５８、６０、６２はそれぞれのデータフォーマットに従ってデータをデ
コードし、Ｄ／Ａ＆再生処理部６４に送る。Ｄ／Ａ＆再生処理部６４は、デコード結果の
デジタル信号をアナログ信号に変換し、ミキシング処理を施して、モニター部６、スピー
カー部８に出力する。
【００４６】
　　尚、データの種別の判別過程では、データが映像用データの再生位置等を示す再生情
報の場合には、この再生情報はデコーダへは転送されず、この再生データは、データＲＡ
Ｍ部５６に格納される。この再生情報は、システムＣＰＵ部５０によって必要に応じて参
照されて映像データを再生する際の監視に利用される。
【００４７】
　また、１つのセルの再生が終了すると、次に再生するセル情報がシーケンス情報中のセ
ル再生順序情報から取得し、同様にして再生が続けられる。
【００４８】
　更に、図１２を参照してＤ／Ａ＆再生処理部６４内のオーディオの音声制御に係る回路
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をより詳細に説明する。尚、図１２においてキー操作＆表示部４は、表示部４Ａ及びキー
操作部４Ｂに分離して図示されている。
【００４９】
　既に説明したように光ディスク１０から光学的検出された映像データ、即ち、ＲＦ信号
は、システムプロセッサ部５８により映像データと音声データに分離され、映像データは
ビデオデコーダ部５８でデコードされて映像再生信号として出力される。一方、音声デー
タは音声デコーダ部６０に入力され、音声信号にデコードされてマスターストリームに相
当する主音声信号とスレーブストリームに相当する副音声信号に分けられて個別に出力さ
れる。主音声信号は、音声調子制御部１２６でそのトーンが調整されて音声加算／切り換
え部１２７に入力される。更に、副音声信号は、副音声信号振幅調整部１２４により適度
な信号振幅に調整され、その後、Ｌ（左）とＲ（右）の音量バランスを整える為に副音声
信号Ｌ／Ｒバランス調整部１２５に入力される。マイク（図示せず）からは、マイクから
は、マイク音声信号が音声入力部１２０に入力され、この音声入力部１２０から外部音声
信号が残響効果制御部１２９に入力され、エコー処理が残響効果制御部１２９でなされる
。このエコー処理された外部音声信号は、音声調子制御部１２６から出力される主音声信
号及び副音声信号Ｌ／Ｒバランス調整部１２５から出力される副音声信号が入力されてい
る音声加算／切り換え部１２７に出力される。この音声加算／切り換え部１２７では、こ
れら主音声信号及び副音声信号並びに外部音声信号が加算され、必要に応じて切り替えら
れて最終的にステレオ音声信号として出力される。図１２に示す回路の各部は、システム
ＣＰＵ部５０によって制御され、このシステムＣＰＵ部５０を介して動作状態を表示する
表示部４Ａとユーザーからの指示を受け付ける為のキー入力部４Ｂに接続されている。
【００５０】
　図１２に示した回路の動作を図１３に示したフローチャートを参照して説明する。既に
説明したようにシステムＣＰＵ５０はシステムプロセッサ部５４を介してシーケンス用途
を含む演奏に必要な全ての情報を得るためにディスクの所定エリアに記録されたファイル
管理情報を読み取る。読み取った情報は再生装置の電源が遮断されるまでシステム用ＲＯ
Ｍ＆ＲＡＭ５２に保存される（ステップＳ１）。
【００５１】
　ディスクを再生するに当たり、まずシーケンス用途（ＳＣＡＴ）が解析され、カラオケ
モードか否かが判断される。カラオケモード以外であった場合には、そのモードに応じて
ディスク装置の動作が設定される（ステップＳ２、Ｓ３）。
【００５２】
　もし、カラオケモードであった場合には、ＬＥＤ等によりカラオケモードであることが
表示部４Ａに表示されると共に一曲目の演奏開始点がサーチされ、その位置でポーズ状態
となる（ステップＳ３、ステップＳ４）。ここで、図１４Ａ，１４Ｂ，１４Ｃに示すよう
な画面をキー入力部４Ｂの操作によってモニター６にマイクボリューム等の調整画面を表
示させることができる。即ち、図１４Ａに示すように調整画面を見ながらマイクボリュー
ムを調整すると、その調整コマンドがキー入力部４Ｂを介してマイク音声入力部１２０に
与えられ、入力されたマイク音声信号の増幅率が変化され、図１４Ｂに示すように調整画
面を見ながらエコーを調整すると、その調整コマンドがキー入力部４Ｂを介して残響効果
制御手段１２９に与えられ、入力されたマイク音声信号のエコーが変化される。また、図
１４Ｃに示すように音の高さに相当するキーコントロールを調整すると、その調整コマン
ドがキー入力部４Ｂを介して音声調子制御部１２６に与えられ、主音声信号のトーンが変
化される。更に、図１４Ｄ及び１４Ｅ　に示すように調整画面を見ながら副音声のレベル
及びその左右のバランスを調整すると、その調整コマンドがキー入力部４Ｂを介して副音
声信号振幅調整部１２４及び副音声信号Ｌ／Ｒバランス調整部１２５に与えられ、副音声
の再生音声レベル及びその左右のバランスが調整される。調整を誤った時の為に図１４Ｆ
に示すように上記調整を解除する為の画面及びその解除に従って、リセットコマンドをマ
イク音声入力部１２０、残響効果制御手段１２９、音声調子制御部１２６、副音声信号振
幅調整部１２４及び副音声信号Ｌ／Ｒバランス調整部１２５に与え、これらマイク音声入
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力部１２０、残響効果制御手段１２９、音声調子制御部１２６、副音声信号振幅調整部１
２４及び副音声信号Ｌ／Ｒバランス調整部１２５が調整前の標準状態に復帰される。この
ような調整があった場合には、この調整の後に、メニュー情報、特に全曲目のメニューが
あるか否かが確認され（ステップＳ５）、メニュー情報がある場合には、メニュー画面と
して全曲目のメニューを表示するか否かが確認される（ステップＳ６）。全曲目のメニュ
ーを表示する場合には（ステップＳ７）、そのメニューが表示され、その表示から演奏曲
名を選択することとなる（ステップＳ９）。ここで、全曲目のメニューは、既に述べたよ
うにメインメニュー及び複数枚のサブメニューから構成されても良いことはあきらかであ
る。ここで、演奏曲名が選択されない場合には、再びステップＳ５に戻されることとなる
。また、ステップＳ５でメニューがない場合及びステップＳ６でメニューの非表示を選択
した場合には、曲名のメニューが表示されずに曲目一覧表でコード指定して曲目を選定す
ることとなる（ステップＳ８、ステップＳ９）。既に述べたようにこの演奏曲目の選択は
、あるシーケンス中のプログラムの選定に該当し、このプログラムの指定でプログラム内
の先頭のセルがサーチされることとなる。このようにしてポーズ状態で対話形式のカラオ
ケの操作が可能となる。演奏曲目が選択されると、演奏開始キーが押されたかが確認され
（ステップＳ１０）、演奏開始キーが押されない場合には、再びステップＳ５に戻される
こととなる。演奏開始キーが押されると、指定された曲目がサーチされ、演奏が開始され
る（ステップＳ１１）。その後、演奏が終了すると、次の曲の開始位置でポーズモードに
維持されてステップＳ５に戻されることとなる（ステップＳ１３）。演奏の終了は、既に
説明したように選定したプログラムの終了であり、そのプログラム内のセルデータの再生
に相当している。演奏が終了した際には、キー操作部４Ｂにおいて調整操作を保留する保
留が押されていない限りにおいては、既にその演奏前にセットされた調整コマンドがリセ
ットされる。即ち、演奏の終了とともに、リセットコマンドがキー入力部４Ｂから発生さ
れ、リセットコマンドがマイク音声入力部１２０、残響効果制御手段１２９、音声調子制
御部１２６、副音声信号振幅調整部１２４及び副音声信号Ｌ／Ｒバランス調整部１２５に
与えられ、これらマイク音声入力部１２０、残響効果制御手段１２９、音声調子制御部１
２６、副音声信号振幅調整部１２４及び副音声信号Ｌ／Ｒバランス調整部１２５が調整前
の標準状態に復帰される。このリセットコマンドは、次のメニュー画面で次に歌う曲名が
選択された際に発生されるようにしても良く、或いは、選定したジャンルの曲の間では、
そのまま保留に維持され、ジャンルが代わった際にリセットコマンドが発生されても良い
。
【００５３】
　演奏が終了していない場合には、例えば、演奏途中で歌い直しを希望して歌い直しキー
が押された場合には（ステップＳ１４）、再びステップＳ１１に戻される。この歌い直し
モードでは、既に選定されたそのプログラムの先頭データセルが再生セルに指定されて次
々とデータセルが再生されることとなる。また、演奏途中で調子等が合わず、調子或いは
残響キーが押された場合には（ステップＳ１５）、押されたキーに応じた処理がなされる
と共にその表示画面が切り替えられて所定時間後にその元の演奏中の画面、即ちステップ
Ｓ１２に戻されることとなる。副音声レベル或いはバランスキーが押された場合（ステッ
プ１６）には、同様に押されたキーに応じた処理がなされると共にその表示画面が切り替
えられて所定時間後にその元の演奏中の画面、即ちステップＳ１２に戻されることとなる
。
【００５４】
　上述したメニュー画面では、タイトルに相当する演奏等の主音声のみならず副音声をも
選択することができる。例えば、マスターストリームに相当する主音声として純粋にオー
ケストラのみをしても良く、このマスターストリームに加えてスレーブストリームとして
副音声に該当する歌唱の手本となるボーカルが選択されても良い。このような選択によっ
て、カラオケのみの演奏或いはボーカル音声をミックスして音声ガイド付きで演奏するな
どの選択ができる。
【００５５】
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　さらに、ボーカル音声のＬ（左）に男性ボーカル、Ｒ（右）に女性ボーカルを割当てお
くと、例えば男性が一人でデュエット曲を歌う場合などボーカル音声のＲ（右）だけをオ
ーケストラとミックスして歌う事ができる。女性が一人でデュエットする場合は上記と逆
にＬ（左）の男性ボーカルだけをミックスすれば良い。このような設定は、マスタースト
リームに加えてスレーブストリームをメニュー画面から選択することによって実現するこ
とができる。
【００５６】
　この他に、カラオケモード時にはオーケストラの音声信号の調子（キー）の調整やマイ
クからの外部入力音声に残響効果（エコー）を付けたりする事が出来ると共に、これらの
キー操作に応じてマイク音量、残響レベル、調子、副音声のレベルやバランス等が画面上
にシンボル化されて表示される。また、カラオケの場合に特に必要とされる機能で、もう
一度最初から歌い直したいときの為に歌い直し機能が設けられており、これは歌い直しキ
ーが操作されると直ちに演奏中の曲の頭に戻り再生を行うというものである。
【００５７】
　図４から図１１に示した初期バージョンとは異なる初期バージョンを改良した新規なバ
ージョンに係る論理フォーマットついて、図１５から図５９を参照して説明する。また、
新規なバージョンに係る論理フォーマットでの図１に示す光ディスク装置の詳細な動作に
ついては、この初期バージョンを改良した新規なバージョンに係る論理フォーマットを説
明した後に説明する。
【００５８】
　図１５は、初期バージョンを改良した新規なバージョンに係る論理フォーマットの構造
を示している。即ち、図１に示される光ディスク１０のリードインエリア２７からリード
アウトエリア２６までのデータ記録領域２８は、図１５に示されるようなボリューム及び
ファイル構造を有している。この構造は、論理フォーマットとして特定の規格、例えば、
マイクロＵＤＦ（ｍｉｃｒｏＵＤＦ）及びＩＳＯ９６６０に準拠されて定められている。
データ記録領域２８は、既に説明したように物理的に複数のセクタに分割され、その物理
的セクタには、連続番号が付されている。下記の説明で論理アドレスは、マイクロＵＤＦ
（ｍｉｃｒｏＵＤＦ）及びＩＳＯ９６６０で定められるように論理セクタ番号（ＬＳＮ）
を意味し、論理セクタは、物理セクタのサイズと同様に２０４８バイトであり、論理セク
タの番号（ＬＳＮ）は、物理セクタ番号の昇順とともに連続番号が付加されている。
【００５９】
　図１５に示されるようにこのボリューム及びファイル構造は、階層構造を有し、ボリュ
ーム及びファイル構造領域２７０、ビデオマネージャー（ＶＭＧ）２７１、少なくとも１
以上のビデオタイトルセット（ＶＴＳ）２７２及び他の記録領域２７３を有している。こ
れら領域は、論理セクタの境界上で区分されている。ここで、従来のＣＤと同様に１論理
セクタは、２０４８バイトと定義されている。同様に、１論理ブロックも２０４８バイト
と定義され、従って、１論理セクタは、１論理ブロックと定義される。
【００６０】
　ファイル構造領域７０は、マイクロＵＤＦ及びＩＳＯ９６６０に定められる管理領域に
相当し、この領域の記述を介してビデオマネージャー２７１がシステムＲＯＭ／ＲＡＭ部
５２に格納される。ビデオマネージャー７１には、図１６を参照して説明するようにビデ
オタイトルセットを管理する情報が記述され、ファイル＃０から始まる複数のファイル２
７４から構成されている。また、各ビデオタイトルセット（ＶＴＳ）７２には、後に説明
するように圧縮されたビデオデータ、オーディオデータ及び副映像データ及びこれらの再
生情報が格納され、同様に複数のファイル２７４から構成されている。ここで、複数のビ
デオタイトルセット２７２は、最大９９個に制限され、また、各ビデオタイトルセット２
７２を構成するファイル２７４（Ｆｉｌｅ＃ｊからＦｉｌｅ＃ｊ＋９）の数は、最大１０
個に定められている。これらファイルも同様に論理セクタの境界で区分されている。
【００６１】
　他の記録領域２７３には、上述したビデオタイトルセット２７２を利用可能な情報が記
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録されている。この他の記録領域２７３は、必ずしも設けられなくとも良い。
【００６２】
　ここで、カラオケ用の光ディスク１０にあっては、動画とともにカラオケ、即ち、伴奏
とともに副映像として歌詞が表示されるビデオ、オーディオ及び副映像データがビデオタ
イトルセット２７２内に後に説明するように再生対象としてのビデオオブジェクトセット
２８２として格納されている。従って、カラオケ用にあっては、このビデオタイトルセッ
ト２７２は、例えば、年代別、歌手別、ジャンル別等のタイトルセット２７２が用意され
ても良い。カラオケの分類とフォーマットとの関係は、より詳細に後に説明する。
【００６３】
　図１６に示すようにビデオマネージャー２７１は、夫々が各ファイル２７４に相当する
３つの項目を含んでいる。即ち、ビデオマネージャー２７１は、ビデオマネージャー情報
（ＶＭＧＩ）２７５、ビデオマネージャーメニューの為のビデオオブジェクトセット（Ｖ
ＭＧＭ＿ＶＯＢＳ）７６及びビデオマネージャー情報のバックアップ（ＶＭＧＩ＿ＢＵＰ
）２７７から構成されている。ここで、ビデオマネージャー情報（ＶＭＧＩ）２７５及び
ビデオマネージャー情報のバックアップ７７（ＶＭＧＩ＿ＢＵＰ）２７７は、必須の項目
とされ、ビデオマネージャーメニューの為のビデオオブジェクトセット（ＶＭＧＭ＿ＶＯ
ＢＳ）２７６は、オプションとされている。このＶＭＧＭ用のビデオオブジェクトセット
（ＶＭＧＭ＿ＶＯＢＳ）２７６には、ビデオマネージャー２７１が管理する当該光ディス
ク中のボリュームに関するメニューのビデオデータ、オーディオデータ及び副映像データ
が格納されている。
【００６４】
　このＶＭＧＭ用のビデオオブジェクトセット（ＶＭＧＭ＿ＶＯＢＳ）２７６によって後
に説明されるビデオの再生のように当該光ディスクのボリューム名、ボリューム名表示に
伴う音声及び副映像の説明が表示されるとともに選択可能な項目が副映像で表示される。
例えば、ＶＭＧＭ用のビデオオブジェクトセット（ＶＭＧＭ＿ＶＯＢＳ）２７６によって
当該光ディスクがある年代のヒット曲集に係るカラオケデータである旨、即ち、１９６０
年代のポップスヒット曲集等のボリューム名とともに１９６０年代にヒット曲を出した歌
手の映像がビデオデータで再生されるとともにヒット曲のイントロが音声で再現され、副
映像でヒット曲名等が表示される。また、選択項目として１９６０年代にヒット曲を出し
た歌手名が表示され、いずれの歌手を選択するかが問い合わされる。
【００６５】
　ここで、図１７を参照してビデオオブジェクトセット（ＶＯＢＳ）２８２の構造につい
て説明する。図１７は、ビデオオブジェクトセット（ＶＯＢＳ）２８２の一例を示してい
る。このビデオオブジェクトセット（ＶＯＢＳ）２８２には、２つのメニュー用及びタイ
トル用として３つのタイプのビデオオブジェクトセット（ＶＯＢＳ）２７６、２９５、２
９６がある。即ち、ビデオオブジェクトセット（ＶＯＢＳ）２８２は、後に説明するよう
にビデオタイトルセット（ＶＴＳ）２７２中にビデオタイトルセットのメニュー用ビデオ
オブジェクトセット（ＶＴＳＭ＿ＶＯＢＳ）２９５及び少なくとも１つ以上のビデオタイ
トルセットのタイトルの為のビデオオブジェクトセット（ＶＴＳＴＴ＿ＶＯＢＳ）２９６
があり、いずれのビデオオブジェクトセット８２もその用途が異なるのみで同様の構造を
有している。
【００６６】
　図６に示すようにビデオオブジェクトセット（ＶＯＢＳ）２８２は、１個以上のビデオ
オブジェクト（ＶＯＢ）２８３の集合として定義され、ビデオオブジェクトセット（ＶＯ
ＢＳ）２８２中のビデオオブジェクト２８３は、同一の用途の供される。通常、メニュー
用のビデオオブジェクトセット（ＶＯＢＳ）２８２は、１つのビデオオブジェクト（ＶＯ
Ｂ）２８３で構成され、複数のメニュー用の画面を表示するデータが格納される。これに
対してタイトルセット用のビデオオブジェクトセット（ＶＴＳＴＴ＿ＶＯＢＳ）２８２は
、通常、複数のビデオオブジェクト（ＶＯＢ）２８３で構成される。
【００６７】
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　ここで、ビデオオブジェクト（ＶＯＢ）２８３は、１９６０年代のヒット曲集のカラオ
ケデータを例にすれば、ある歌手のヒット曲集のビデオデータに相当する。また、ビデオ
タイトルセット２７２のメニュー用ビデオオブジェクトセット（ＶＴＳＭ＿ＶＯＢＳ）２
９５には、その歌手の曲名のメニューデータが格納され、そのメニューの表示に従って、
特定の曲名を指定することができる。
【００６８】
　ビデオオブジェクト（ＶＯＢ）２８３には、識別番号（ＩＤＮ＃ｊ）が付され、この識
別番号によってそのビデオオブジェクト（ＶＯＢ）２８３を特定することができる。ビデ
オオブジェクト（ＶＯＢ）２８３は、１又は複数のセル２８４から構成される。通常のビ
デオストリームは、複数のセルから構成されることとなるが、メニュー用のビデオストリ
ーム、即ち、ビデオオブジェクト（ＶＯＢ）２８３は、１つのセル２８４から構成される
場合もある。同様にセルには、識別番号（Ｃ＿ＩＤＮ＃ｊ）が付され、このセル識別番号
（Ｃ＿ＩＤＮ＃ｊ）によってセル２８４が特定される。
【００６９】
　図１７に示すように各セル２８４は、１又は複数のビデオオブジェクトユニット（ＶＯ
ＢＵ）２８５、通常は、複数のビデオオブジェクトユニット（ＶＯＢＵ）２８５から構成
される。ここで、ビデオオブジェクトユニット（ＶＯＢＵ）２８５は、１つのナビゲーシ
ョンパック（ＮＶパック）２８６を先頭に有するパック列として定義される。即ち、ビデ
オオブジェクトユニット（ＶＯＢＵ）２８５は、あるナビゲーションパック２８６から次
のナビゲーションパックの直前まで記録される全パックの集まりとして定義される。この
ビデオオブジェクトユニット（ＶＯＢＵ）の再生時間は、ビデオオブジェクトユニット（
ＶＯＢＵ）中に含まれる単数又は複数個のＧＯＰから構成されるビデオデータの再生時間
に相当し、その再生時間は、０．４秒以上であって１秒より大きくならないように定めら
れる。ＭＰＥＧでは、１ＧＯＰは、通常０．５秒であってその間に１５枚程度の画像が再
生する為の圧縮された画面データであると定められている。
【００７０】
　図１７に示すようにビデオオブジェクトユニットがカラオケ用ビデオデータを含む場合
には、ＭＰＥＧ規格に定められたビデオパック（Ｖパック）２８８、副映像パック（ＳＰ
パック）２９０及びオーディオパック（Ａパック）２９１から構成されるＧＯＰが配列さ
れてビデオデータストリームが構成されるが、このＧＯＰの数とは、無関係にＧＯＰの再
生時間を基準にしてビデオオブジェクトユニット（ＶＯＢＵ）２８３が定められ、その先
頭には、常にナビゲーションパック（ＮＶパック）２８６が配列される。また、オーディ
オ及び／又は副映像データのみの再生データにあってもこのビデオオブジェクトユニット
を１単位として再生データが構成される。即ち、オーディオパックのみでビデオオブジェ
クトユニットが構成されても、ビデオデータのビデオオブジェクトと同様にそのオーディ
オデータが属するビデオオブジェクトユニットの再生時間内に再生されるべきオーディオ
パックがそのビデオオブジェクトユニットに格納される。
【００７１】
　再び図１６を参照してビデオマネージャー２７１について説明する。ビデオマネージャ
ー２７１の先頭に配置されるビデオ管理情報２７５は、そのビデオマネージャー自体の情
報、タイトルをサーチする為の情報、ビデオマネージャーメニューの再生の為の情報、及
びビデオタイトルの属性情報の等のビデオタイトルセット（ＶＴＳ）２７２を管理する情
報が記述され、図１６に示す順序で４つのテーブル２７８、２７９、２８０、２８１が記
録されている。この各テーブル２７８、２７９、２８０は、論理セクタの境界に一致され
ている。第１のテーブルであるビデオ管理情報管理テーブル（ＶＭＧＩ＿ＭＡＴ）２７８
は、必須のテーブルであってビデオマネージャー２７１のサイズ、このビデオマネージャ
ー２７１中の各情報のスタートアドレス、ビデオマネージャーメニュー用のビデオオブジ
ェクトセット（ＶＭＧＭ＿ＶＯＢＳ）２７６のスタートアドレス及びその属性情報等が記
述されている。この属性情報には、ビデオの属性情報、オーディオの属性情報及び副映像
の属性情報があり、これらの属性情報よってデコーダ５８、６０、６２及び再生処理部６

10

20

30

40

50

(24) JP 3906283 B2 2007.4.18



４のビデオ再生処理部２０１、オーディオ再生処理部２０２、オーディオミキシング部２
０３並びに副映像再生処理部２０７のモードが変更され、ビデオオブジェクトセット（Ｖ
ＭＧＭ＿ＶＯＢＳ）２７６が適切なモードで再生される。
【００７２】
　また、ビデオマネージャー２７１の第２のテーブルであるタイトルサーチポインターテ
ーブル（ＴＴ＿ＳＲＰＴ）２７９には、装置のキー及び表示部４からのタイトル番号の入
力に応じて選定可能な当該光ディスク１０中のボリュームに含まれるビデオタイトルセッ
トのスタートアドレスが記載されている。
【００７３】
　ビデオマネージャー２７１の第３のテーブルであるビデオマネージャーメニューＰＧＣ
Ｉユニットテーブル（ＶＭＧＭ＿ＰＧＣＩ＿ＵＴ）２４８は、ビデオマネージャーメニュ
ー用のビデオオブジェクト（ＶＭＧＭ＿ＶＯＢ）２７６がある場合には、必須項目とされ
ている。ビデオマネージャーメニュー用のビデオオブジェクト（ＶＭＧＭ＿ＶＯＢ）２７
６内には、種々の言語に対応したプログラムチェーンが設けられ、この各言語に対応した
メニュー用のプログラムチェーンに関する情報が記述されている。
【００７４】
　ビデオマネージャー２７１の第４のテーブルであるビデオタイトルセット属性テーブル
（ＶＴＳ＿ＡＴＲＴ）２８０には、当該光ディスクのボリューム中のビデオタイトルセッ
ト（ＶＴＳ）２７２に定められた属性情報が記載される。即ち、属性情報としてビデオタ
イトルセット（ＶＴＳ）２７２の数、ビデオタイトルセット（ＶＴＳ）２７２の番号、ビ
デオの属性、例えば、ビデオデータの圧縮方式等、オーディオストリームの属性、例えば
、オーディオの符号化モード等、副映像の属性、例えば、副映像の表示タイプ等がこのテ
ーブルに記載されている。
【００７５】
　ボリューム管理情報管理テーブル（ＶＭＧＩ＿ＭＡＴ）２７８、ビデオマネージャーメ
ニューＰＧＣＩユニットテーブル（ＶＭＧＭ＿ＰＧＣＩ＿ＵＴ）２８０、タイトルサーチ
ポインターテーブル（ＴＴ＿ＳＲＰＴ）２７９及びビデオタイトルセット属性テーブル（
ＶＴＳ＿ＡＴＲＴ）２８０に記載の記述内容の詳細について、図１８から図３２を参照し
て次に説明する。
【００７６】
　図１８に示すようにボリューム管理情報管理テーブル（ＶＭＧＩ＿ＭＡＴ）２７８には
、ビデオマネージャー２７１の識別子（ＶＭＧ＿ＩＤ）、論理ブロック（既に説明したよ
うに１論理ブロックは、２０４８バイト）の数でビデオ管理情報のサイズ（ＶＭＧＩ＿Ｓ
Ｚ）、当該光ディスク、通称、デジタルバーサタイルディスク（デジタル多用途ディスク
：以下、単にＤＶＤと称する。）の規格に関するバージョン番号（ＶＥＲＮ）及びビデオ
マネージャー２７１のカテゴリー（ＶＭＧ＿ＣＡＴ）が記載されている。
【００７７】
　ここで、ビデオマネージャー２７１のカテゴリー（ＶＭＧ＿ＣＡＴ）には、このＤＶＤ
ビデオデイレクトリーがコピーを禁止であるか否かのフラグ等が記載される。また、この
テーブル（ＶＭＧＩ＿ＭＡＴ）２７８には、ボリュームセットの識別子（ＶＬＭＳ＿ＩＤ
）、ビデオタイトルセットの数（ＶＴＳ＿Ｎｓ）、このディスクに記録されるデータの供
給者の識別子（ＰＶＲ＿ＩＤ）、ビデオマネージャーメニューの為のビデオオブジェクト
セット（ＶＭＧＭ＿ＶＯＢＳ）２７６のスタートアドレス（ＶＭＧＭ＿ＶＯＢＳ＿ＳＡ）
、ボリュームマネージャー情報の管理テーブル（ＶＭＧＩ＿ＭＡＴ）２７８の終了アドレ
ス（ＶＭＧＩ＿ＭＡＴ＿ＥＡ）、タイトルサーチポインターテーブル（ＴＴ＿ＳＲＰＴ）
２７９のスタートアドレス（ＴＴ＿ＳＲＰＴ＿ＳＡ）が記載されている。ＶＭＧメニュー
のビデオオブジェクトセット（ＶＭＧＭ＿ＶＯＢＳ）２９５がない場合には、その開始ア
ドレス（ＶＭＧＭ＿ＶＯＢＳ＿ＳＡ）には、”００００００００ｈ”が記載される。ＶＭ
ＧＩ＿ＭＡＴ７８の終了アドレス（ＶＭＧＩ＿ＭＡＴ＿ＥＡ）は、ＶＭＧＩ＿ＭＡＴ２７
８の先頭からの相対的なバイト数で記述され、ＴＴ＿ＳＲＰＴ２７９のスタートアドレス
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（ＴＴ＿ＳＲＰＴ＿ＳＡ）は、ＶＭＧＩ２７５の先頭の論理ブロックからの相対的な論理
ブロック数で記載されている。
【００７８】
　更に、このテーブル２７８には、ビデオマネージャーメニューＰＧＣＩユニットテーブ
ル（ＶＭＧＭ＿ＰＧＣＩ＿ＵＴ）２４８のスタートアドレス（ＶＭＧＭ＿ＰＧＣＩ＿ＵＴ
＿ＳＡ）及びビデオタイトルセット（ＶＴＳ）２７２の属性テーブル（ＶＴＳ＿ＡＴＲＴ
）２８０のスタートアドレス（ＶＴＳ＿ＡＴＲＴ＿ＳＡ）がＶＭＧＩマネージャーテーブ
ル（ＶＭＧＩ＿ＭＡＴ）７１の先頭バイトからの相対的なバイト数で記載され、ビデオマ
ネージャーメニュー（ＶＭＧＭ）ビデオオブジェクトセット２７６のビデオ属性（ＶＭＧ
Ｍ＿Ｖ＿ＡＴＲ）が記載されている。更にまた、このテーブル２７８には、ビデオマネー
ジャーメニュー（ＶＭＧＭ）のオーディオストリームの数（ＶＭＧＭ＿ＡＳＴ＿Ｎｓ）、
ビデオマネージャーメニュー（ＶＭＧＭ）のオーディオストリームの属性（ＶＭＧＭ＿Ａ
ＳＴ＿ＡＴＲ）、ビデオマネージャーメニュー（ＶＭＧＭ）の副映像ストリームの数（Ｖ
ＭＧＭ＿ＳＰＳＴ＿Ｎｓ）及びビデオマネージャーメニュー（ＶＭＧＭ）の副映像ストリ
ームの属性（ＶＭＧＭ＿ＳＰＳＴ＿ＡＴＲ）が記載されている。ビデオマネージャーメニ
ュー（ＶＭＧＭ）がない場合には、ビデオマネージャーメニューＰＧＣＩユニットテーブ
ル（ＶＭＧＭ＿ＰＧＣＩ＿ＵＴ）には、”００００００００ｈ”が記載される。
【００７９】
　再び、図１６に示す構造について説明する。図１６に示すタイトルサーチポインターテ
ーブル（ＴＴ＿ＳＲＰＴ）２７９には、図１９に示すように始めにタイトルサーチポイン
ターテーブルの情報（ＴＳＰＴＩ）が記載され、次に入力番号１からｎ（ｎ≦９９）に対
するタイトルサーチポインター（ＴＴ＿ＳＲＰ）が必要な数だけ連続的に記載されている
。この光ディスクのボリューム中に１タイトルの再生データ、例えば、１タイトルのビデ
オデータしか格納されていない場合には、１つのタイトルサーチポインター（ＴＴ＿ＳＲ
Ｐ）２９３しかこのテーブル（ＴＴ＿ＳＲＰＴ）２７９に記載されない。
【００８０】
　タイトルサーチポインターテーブル情報（ＴＳＰＴＩ）２９２には、図２０に示される
ようにエントリープログラムチェーンの数（ＥＮ＿ＰＧＣ＿Ｎｓ）及びタイトルサーチポ
インター（ＴＴ＿ＳＲＰ）２９３の終了アドレス（ＴＴ＿ＳＲＰＴ＿ＥＡ）が記載されて
いる。このアドレス（ＴＴ＿ＳＲＰＴ＿ＥＡ）は、このタイトルサーチポインターテーブ
ル（ＴＴ＿ＳＲＰＴ）２７９の先頭バイトからの相対的なバイト数で記載される。また、
図２２に示すように各タイトルサーチポインター（ＴＴ＿ＳＲＰ）には、ビデオタイトル
セット番号（ＶＴＳＮ）、プログラムチェーン番号（ＰＧＣＮ）及びビデオタイトルセッ
ト２７２のスタートアドレス（ＶＴＳ＿ＳＡ）が記載されている。
【００８１】
　このタイトルサーチポインター（ＴＴ＿ＳＲＰ）２９３の内容によって再生されるビデ
オタイトルセット（ＶＴＳ）２７２、また、プログラムチェーン（ＰＧＣ）が特定される
とともにそのビデオタイトルセット２７２の格納位置が特定される。ビデオタイトルセッ
ト２７２のスタートアドレス（ＶＴＳ＿ＳＡ）は、ビデオタイトルセット番号（ＶＴＳＮ
）で指定されるタイトルセットを論理ブロック数で記載される。
【００８２】
　ここで、プログラムチェーン２８７とは、図２２に示すようにあるタイトルのストーリ
ーを再現するプログラム２８９の集合と定義される。メニュー用のプログラムチェーンに
あっては、静止画或いは動画のプログラムが次々に再現されて１タイトルのメニューが完
結されることとなる。また、タイトルセット用のプログラムチェーンにあっては、プログ
ラムチェーンが複数プログラムから成るあるストーリーのある章が該当し、プログラムチ
ェーンが連続して再現されることによってある１タイトルの映画が完結される。図２２に
示されるように各プログラム２８９は、再生順序に配列された既に説明したセル２８４の
集合として定義される。ここで、カラオケ用においては、タイトルセット２７２が１９６
０年代のヒット曲集であれば、プログラムチェーン２８７は、ビデオオブジェクト２８３
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と同様に６０年代のある歌手の曲目、即ち、プログラム２８９の集まりとなる。従って、
タイトルセット２７２を指定して６０年代のヒット曲集を指定でき、プログラムチェーン
２８７を指定することによって６０年代のある歌手のカラオケ集を指定でき、プログラム
２８９を指定することによって具体的な曲名を指定できることとなる。
【００８３】
　図１６に示すビデオマネージャーメニューＰＧＣＩユニットテーブル（ＶＭＧＭ＿ＰＧ
ＣＩ＿ＵＴ）２８０には、図２３に示すように始めにビデオマネージャーメニューＰＧＣ
Ｉユニットテーブル情報（　ＶＭＧＭ＿ＰＧＣＩ＿ＵＴＩ）２５０が記載され、次に、言
語数ｎに対応してビデオマネージャーメニュー言語ユニットサーチポインター（ＶＭＧＭ
＿ＬＵ＿ＳＲＰ）２５１が必要な数ｎだけ連続的に記載され、続いてサーチポインターで
検索されるビデオマネージャーメニュー言語ユニット（ＶＭＧＭ＿ＬＵ）２５２が記載さ
れている。ここで、ビデオマネージャーメニュー言語ユニット（ＶＭＧＭ＿ＬＵ）で定め
られるメニューは、ただ１つのＰＧＣを備えねばならないとされている。
【００８４】
　ビデオマネージャーメニューＰＧＣＩユニットテーブル情報（ＶＭＧＭ＿ＰＧＣＩ＿Ｕ
ＴＩ）２８０には、図２４に示されるようにＶＭＧＭ言語ユニット（ＶＭＧＭ＿ＬＵ）の
数（ＶＭＧＭ＿ＬＵ＿Ｎｓ）及びＶＭＧＭ＿ＰＧＣＩユニットテーブル（ＶＭＧＭ＿ＰＧ
ＣＩ＿ＵＴ）２８０の終了アドレス（ＶＭＧＭ＿ＰＧＣＩ＿ＵＴ＿ＥＡ）が記載されてい
る。言語毎に用意されているｎ個のビデオマネージャーメニュー言語ユニットサーチポイ
ンター（ＶＭＧＭ＿ＬＵ＿ＳＲＰ）２５１の夫々には、図２５に示すようにビデオマネー
ジャーメニューの言語コード（ＶＭＧＭ＿ＬＣＤ）及びビデオマネージャーメニュー（Ｖ
ＭＧＭ）言語ユニット（ＶＭＧＭ＿ＬＵ）２５２の開始アドレス（ＶＭＧＭ＿ＬＵ＿ＳＡ
）が記述されている。　ＶＭＧＭ＿ＰＧＣＩ＿ＵＴ２８０の終了アドレス（ＶＭＧＭ＿Ｐ
ＧＣＩ＿ＵＴ＿ＥＡ）及びＶＭＧＭ＿ＬＵ２５２の開始アドレス（ＶＭＧＭ＿ＬＵ＿ＳＡ
）は、このＶＭＧＭ＿ＰＧＣＩユニットテーブル（ＶＭＧＭ＿ＰＧＣＩ＿ＵＴ）２８０の
先頭バイトからの論理ブロック番号で記述されている。
【００８５】
　言語毎に用意されているｎ個のＶＭＧＭ言語ユニット（ＶＭＧＭ＿ＬＵ）２５２の夫々
には、図２６に示すようにビデオマネージャーメニュー言語ユニット情報（ＶＭＧＭ＿Ｌ
ＵＩ）２５３、メニュー用のプログラムチェーンの数だけＶＭＧＭ＿ＰＧＣＩサーチポイ
ンター（ＶＭＧＭ＿ＰＧＣＩ＿ＳＲＰ）が設けられ、このサーチポインターでサーチされ
るＶＭＧＭ＿ＰＧＣ情報（ＶＭＧＭ＿ＰＧＣＩ）２５５が同様にメニュー用のプログラム
チェーンの数だけ設けられている。
【００８６】
　各言語ユニット情報（ＶＭＧＭ＿ＬＵＩ）２５３には、図２７に示されるようにＶＭＧ
Ｍ＿ＰＧＣＩの数（　ＶＭＧＭ＿ＰＧＣＩ＿Ｎｓ）及び言語ユニット情報（ＶＭＧＭ＿Ｌ
ＵＩ）の終了アドレス（ＶＭＧＭ＿ＬＵＩ＿ＥＡ）が記述されている。また、各ＶＭＧＭ
＿ＰＧＣＩサーチポインター（ＶＭＧＭ＿ＰＧＣＩ＿ＳＲＰ）には、　図２８に示すよう
にＶＭＧＭ＿ＰＧＣカテゴリー（ＶＭＧＭ＿ＰＧＣ＿ＣＡＴ）及びＶＭＧＭ＿ＰＧＣＩの
スタートアドレス（ＶＭＧＭ＿ＰＧＣＩ＿ＳＡ）が記述されている。　ＶＭＧＭ＿ＬＵＩ
の終了アドレス（ＶＭＧＭ＿ＬＵＩ＿ＥＡ）及びＶＭＧＭ＿ＰＧＣＩのスタートアドレス
（ＶＭＧＭ＿ＰＧＣＩ＿ＳＡ）は、ＶＭＧＭ＿ＬＵの先頭バイトからの相対的論理ブロッ
ク番号で記述されている。　ＶＭＧＭ＿ＰＧＣカテゴリー（ＶＭＧＭ＿ＰＧＣ＿ＣＡＴ）
としては、このプログラムチェーンがエントリープログラムチェーンであるか、また、タ
イトルメニューであるか等が記述される。
【００８７】
　図１６に示すビデオタイトルセット（ＶＴＳ）２７２の属性情報を記述したビデオタイ
トルセット属性テーブル（ＶＴＳ＿ＡＲＴ）２８０は、図２９に示すようにビデオタイト
ルセット属性テーブル情報（ＶＴＳ＿ＡＴＲＴＩ）２６６、ｎ個のビデオタイトルセット
属性サーチポインター（ＶＴＳ＿ＡＴＲ＿ＳＲＰ）２６７及びｎ個のビデオタイトルセッ
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ト属性（ＶＴＳ＿ＡＲＴＲ）２６８から構成され、その順序で記述されている。ビデオタ
イトルセット属性テーブル情報（ＶＴＳ＿ＡＴＲＴＩ）２６６には、このテーブル２８０
の情報が記述され、ビデオタイトルセット属性サーチポインター（ＶＴＳ＿ＡＴＲ＿ＳＲ
Ｐ）２６７には、＃１から＃ｎまでのタイトルセットに対応した順序で記述され、同様に
＃１から＃ｎまでのタイトルセットに対応した順序で記述されたビデオタイトルセット属
性（ＶＴＳ＿ＡＴＲ）２６８を検索するポインターに関する記述がされている。また、ビ
デオタイトルセット属性（ＶＴＳ＿ＡＴＲ）２６８の夫々には、対応するタイトルセット
（ＶＴＳ）の属性が記述されている。
【００８８】
　より詳細には、ビデオタイトルセット属性テーブル情報（ＶＴＳ＿ＡＴＲＴＩ）２６６
には、図３０に示すようにビデオタイトルの数がパラメータ（ＶＴＳ＿Ｎｓ）として記載
され、また、ビデオタイトルセット属性テーブル（ＶＴＳ＿ＡＲＴ）８０の終了アドレス
がパラメータ（ＶＴＳ＿ＡＴＲＴ＿ＥＡ）として記載されている。また、図３１に示すよ
うに各ビデオタイトルセット属性サーチポインター（ＶＴＳ＿ＡＴＲ＿ＳＲＰ）２６７に
は、対応するビデオタイトルセット属性（ＶＴＳ＿ＡＴＲ）６８の開始アドレスがパラメ
ータ（ＶＴＳ＿ＡＴＲ＿ＳＡ）として記述されている。更に、ビデオタイトルセット属性
（ＶＴＳ＿ＡＴＲ）２６８には、図３２に示すようにこのビデオタイトルセット属性（Ｖ
ＴＳ＿ＡＴＲ）２６８の終了アドレスがパラメータ（ＶＴＳ＿ＡＴＲ＿ＥＡ）として記述
され、対応するビデオタイトルセットのカテゴリーがパラメータ（ＶＴＳ＿ＣＡＴ）とし
て記述されている。更にまた、ビデオタイトルセット属性（ＶＴＳ＿ＡＴＲ）２６８には
、対応するビデオタイトルセットの属性情報がパラメータ（ＶＴＳ＿ＡＴＲＩ）として記
述されている。このビデオタイトルセットの属性情報は、後に図３１及び図３２を参照し
て説明するビデオタイトルセット情報管理テーブル（ＶＴＳ＿ＭＡＴ）に記述されるビデ
オタイトルセットの属性情報と同一内容が記述されるため、その説明は、省略する。
【００８９】
　次に、図１５に示されたビデオタイトルセット（ＶＴＳ）２７２の論理フォーマットの
構造について図３１を参照して説明する。各ビデオタイトルセット（ＶＴＳ）２７２には
、図３３に示すようにその記載順に４つの項目２９４、２９５、２９６、２９７が記載さ
れている。また、各ビデオタイトルセット（ＶＴＳ）２７２は、共通の属性を有する１又
はそれ以上のビデオタイトルから構成され、このビデオタイトル２７２についての管理情
報、例えば、ビデオオブジェクトセット２９６を再生する為の情報、タイトルセットメニ
ュー（ＶＴＳＭ）を再生する為の情報及びビデオオブジェクトセット２７２の属性情報が
ビデオタイトルセット情報（ＶＴＳＩ）に記載されている。
【００９０】
　このビデオタイトルセット情報（ＶＴＳＩ）２９４のバックアップ２９７がビデオタイ
トルセット（ＶＴＳ）２７２に設けられている。ビデオタイトルセット情報（ＶＴＳＩ）
２９４とこの情報のバックアップ（ＶＴＳＩ＿ＢＵＰ）２９７との間には、ビデオタイト
ルセットメニュー用のビデオオブジェクトセット（ＶＴＳＭ＿ＶＯＢＳ）２９５及びビデ
オタイトルセットタイトル用のビデオオブジェクトセット（ＶＴＳＴＴ＿ＶＯＢＳ）２９
６が配置されている。いずれのビデオオブジェクトセット（ＶＴＳＭ＿ＶＯＢＳ及びＶＴ
ＳＴＴ＿ＶＯＢＳ）２９５、２９６は、既に説明したように図１７に示す構造を有してい
る。
【００９１】
　ビデオタイトルセット情報（ＶＴＳＩ）２９４、この情報のバックアップ（ＶＴＳＩ＿
ＢＵＰ）２９７及びビデオタイトルセットタイトル用のビデオオブジェクトセット（ＶＴ
ＳＴＴ＿ＶＯＢＳ）２９６は、ビデオタイトルセット２７２にとって必須の項目とされ、
ビデオタイトルセットメニュー用のビデオオブジェクトセット（ＶＴＳＭ＿ＶＯＢＳ）２
９５は、必要に応じて設けられるオプションとされている。
【００９２】
　ビデオタイトルセット情報（ＶＴＳＩ）２９４は、図３３に示すように７つのテーブル
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２９８、２９９、３００、３０１、３１１、３１２、３１３から構成され、この７つのテ
ーブル２９８、２９９、３００、３０１、３１１、３１２、３１３は、論理セクタ間の境
界に一致されている。第１のテーブルであるビデオタイトルセット情報管理テーブル（Ｖ
ＴＳＩ＿ＭＡＴ）２９８は、必須のテーブルであってビデオタイトルセット（ＶＴＳ）２
７２のサイズ、ビデオタイトルセット（ＶＴＳ）２７２中の各情報の開始アドレス及びビ
デオタイトルセット（ＶＴＳ）２７２中のビデオオブジェクトセット（ＶＯＢＳ）２８２
の属性が記述されている。
【００９３】
　第２のテーブルであるビデオタイトルセットパートオブタイトルサーチポインターテー
ブル（ＶＴＳ＿ＰＴＴ＿ＳＲＰＴ）２９９は、必須のテーブルであってユーザーが装置の
キー操作／表示部４から入力した番号に応じて選定可能なビデオタイトルの部分、即ち、
選定可能な当該ビデオタイトルセット２７２中に含まれるプログラムチェーン（ＰＧＣ）
及び又はプログラム（ＰＧ）が記載されている。ユーザーは、光ディスク１０の配布とと
もにパンフレットに記載した入力番号中から任意の番号をキー操作／表示部４で指定する
と、その入力番号に応じたストーリー中の部分からビデオを鑑賞することができる。この
選択可能なタイトルのパートは、タイトル提供者が任意に定めることができる。
【００９４】
　第３のテーブルであるビデオタイトルセットプログラムチェーン情報テーブル（ＶＴＳ
＿ＰＧＣＩＴ）３００は、必須のテーブルであってＶＴＳのプログラムチェーンに関する
情報、即ち、ＶＴＳプログラムチェーン情報（ＶＴＳ＿ＰＧＣＩ）を記述している。
【００９５】
　第４のテーブルであるビデオタイトルセットメニューＰＧＣＩユニットテーブル（ＶＴ
ＳＭ＿ＰＧＣＩ＿ＵＴ）３１１は、ビデオタイトルセットメニュー用のビデオオブジェク
トセット（ＶＴＳＭ＿ＶＯＢＳ）９５が設けられる場合には、必須項目とされ、各言語毎
に設けられたビデオタイトルセットメニュー（ＶＴＳＭ）を再現するためのプログラムチ
ェーンについての情報が記述されている。このビデオタイトルセットメニューＰＧＣＩユ
ニットテーブル（ＶＴＳＭ＿ＰＧＣＩ＿ＵＴ）３１１を参照することによってビデオオブ
ジェクトセット（ＶＴＳＭ＿ＶＯＢＳ）２９５中の指定した言語のプログラムチェーンを
獲得してメニューとして再現することができる。
【００９６】
　第５のテーブルであるビデオタイトルセットタイムサーチマップテーブル（ＶＴＳ＿Ｍ
ＡＰＴ）３０１は、必要に応じて設けられるオプションのテーブルであって再生表示の一
定時間に対するこのマップテーブル（ＶＴＳ＿ＭＡＰＴ）３０１が属するタイトルセット
２７２の各プログラムチェーン（ＰＧＣ）内のビデオデータの記録位置に関する情報が記
述されている。
【００９７】
　第６のテーブルであるビデオタイトルセットセルアドレステーブル（ＶＴＳ＿Ｃ＿ＡＤ
Ｔ）３１２は、必須項目とされ、図６を参照して説明したように全てのビデオオブジェク
ト２８３を構成する各セル２８４のアドレス或いは、セルを構成するセルピースのアドレ
スがビデオオブジェクトの識別番号の順序で記載されている。ここで、セルピースとは、
セルを構成するピースであって、このセルピースを基準にインタリーブ処理されてセルが
ビデオオブジェクト２８３中に配列される。
【００９８】
　第７のテーブルであるビデオタイトルセットビデオオブジェクトユニットアドレスマッ
プ（ＶＴＳ＿ＶＯＢＵ＿ＡＤＭＡＰ）３１３は、必須項目とされ、ビデオタイトルセット
中のビデオオブジェクトユニット８５のスタートアドレスが全てその配列順序で記載され
ている。
【００９９】
　次に、図３３に示したビデオタイトル情報マネージャーテーブル（ＶＴＳＩ＿ＭＡＴ）
２９８、ビデオタイトルセットプログラムチェーン情報テーブル（ＶＴＳ＿ＰＧＣＩＴ）
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３００及びビデオタイトルセットメニューＰＧＣＩユニットテーブル（ＶＴＳＭＰＧＣＩ
＿ＵＴ）について図３４から図５０を参照して説明する。
【０１００】
　図３４は、ビデオタイトル情報マネージャーテーブル（ＶＴＳＩ＿ＭＡＴ）２９８の記
述内容を示している。このテーブル（ＶＴＳＩ＿ＭＡＴ）２９８には、記載順にビデオタ
イトルセット識別子（ＶＴＳ＿ＩＤ）、ビデオタイトルセット２７２のサイズ（ＶＴＳ＿
ＳＺ）、このＤＶＤビデオ規格のバージョン番号（ＶＥＲＮ）、ビデオタイトルセット２
７２のカテゴリー（ＶＴＳ＿ＣＡＴ）が記載されるとともにこのビデオタイトル情報マネ
ージャーテーブル（ＶＴＳＩ＿ＭＡＴ）２２９８の終了アドレス（ＶＴＳＩ＿ＭＡＴ＿Ｅ
Ａ）が記載されている。ここで、ビデオタイトルセット２７２のカテゴリー（ＶＴＳ＿Ｃ
ＡＴ）には、ビデオタイトルセット２７２の応用分野が記載され、応用分野がカラオケで
ある場合には、その旨が記載される。
【０１０１】
　また、このテーブル（ＶＴＳＩ＿ＭＡＴ）９８には、ＶＴＳメニュー（ＶＴＳＭ）のビ
デオオブジェクトセット（ＶＴＳＭ＿ＶＯＢＳ）２９５の開始アドレス（ＶＴＳＭ＿ＶＯ
ＢＳ＿ＳＡ）及びビデオタイトルセット（ＶＴＳ）におけるタイトルの為のビデオオブジ
ェクトのスタートアドレス（ＶＴＳＴＴ＿ＶＯＢ＿ＳＡ）の開始アドレスが記述されてい
る。ＶＴＳメニュー（ＶＴＳＭ）のビデオオブジェクトセット（ＶＴＳＭ＿ＶＯＢＳ）２
９５がない場合には、その開始アドレス（ＶＴＳＭ＿ＶＯＢＳ＿ＳＡ）には、”００００
００００ｈ”が記載される。ＶＴＳＩ＿ＭＡＴの終了アドレス（ＶＴＳＩ＿ＭＡＴ＿ＥＡ
）は、ビデオタイトルセット情報管理テーブル（ＶＴＩ＿ＭＡＴ）２９４の先頭バイトか
らの相対バイト数で記載され、ＶＴＳＭ＿ＶＯＢＳの開始アドレス（ＶＴＳＭ＿ＶＯＢＳ
＿ＳＡ）及びＶＴＳＴＴ＿ＶＯＢの開始アドレス（ＶＴＳＴＴ＿ＶＯＢ＿ＳＡ）は、この
ビデオタイトルセット（ＶＴＳ）２７２の先頭論理ブロックからの相対論理ブロック数（
ＲＬＢＮ）で記述される。
【０１０２】
　更に、このテーブル（ＶＴＳＩ＿ＭＡＴ）２９８には、ビデオタイトルセットパートオ
ブタイトルサーチポインターテーブル（ＶＴＳ＿ＰＴＴ＿ＳＲＰＴ）２９９のスタートア
ドレス（ＶＴＳ＿ＰＴＴ＿ＳＲＰＴ＿ＳＡ）がビデオタイトルセット情報（ＶＴＳＩ）２
９４の先頭論理ブロックからの相対ブロック数で記載されている。また、このテーブル（
ＶＴＳＩ＿ＭＡＴ）２９８には、ビデオタイトルセットプログラムチェーン情報テーブル
（ＶＴＳ＿ＰＧＣＩＴ）３００のスタートアドレス（ＶＴＳ＿ＰＧＣＩＴ＿ＳＡ）及びビ
デオタイトルセットメニュー用のＰＧＣＩユニットテーブル（ＶＴＳ＿ＰＧＣＩ＿ＵＴ）
３１１のスタートアドレス（ＶＴＳ＿ＰＧＣＩ＿ＵＴ＿ＳＡ）がビデオタイトルセット情
報（ＶＴＳＩ）２９４の先頭論理ブロックからの相対ブロック数で記載され、ビデオタイ
トルセット（ＶＴＳ）のタイムサーチマップテーブル（ＶＴＳ＿ＭＡＰＴ）３０１のスタ
ートアドレス（ＶＴＳ＿ＭＡＰＴ＿ＳＡ）がこのビデオタイトルセット（ＶＴＳ）２７２
の先頭論理セクタからの相対論理セクタで記述される。同様に、ＶＴＳアドレステーブル
（ＶＴＳ＿Ｃ＿ＡＤＴ）３１２及びＶＴＳ＿ＶＯＢＵのアドレスマップ（ＶＴＳ＿ＶＯＢ
Ｕ＿ＡＤＭＡＰ）３１３がこのビデオタイトルセット（ＶＴＳ）２７２の先頭論理セクタ
からの相対論理セクタで記述される。
【０１０３】
　このテーブル（ＶＴＳＩ＿ＭＡＴ）２９８には、ビデオタイトルセット（ＶＴＳ）２７
２中のビデオタイトルセットメニュー（ＶＴＳＭ）の為のビデオオブジェクトセット（Ｖ
ＴＳＭ＿ＶＯＢＳ）２９５のビデオ属性（ＶＴＳＭ＿Ｖ＿ＡＴＲ）、オーディオストリー
ム数（ＶＴＳＭ＿ＡＳＴ＿Ｎｓ）並びにそのオーディオストリーム属性（ＶＴＳＭ＿ＡＳ
Ｔ＿ＡＴＲ）、副映像ストリーム数（ＶＴＳＭ＿ＳＰＳＴ＿Ｎｓ）及びその副映像ストリ
ーム属性（ＶＴＳＭ＿ＳＰＳＴ＿ＡＴＲ）が記述されている。同様にこのテーブル（ＶＴ
ＳＩ＿ＭＡＴ）２９８には、ビデオタイトルセット（ＶＴＳ）７２中のビデオタイトルセ
ット（ＶＴＳ）のタイトル（ＶＴＳＴＴ）の為のビデオオブジェクトセット（ＶＴＳＴ＿
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ＶＯＢＳ）２９６のビデオ属性（ＶＴＳ＿Ｖ＿ＡＴＲ）、オーディオストリーム数（ＶＴ
Ｓ＿ＡＳＴ＿Ｎｓ）並びにそのオーディオストリーム属性（ＶＴＳ＿ＡＳＴ＿ＡＴＲ）、
副映像ストリーム数（ＶＴＳ＿ＳＰＳＴ＿Ｎｓ）及びその副映像ストリーム属性（ＶＴＳ
＿ＳＰＳＴ＿ＡＴＲ）が記述されている。更に、ビデオタイトルセット（ＶＴＳ）のマル
チチャネルオーディオストリームの属性（ＶＴＳ＿ＭＵ＿ＡＳＴ＿ＡＴＲ）がこのテーブ
ル（ＶＴＳＩ＿ＭＡＴ）２９８に記述されている。
【０１０４】
　オーディオストリームに関しては、最大８ストリーム用意され、また、副映像ストリー
ムに関しては、最大３２ストリーム用意されている。各ストリームに対して属性が記述さ
れている。副映像ストリーム属性（ＶＴＳ＿ＳＰＳＴ＿ＡＴＲ）には、その副映像のタイ
プが言語であるか否かが記述されている。ビデオタイトルセット２７２のカテゴリー（Ｖ
ＴＳ＿ＣＡＴ）がカラオケであれば、その副映像ストリームとして種々の言語、英語、日
本語、その他の歌詞のストリームを用意することができる。通常、カテゴリー（ＶＴＳ＿
ＣＡＴ）がカラオケであれば、副映像ストリーム属性（ＶＴＳ＿ＳＰＳＴ＿ＡＴＲ）には
、その副映像のタイプが言語である旨が記載される。
【０１０５】
　次に、オーディオストリーム属性に関して図３５を参照して詳述する。ＶＴＳＭの為の
ビデオオブジェクトセット（ＶＴＳＭ＿ＶＯＢＳ）２９５のオーディオストリーム属性（
ＶＴＳＭ＿ＡＳＴ＿ＡＴＲ）及びビデオタイトルセットタイトル（ＶＴＳＴＴ）の為のビ
デオオブジェクトセット（ＶＴＳＴ＿ＶＯＢＳ）２９６のオーディオストリーム属性（Ｖ
ＴＳ＿ＡＳＴ＿ＡＴＲ）には、ビデオマネージャーメニュー用ビデオオブジェクト（ＶＭ
ＧＭ＿ＶＯＢＳ）のオーディオストリーム属性（ＶＭＧＭ＿ＡＳＴ＿ＡＴＲ）と略同様の
属性情報が記述されている。即ち、ＶＴＳメニュー用ビデオオブジェクトセット（ＶＴＳ
Ｍ＿ＶＯＢＳ）２９５のオーディオストリームの属性（ＶＴＳＭ＿ＡＳＴ＿ＡＴＲ）には
、図３５に示されるようにビット番号ｂ６３からビット番号ｂ４８にオーディオコーディ
ングモード、予約、オーディオタイプ、オーディオのアプリケーションＩＤ、量子化、サ
ンプリング周波数、予約、及びオーディオチャネルの数が記述され、ビット番号ｂ４７か
らビット番号ｂ０は、今後の為に予約として空けられている。ビデオタイトルセットタイ
トル（ＶＴＳＴ）のオーディオストリームの属性（ＶＴＳ＿ＡＳＴ＿ＡＴＲ）には、図３
５に示されるようにビット番号ｂ６３からビット番号ｂ４８にオーディオコーディングモ
ード、マルチチャネルの拡張、オーディオタイプ、オーディオのアプリケーションＩＤ、
量子化、サンプリング周波数、予約、及びオーディオチャネルの数が記述され、ビット番
号ｂ４７からビット番号ｂ４０及びビット番号ｂ３９からビット番号ｂ３２には、特定コ
ードが記述され、ビット番号ｂ３１からビット番号ｂ２４には、特定コードの為の予約が
設けられている。また、ビット番号ｂ２３からビット番号ｂ８は、今後の為に予約として
空けられ、ビット番号ｂ８からビット番号ｂ０には、応用情報が記述されている。ここで
、ＶＴＳメニュー用ビデオオブジェクトセット（ＶＴＳＭ＿ＶＯＢＳ）９５がない場合、
或いは、そのビデオオブジェクトセットにオーディオストリームがない場合には、ビット
番号ｂ６３からビット番号ｂ０の各ビットに”０”が記述される。
【０１０６】
　ＶＴＳＭ及びＶＴＳＴのオーディオストリームの属性（ＶＴＳＭ＿ＡＳＴ＿ＡＴＲ，Ｖ
ＴＳ＿ＡＳＴ＿ＡＴＲ）のいずれにおいてもオーディオコーディングモードは、ビット番
号ｂ６３，ｂ６２，ｂ６１に記述されている。このオーディオコーディングモードに“０
００”が記述される場合には、ドルビーＡＣ－３　（Ｄｏｌｂｙ　Ｌａｂｒａｔｏｒｉｅ
ｓ　Ｌｉｃｅｎｓｉｎｇ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎの商標）でオーディオデータがコード
化されていることを意味し、オーディオコーディングモードに“０１０”が記述される場
合には、拡張ビットストリーム無しにＭＰＥＧ－１或いはＭＰＥＧ－２でオーディオデー
タが圧縮されていることを意味している。また、オーディオコーディングモードに“０１
１”が記述される場合には、拡張ビットストリームを備えてＭＰＥＧ－２でオーディオデ
ータが圧縮されていることを意味し、オーディオコーディングモードに“１００”が記述
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される場合には、リニアＰＣＭでオーディオデータがコード化されていることを意味して
いる。オーディオデータについては、他の記述は、今後の為の予約とされている。
【０１０７】
　ビデオデータの属性において、１フレームを水平走査周波数６０Ｈｚで走査線数５２５
本で描くフレームレート（ＶＴＳＭ＿Ｖ＿ＡＴＲ及びＶＴＳ＿Ｖ＿ＡＴＲにおいてビット
番号ｂ１３、ｂ１２に“００”が記述される。）場合には、ドルビーＡＣ－３（ビット番
号ｂ６３，ｂ６２，ｂ６３が“０００”）或いは、リニアＰＣＭ（ビット番号６３，ｂ６
２，ｂ６３が“１００”）が設定されるべきであるとされている。また、ビデオデータの
属性において、１フレームを周波数５０Ｈｚで走査線数６２５本で描くフレームレート（
ＶＴＳＭ＿Ｖ＿ＡＴＲ及びＶＴＳ＿Ｖ＿ＡＴＲにおいてビット番号ｂ１３、ｂ１２に“０
１”が記述される。）場合には、ＭＰＥＧ－１、ＭＰＥＧ－２（ビット番号６３，ｂ６２
，ｂ６３が“０１０”又は“０１１”）或いは、リニアＰＣＭ（ビット番号６３，ｂ６２
，ｂ６３が“１００”）が設定されるべきであるとされている。ＶＴＳＴのオーディオス
トリームの属性（ＶＴＳ＿ＡＳＴ＿ＡＴＲ）のオーディオコーディングモードにおいてビ
ット番号ｂ６０には、マルチチャネルの拡張が記述されるが、このビット番号ｂ６０が“
０”である場合には、オーディオストリームに関係したＶＴＳのマルチチャネルオーディ
オストリーム属性（ＶＴＳ＿ＭＵ＿ＡＳＴ＿ＡＴＲ）が無効である旨を意味し、このビッ
ト番号ｂ６０が“１”である場合には、オーディオストリームに関係したＶＴＳのマルチ
チャネルオーディオストリーム属性（ＶＴＳ＿ＭＵ＿ＡＳＴ＿ＡＴＲ）にリンクさせる旨
を意味している。
【０１０８】
　オーディオタイプは、ビット番号ｂ５９及びｂ５８に記述され、特定しない場合には、
“００”が記述され、言語、即ち、人の音声である場合には、“０１”が記述され、その
他は予約とされている。また、オーディオの応用分野のＩＤは、ビット番号ｂ５７及びｂ
５６に記述され、特定しない場合には、“００”が記述され、カラオケの場合は、“０１
”が記述され、サラウンドの場合には、“１０”が記述され、その他は予約とされている
。
【０１０９】
　更に、オーディオデータの量子化に関しては、ビット番号ｂ５５及びｂ５４に記述され
、ビット番号ｂ５５，ｂ５４が“００”の場合は、１６ビットで量子化されたオーディオ
データであることを意味し、ビット番号ｂ５５，ｂ５４が“０１”の場合は、２０ビット
で量子化されたオーディオデータであることを意味し、ビット番号番号ｂ５５，ｂ５４が
“１０”の場合は、２４ビットで量子化されたオーディオデータであることを意味し、ビ
ット番号ｂ５５，ｂ５４が“１１”の場合は、特定せずとされている。ここで、オーディ
オコーディングモードがリニアＰＣＭ（ビット番号ｂ６３，ｂ６２，ｂ６１が“１００”
）に設定されている場合には、量子化を特定せず（ビット番号ｂ５５，ｂ５４が“１１”
）が記述される。オーディオデータのサンプリング周波数Ｆｓに関しては、ビット番号ｂ
５３及びｂ５２に記述され、サンプリング周波数Ｆｓが４８ｋＨｚである場合には、“０
０”が記述され、サンプリング周波数Ｆｓが９６ｋＨｚである場合には、“０１”が記述
され、その他は予約とされている。
【０１１０】
　オーディオチャネル数に関しては、ビット番号ｂ６６からｂ６４に記述され、ビット番
号ｂ５０、ｂ４９，ｂ４８が“０００”である場合には、１チャネル（モノラル）である
ことを意味し、ビット番号ｂ５０、ｂ４９，ｂ４８が“００１”である場合には、２チャ
ネル（ステレオ）であることを意味している。また、ビット番号ｂ５０、ｂ４９，ｂ４８
が“０１０”である場合には、３チャネルであることを意味し、ビット番号ｂ５０、ｂ４
９，ｂ４８が“０１１”である場合には、４チャネルであることを意味し、ビット番号ｂ
５０、ｂ４９，ｂ４８が“１００”である場合には、５チャネルであることを意味し、ビ
ット番号ｂ５０、ｂ４９，ｂ４８が“１０１”である場合には、６チャネルであることを
意味し、ビット番号番号ｂ５０、ｂ４９，ｂ４８が“１１０”である場合には、７チャネ
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ルであることを意味し、ビット番号ｂ５０、ｂ４９，ｂ４８が“１１１”である場合には
、８チャネルであることを意味している。
【０１１１】
　特定コードは、ｂ４７からｂ４０及びｂ３９からｂ３２に記載されるが、ここには、オ
ーディオストリームのタイプが言語、即ち、音声である場合には、ＩＳＯ－６３９で定め
られたその言語のコードが言語シンボルで記載される。オーディオストリームのタイプが
言語、即ち、音声でない場合には、この領域は、予約とされる。
【０１１２】
　ＶＴＳオーディオストリームの数（ＶＴＳ＿ＡＳＴ＿Ｎｓ）は、０から８の間で設定さ
れる。この為、設定可能なストリーム数に対応して８個のＶＴＳオーディオストリームの
属性（ＶＴＳ＿ＡＳＴ＿ＡＴＲ）が用意されている。即ち、ＶＴＳオーディオストリーム
＃０からＶＴＳオーディオストリーム＃７までのＶＴＳオーディオストリーム属性（ＶＴ
Ｓ＿ＡＳＴ＿Ｎｓ）の領域が設けられ、ＶＴＳオーディオストリームが８個よりも少なく
、対応するオーディオストリームがない場合には、ないオーディオストリームに対応する
図３５に示すＶＴＳオーディオストリーム属性（ＶＴＳ＿ＡＳＴ＿Ｎｓ）の記述は、全て
のビットが“０”となる。
【０１１３】
　ビット番号ｂ７からビット番号ｂ０のオーディオの応用分野には、特に指定がない予約
とされるが、ビット番号ｂ５７、ｂ５６に“０１”が記述されてオーディオの応用分野の
ＩＤがカラオケであることが明らかな場合には、チャネル数が最大５チャネルに制限され
、そのチャネルの割り当てモードが記載される。チャネルの割り当てモードは、ビット番
号ｂ６３，ｂ６２，ｂ６１に記述されているオーディオのコーディングモード（ＡＣ＿３
、ＭＰＥＧ－１，ＭＰＥＧ，２，リニアＰＣＭ）によって異なり、その割り当てが割り当
てモード毎に定まっている。また、このオーディオの応用分野には、司会者による紹介が
あるオーディオストリームであるか否か、或いは、ソロ或いはデュエットであるかの記述
もされている。
【０１１４】
　ビデオタイトルセット（ＶＴＳ）のマルチチャネルオーディオストリームの属性（ＶＴ
Ｓ＿ＭＵ＿ＡＳＴ＿ＡＴＲ）には、マルチチャネルオーディオストリーム＃０からマルチ
チャネルオーディオストリーム＃７までの属性情報が記述されている。各マルチチャネル
オーディオストリーム属性（ＶＴＳ＿ＭＵ＿ＡＳＴ＿ＡＴＲ）には、オーディオチャネル
の内容（カラオケ或いはサラウンド等）、オーディオミキシングの方式等が記述される。
【０１１５】
　図３３に示されるＶＴＳプログラムチェーン情報テーブル（ＶＴＳ＿ＰＧＣＩＴ）３０
０は、図３６に示すような構造を備えている。この情報テーブル（ＶＴＳ＿ＰＧＣＩＴ）
３００には、ＶＴＳプログラムチェーン（ＶＴＳ＿ＰＧＣ）に関する情報（ＶＴＳ＿ＰＧ
ＣＩ）が記載され、始めの項目としてＶＴＳプログラムチェーン（ＶＴＳ＿ＰＧＣ）に関
する情報テーブル（ＶＴＳ＿ＰＧＣＩＴ）３００の情報（ＶＴＳ＿ＰＧＣＩＴ＿Ｉ）３０
２が設けられている。この情報（ＶＴＳ＿ＰＧＣＩＴ＿Ｉ）３０２に続いてこの情報テー
ブル（ＶＴＳ＿ＰＧＣＩＴ）３００には、この情報テーブル（ＶＴＳ＿ＰＧＣＩＴ）３０
０中のＶＴＳプログラムチェーン（ＶＴＳ＿ＰＧＣ）の数（＃１から＃ｎ）だけＶＴＳプ
ログラムチェーン（ＶＴＳ＿ＰＧＣ）をサーチするＶＴＳ＿ＰＧＣＩサーチポインター（
ＶＴＳ＿ＰＧＣＩＴ＿ＳＲＰ）３０３が設けられ、最後にＶＴＳプログラムチェーン（Ｖ
ＴＳ＿ＰＧＣ）に対応した数（＃１から＃ｎ）だけ各ＶＴＳプログラムチェーン（ＶＴＳ
＿ＰＧＣ）に関する情報（ＶＴＳ＿ＰＧＣＩ）３０４が設けられている。
【０１１６】
　ＶＴＳプログラムチェーン情報テーブル（ＶＴＳ＿ＰＧＣＩＴ）３００の情報（ＶＴＳ
＿ＰＧＣＩＴ＿Ｉ）３０２には、図３７に示されるようにＶＴＳプログラムチェーン（Ｖ
ＴＳ＿ＰＧＣ）の数（ＶＴＳ＿ＰＧＣ＿Ｎｓ）が内容として記述され及びこのテーブル情
報（ＶＴＳ＿ＰＧＣＩＴ＿Ｉ）３０２の終了アドレス（ＶＴＳ＿ＰＧＣＩＴ＿ＥＡ）がこ
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の情報テーブル（ＶＴＳ＿ＰＧＣＩＴ）３００の先頭バイトからの相対的なバイト数で記
述されている。
【０１１７】
　また、ＶＴＳ＿ＰＧＣＩＴサーチポインター（ＶＴＳ＿ＰＧＣＩＴ＿ＳＲＰ）３０３に
は、図３８に示すようにビデオタイトルセット（ＶＴＳ）２７２のプログラムチェーン（
ＶＴＳ＿ＰＧＣ）のカテゴリー（ＶＴＳ＿ＰＧＣ＿ＣＡＴ）及びこのＶＴＳ＿ＰＧＣ情報
テーブル（ＶＴＳ＿ＰＧＣＩＴ）３００の先頭バイトからの相対的バイト数でＶＴＳ＿Ｐ
ＧＣ情報（ＶＴＳ＿ＰＧＣＩ）のスタートアドレス（ＶＴＳ＿ＰＧＣＩ＿ＳＡ）が記述さ
れている。ここで、ＶＴＳ＿ＰＧＣカテゴリー（ＶＴＳ＿ＰＧＣ＿ＣＡＴ）には、カテゴ
リーとして例えば、最初に再生されるエントリープログラムチェーン（エントリーＰＧＣ
）か否か、また、プログラムチェーンの応用分野のタイプが記載される。通常、エントリ
プログラムチェーン（ＰＧＣ）は、エントリープログラムチェーン（ＰＧＣ）でないプロ
グラムチェーン（ＰＧＣ）に先だって記載される。また、このプログラムチェーンの応用
分野タイプとしてカラオケが記載されている。
【０１１８】
　ビデオタイトルセット内のＰＧＣ情報（ＶＴＳ＿ＰＧＣＩ）３０４には、図３９に示す
ように４つ項目が記載されている。このＰＧＣ情報（ＶＴＳ＿ＰＧＣＩ）３０４には、始
めに必須項目のプログラムチェーン一般情報（ＰＧＣ＿ＧＩ）３０５が記述され、これに
続いてビデオオブジェクトがある場合だけ必須の項目とされる少なくとも３つの項目３０
６、３０７、３０８が記載されている。即ち、その３つの項目としてプログラムチェーン
プログラムマップ（ＰＧＣ＿ＰＧＭＡＰ）３０６、セル再生情報テーブル（Ｃ＿ＰＢＩＴ
）３０７及びセル位置情報テーブル（Ｃ＿ＰＯＳＩＴ）３０８がＰＧＣ情報（ＶＴＳ＿Ｐ
ＧＣＩ）３０４に記載されている。
【０１１９】
　プログラムチェーン一般情報（ＰＧＣ＿ＧＩ）３０５には、図４０に示すようにプログ
ラムチェーン（ＰＧＣ）のカテゴリー（ＰＧＣＩ＿ＣＡＴ）、プログラムチェーン（ＰＧ
Ｃ）の内容（ＰＧＣ＿ＣＮＴ）及びプログラムチェーン（ＰＧＣ）の再生時間（ＰＧＣ＿
ＰＢ＿ＴＩＭＥ）が記載されている。ＰＧＣのカテゴリー（ＰＧＣＩ＿ＣＡＴ）には、当
該ＰＧＣのコピーが可能であるか否か及びこのＰＧＣ中のプログラムの再生が連続である
か或いはランダム再生であるか否か、プログラムチェーンの応用分野のタイプが記載され
る。このプログラムチェーンの応用分野がカラオケであれば、そのタイプとしてカラオケ
が記載される。
【０１２０】
　ＰＧＣの内容（ＰＧＣ＿ＣＮＴ）には、このプログラムチェーンの構成内容、即ち、プ
ログラム数、セルの数等が記載される。ＰＧＣの再生時間（ＰＧＣ＿ＰＢ＿ＴＩＭＥ）に
は、このＰＧＣ中のプログラムのトータル再生時間等が記載される。この再生時間は、再
生手順には無関係に連続してＰＧＣ内のプログラムを再生する場合のプログラムの再生時
間が記述される。
【０１２１】
　また、プログラムチェーン一般情報（ＰＧＣ＿ＧＩ）３０５には、ＰＧＣ副映像ストリ
ーム制御（ＰＧＣ＿ＳＰＳＴ＿ＣＴＬ）、ＰＧＣオーディオストリーム制御（ＰＧＣ＿Ａ
ＳＴ＿ＣＴＬ）及びＰＧＣ副映像パレット（ＰＧＣ＿ＳＰ＿ＰＬＴ）が記載されている。
ＰＧＣ副映像ストリーム制御（ＰＧＣ＿ＳＰＳＴ＿ＣＴＬ）には、ＰＧＣで使用可能な副
映像番号が記載され、ＰＧＣオーディオストリーム制御（ＰＧＣ＿ＡＳＴ＿ＣＴＬ）には
、同様にＰＧＣで使用可能なオーディオストリームの番号が記載される。ＰＧＣ副映像パ
レット（ＰＧＣ＿ＳＰ＿ＰＬＴ）には、このＰＧＣの全ての副映像ストリームで使用する
所定数のカラーパレットのセットが記載される。
【０１２２】
　更に、ＰＧＣ一般情報（ＰＧＣ＿ＧＩ）３０５には、ＰＧＣプログラムマップ（ＰＧＣ
＿ＰＧＭＡＰ＿ＳＡ）のスタートアドレス（ＰＧＣ＿ＰＧＭＡＰ＿ＳＡ＿ＳＡ）、セル再
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生情報テーブル（Ｃ＿ＰＢＩＴ）３０７のスタートアドレス（Ｃ＿ＰＢＩＴ＿ＳＡ）及び
セル位置情報テーブル（Ｃ＿ＰＯＳＩＴ）３０８のスタートアドレス（Ｃ＿ＰＯＳＩＴ＿
ＳＡ）が記載されている。いずれのスタートアドレス（Ｃ＿ＰＢＩＴ＿ＳＡ及びＣ＿ＰＯ
ＳＩＴ＿ＳＡ）もＶＴＳ＿ＰＧＣ情報（ＶＴＳ＿ＰＧＣＩ）の先頭バイトからの相対的な
論理ブロック数で記載される。
【０１２３】
　プログラムチェーンプログラムマップ（ＰＧＣ＿ＰＧＭＡＰ）３０６は、図４１に示す
ようにＰＧＣ内のプログラムの構成を示すマップである。このマップ（ＰＧＣ＿ＰＧＭＡ
Ｐ）３０６には、図４１及び図４２に示すようにプログラムの開始セル番号であるエント
リーセル番号（ＥＣＥＬＬＮ）がセル番号の昇順に記述されている。また、エントリーセ
ル番号の記述順にプログラム番号が１から割り当てられている。従って、このマップ（Ｐ
ＧＣ＿ＰＧＭＡＰ）２０６の最初のエントリーセル番号は、＃１でなければならないとさ
れている。
【０１２４】
　セル再生情報テーブル（Ｃ＿ＰＢＩＴ）３０７は、ＰＧＣのセルの再生順序を定義して
いる。このセル再生情報テーブル（Ｃ＿ＰＢＩＴ）３０７には、図４３に示すようにセル
再生情報（Ｃ＿ＰＢＩＴ）が連続して記載されている。基本的には、セルの再生は、その
セル番号の順序で再生される。セル再生情報（Ｃ＿ＰＢＩＴ）には、図４２に示されるよ
うに再生情報（Ｐ＿ＰＢＩ）としてセルカテゴリー（Ｃ＿ＣＡＴ）が記載される。このセ
ルカテゴリー（Ｃ＿ＣＡＴ）には、セルがセルブロック中のセルであるか、また、セルブ
ロック中のセルであれば最初のセルであるかを示すセルブロックモード、セルがブロック
中の一部ではない、或いは、アングルブロックであるかを示すセルブロックタイプ、シス
テムタイムクロック（ＳＴＣ）の再設定の要否を示すＳＴＣ不連続フラグが記載される。
ここで、セルブロックとは、ある特定のアングルのセルの集合として定義される。アング
ルの変更は、セルブロックを変更することによって実現される。即ち、野球を例にとれば
、外野からのシーンを撮影したアングルブロックから内野からのシーンを撮影したアング
ルブロックの変更がアングルの変更に相当する。
【０１２５】
　また、このセルカテゴリー（Ｃ＿ＣＡＴ）には、セル内では連続して再生するか或いは
セル内の各ビデオオブジェクトユニット（ＶＯＢＵ）単位で静止するかを示すセル再生モ
ード、セルの再生の後に静止させるか否か或いはその静止時間を示すセルナビゲーション
制御が記載されている。
【０１２６】
　また、図４２に示すようにセル再生情報テーブル（Ｃ＿ＰＢＩＴ）３０７の再生情報（
Ｐ＿ＰＢＩ）は、ＰＧＣの全再生時間を記述したセル再生時間（Ｃ＿ＰＢＴＭ）を含んで
いる。アングルセルブロックがＰＧＣ中にある場合には、そのアングルセル番号１の再生
時間がそのアングルブロックの再生時間を表している。更に、セル再生情報テーブル（Ｃ
＿ＰＢＩＴ）３０７には、当該セルが記録されているビデオオブジェクトユニット（ＶＯ
ＢＵ）２８５の先頭論理セクタからの相対的な論理セクタ数でセル中の先頭ビデオオブジ
ェクトユニット（ＶＯＢＵ）２８５のスタートアドレス（Ｃ＿ＦＶＯＢＵ＿ＳＡ）が記載
され、また、当該セルが記録されているビデオオブジェクトユニット（ＶＯＢＵ）２８５
の先頭論理セクタからの相対的な論理セクタ数でセル中の最終ビデオオブジェクトユニッ
ト（ＶＯＢＵ）２８５のスタートアドレス（Ｃ＿ＬＶＯＢＵ＿ＳＡ）が記載される。
【０１２７】
　セル位置情報テーブル（Ｃ＿ＰＯＳＩ）３０８は、ＰＧＣ内で使用するセルのビデオオ
ブジェクト（ＶＯＢ）の識別番号（ＶＯＢ＿ＩＤ）及びセルの識別番号（Ｃ＿ＩＤ）を特
定している。セル位置情報テーブル（Ｃ＿ＰＯＳＩ）には、図４３に示されるようにセル
再生情報テーブル（Ｃ＿ＰＢＩＴ）３０７に記載されるセル番号に対応するセル位置情報
（Ｃ＿ＰＯＳＩ）がセル再生情報テーブル（Ｃ＿ＰＢＩＴ）と同一順序で記載される。こ
のセル位置情報（Ｃ＿ＰＯＳＩ）には、図４６に示すようにセルのビデオオブジェクトユ
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ニット（ＶＯＢＵ）２８５の識別番号（Ｃ＿ＶＯＢ＿ＩＤＮ）及びセル識別番号（Ｃ＿Ｉ
ＤＮ）が記述されている。
【０１２８】
　更に、図３３に示したビデオタイトルセットＰＧＣＩユニットテーブル（ＶＴＳＭ＿Ｐ
ＧＣＩ＿ＵＴ）３１１の構造について図４７から図５２を参照して説明する。図４７に示
したビデオタイトルセットＰＧＣＩユニットテーブル（ＶＴＳＭ＿ＰＧＣＩ＿ＵＴ）３１
１は、図２３に示したＶＭＧＭ＿ＰＧＣＩユニットテーブル２８０と略同様な構造を有し
ている。即ち、ＶＭＧＭ＿ＰＧＣＩユニットテーブル（ＶＴＳＭ＿ＰＧＣＩ＿ＵＴ）３１
１には、図４７に示すように始めにＶＴＳメニューＰＧＣＩユニットテーブル情報（　Ｖ
ＴＳＭ＿ＰＧＣＩ＿ＵＴＩ）３５０が記載され、次に、言語数ｎに対応してＶＴＳメニュ
ー言語ユニットサーチポインター（ＶＭＧＭ＿ＬＵ＿ＳＲＰ）３５１が必要な数ｎだけ連
続的に記載され、続いてサーチポインターで検索されるＶＴＳメニュー言語ユニット（Ｖ
ＴＳＭ＿ＬＵ）３５２が記載されている。
【０１２９】
　ＶＴＳメニューＰＧＣＩユニットテーブル情報（ＶＭＧＭ＿ＰＧＣＩ＿ＵＴＩ）３５０
には、図４８に示されるようにＶＴＳＭ言語ユニット（ＶＴＳＭ＿ＬＵ）の数（ＶＴＳＭ
＿ＬＵ＿Ｎｓ）及びＶＴＳＭ＿ＰＧＣＩユニットテーブル（ＶＭＧＭ＿ＰＧＣＩ＿ＵＴ）
３１１の終了アドレス（ＶＴＳＭ＿ＰＧＣＩ＿ＵＴ＿ＥＡ）が記載されている。言語毎に
用意されているｎ個のビデオマネージャーメニュー言語ユニットサーチポインター（ＶＴ
ＳＭ＿ＬＵ＿ＳＲＰ）３５１の夫々には、図４７に示すようにＶＴＳメニューの言語コー
ド（ＶＴＳＭ＿ＬＣＤ）及びＶＴＳメニュー（ＶＴＳＭ）言語ユニット（ＶＴＳＭ＿ＬＵ
）２５２の開始アドレス（ＶＴＳＭ＿ＬＵ＿ＳＡ）が記述されている。ＶＴＳＭ＿ＰＧＣ
Ｉ＿ＵＴ２８０の終了アドレス（ＶＴＳＭ＿ＰＧＣＩ＿ＵＴ＿ＥＡ）及びＶＴＳＭ＿ＬＵ
３５２の開始アドレス（ＶＴＳＭ＿ＬＵ＿ＳＡ）は、このＶＴＳＭ＿ＰＧＣＩユニットテ
ーブル（ＶＴＳＭ＿ＰＧＣＩ＿ＵＴ）３１１の先頭バイトからの論理ブロック番号で記述
されている。
【０１３０】
　言語毎に用意されているｎ個のＶＴＳＭ言語ユニット（ＶＴＳＭ＿ＬＵ）３５２の夫々
には、図５０に示すようにＶＴＳメニュー言語ユニット情報（ＶＴＳＭ＿ＬＵＩ）３５３
、メニュー用のプログラムチェーンの数だけＶＴＳＭ＿ＰＧＣＩサーチポインター（ＶＴ
ＳＭ＿ＰＧＣＩ＿ＳＲＰ）３５４が設けられ、このサーチポインターでサーチされるＶＴ
ＳＭ＿ＰＧＣ情報（ＶＴＳＭ＿ＰＧＣＩ）３５５が同様にメニュー用のプログラムチェー
ンの数だけ設けられている。
【０１３１】
　各言語ユニット情報（ＶＴＳＭ＿ＬＵＩ）３５３には、図５０に示されるようにＶＭＧ
Ｍ＿ＰＧＣＩの数（ＶＭＧＭ＿ＰＧＣＩ＿Ｎｓ）及び言語ユニット情報（ＶＴＳＭ＿ＬＵ
Ｉ）の終了アドレス（ＶＴＳＭ＿ＬＵＩ＿ＥＡ）が記述されている。また、各ＶＴＳＭ＿
ＰＧＣＩサーチポインター（ＶＴＳＭ＿ＰＧＣＩ＿ＳＲＰ）には、図５２に示すようにＶ
ＴＳＭ＿ＰＧＣカテゴリー（ＶＴＳＭ＿ＰＧＣ＿ＣＡＴ）及びＶＴＳＭ＿ＰＧＣＩのスタ
ートアドレス（ＶＴＳＭ＿ＰＧＣＩ＿ＳＡ）が記述されている。ＶＴＳＭ＿ＬＵＩの終了
アドレス（ＶＴＳＭ＿ＬＵＩ＿ＥＡ）及びＶＴＳＭ＿ＰＧＣＩのスタートアドレス（ＶＴ
ＳＭ＿ＰＧＣＩ＿ＳＡ）は、ＶＴＳＭ＿ＬＵの先頭バイトからの相対的論理ブロック番号
で記述されている。ＶＴＳＭ＿ＰＧＣカテゴリー（ＶＴＳＭ＿ＰＧＣ＿ＣＡＴ）としては
、このプログラムチェーンがエントリープログラムチェーンであるか、また、タイトルメ
ニューであるか等が記述される。
【０１３２】
　図１７を参照して説明したようにセル２８４は、ビデオオブジェクトユニット（ＶＯＢ
Ｕ）２８５の集合とされ、ビデオオブジェクトユニット（ＶＯＢＵ）２８５は、ナビゲー
ション（ＮＶ）パック２８６から始まるパック列として定義される。従って、セル２８４
中の最初のビデオオブジェクトユニット（ＶＯＢＵ）２８５のスタートアドレス（Ｃ＿Ｆ
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ＶＯＢＵ＿ＳＡ）は、ＮＶパック２８６のスタートアドレスを表すこととなる。このＮＶ
パック２８６は、図５３に示すようにパックヘッダ３１０、システムヘッダ３１１及びナ
ビゲーションデータとしての２つのパケット、即ち、再生制御情報（ＰＣＩ）パケット１
１６及びデータサーチ情報（ＤＳＩ）パケット１１７から成る構造を有し、図５３に示す
ようなバイト数が各部に割り当てられ、１パックが１論理セクタに相当する２０４８バイ
トに定められている。また、このＮＶパックは、そのグループオブピクチャー（ＧＯＰ）
中の最初のデータが含まれるビデオパックの直前に配置されている。オブジェクトユニッ
ト２８５がビデオパックを含まない場合であってもＮＶパックがオーディオパック又は／
及び副映像パックを含むオブジェクトユニットの先頭に配置される。このようにオブジェ
クトユニットがビデオパックを含まない場合であってもオブジェクトユニットがビデオパ
ックを含む場合と同様にオブジェクトユニットの再生時間は、ビデオが再生される単位を
基準に定められる。
【０１３３】
　ここで、ＧＯＰとは、ＭＰＥＧの規格で定められ、既に説明したように複数画面を構成
するデータ列として定義される。即ち、ＧＯＰとは、圧縮されたデータに相当し、この圧
縮データを伸張させると動画を再生することができる複数フレームの画像データが再生さ
れる。パックヘッダ３１０及びシステムヘッダ３１１は、ＭＰＥＧ２のシステムレーヤで
定義され、パックヘッダ３１０には、パック開始コード、システムクロックリファレンス
（ＳＣＲ）及び多重化レートの情報が格納され、システムヘッダ３１１には、ビットレー
ト、ストリームＩＤが記載されている。ＰＣＩパケット３１６及びＤＳＩパケット３１７
のパケットヘッダ３１２、３１４には、同様にＭＰＥＧ２のシステムレーヤに定められて
いるようにパケット開始コード、パケット長及びストリームＩＤが格納されている。
【０１３４】
　他のビデオ、オーディオ、副映像パック２８８、２８９、２８０、２９１は、図５４に
示すようにＭＰＥＧ２のシステムレーヤに定められると同様にパックヘッダ１２０、パケ
ットヘッダ１２１及び対応するデータが格納されたパケット３２２から構成され、そのパ
ック長は、２０４８バイトに定められている。これらの各パックは、論理ブロックの境界
に一致されている。
【０１３５】
　ＰＣＩパケット３１６のＰＣＩデータ（ＰＣＩ）３１３は、ＶＯＢユニット（ＶＯＢＵ
）２８５内のビデオデータの再生状態に同期してプレゼンテーション、即ち、表示の内容
を変更する為のナビゲーションデータである。即ち、ＰＣＩデータ（ＰＣＩ）３１３には
、図５５に示されるようにＰＣＩ全体の情報としてのＰＣＩ一般情報（ＰＣＩ＿ＧＩ）及
びアングル変更時における各飛び先アングル情報としてのアングル情報（ＮＳＭＬＳ＿Ａ
ＮＧＬＩ）が記述されている。ＰＣＩ一般情報（ＰＣＩ＿ＧＩ）には、図５６に示される
ようにＰＣＩ３１３が記録されているＶＯＢＵ２８５の論理セクタからの相対的論理ブロ
ック数でそのＰＣＩ３１３が記録されているＮＶパック（ＮＶ＿ＰＣＫ）２８６のアドレ
ス（ＮＶ＿ＰＣＫ＿ＬＢＮ）が記述されている。また、ＰＣＩ一般情報（ＰＣＩ＿ＧＩ）
には、ＶＯＢＵ２８５のカテゴリー（ＶＯＢＵ＿ＣＡＴ）、ＶＯＢＵ２８５のスタート再
現時間（ＶＯＢＵ＿Ｓ＿ＰＴＭ）及び再現終了時間（ＶＯＢＵ＿ＥＰＴＭ）が記述されて
いる。ここで、ＶＯＢＵ２８５のスタートＰＴＳ（ＶＯＢＵ＿ＳＰＴＳ）は、当該ＰＣＩ
３１３が含まれるＶＯＢＵ２８５中のビデオデータの再生開始時間（スタートプレゼンテ
ーションタイム）を示している。この再生開始時間は、ＶＯＢＵ２８５中の最初の再生開
始時間である。通常は、最初のピクチャーは、ＭＰＥＧの規格におけるＩピクチャー（Ｉ
ｎｔｒａ－Ｐｉｃｔｕｒｅ）の再生開始時間に相当する。ＶＯＢＵ８５の終了ＰＴＳ（Ｖ
ＯＢＵ＿ＥＰＴＳ）は、当該ＰＣＩ３１３が含まれるＶＯＢＵ２８５の再生終了時間（終
了プレゼンテーションタイム）を示している。
【０１３６】
　図５３に示したＤＳＩパケット３１７のＤＳＩデータ（ＤＳＩ）３１５は、ＶＯＢユニ
ット（ＶＯＢＵ）２８５のサーチを実行する為のナビゲーションデータである。ＤＳＩデ
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ータ（ＤＳＩ）３１５には、図５７に示すようにＤＳＩ一般情報（ＤＳＩ＿ＧＩ）、シー
ムレス再生情報（ＳＭＬ＿ＰＢＩ）、アングル情報（ＳＭＬ＿ＡＧＬＩ）、ナビゲーショ
ンパックのアドレス情報（ＮＶ＿ＰＣＫ＿ＡＤＩ）及び同期再生情報（ＳＹＮＣＩ）が記
述されている。
【０１３７】
　ＤＳＩ一般情報（ＤＳＩ＿ＧＩ）は、そのＤＳＩデータ３１５全体の情報が記述されて
いる。即ち、図５８に示すようにＤＳＩ一般情報（ＤＳＩ＿ＧＩ）には、ＮＶパック８６
のシステム時刻基準参照値（ＮＶ＿ＰＣＫ＿ＳＣＲ）が記載されている。このシステム時
刻基準参照値（ＮＶ＿ＰＣＫ＿ＳＣＲ）は、図１に示す各部に組み込まれているシステム
タイムクロック（ＳＴＣ）に格納され、このＳＴＣを基準にビデオ、オーディオ及び副映
像パックがビデオ、オーディオ及び副映像デコーダ部５８、６０、６２でデコードされ、
ビデオ及び音声がモニター部６及びスピーカー部８で再生される。ＤＳＩ一般情報（ＤＳ
Ｉ＿ＧＩ）には、ＤＳＩ３１５が記録されているＶＯＢセット（ＶＯＢＳ）２８２の先頭
論理セクタからの相対的論理セクタ数（ＲＬＳＮ）でＤＳＩ３１５が記録されているＮＶ
パック（ＮＶ＿ＰＣＫ）２８６のスタートアドレス（ＮＶ＿ＰＣＫ＿ＬＢＮ）が記載され
、ＶＯＢユニット（ＶＯＢＵ）の先頭論理セクタからの相対的論理セクタ数（ＲＬＳＮ）
でＤＳＩ３１５が記録されているＶＯＢユニット（ＶＯＢＵ）２８５中の最終パックのア
ドレス（ＶＯＢＵ＿ＥＡ）が記載されている。
【０１３８】
　更に、ＤＳＩ一般情報（ＤＳＩ＿ＧＩ）には、ＤＳＩ３１５が記録されているＶＯＢユ
ニット（ＶＯＢＵ）の先頭論理セクタからの相対的論理セクタ数（ＲＬＳＮ）でこのＶＯ
ＢＵ内での最初のＩピクチャーの最終アドレスが記録されているＶパック（Ｖ＿ＰＣＫ）
２８８の終了アドレス（ＶＯＢＵ＿ＩＰ＿ＥＡ）が記載され、当該ＤＳＩ３１５が記録さ
れているＶＯＢＵ２８３の識別番号（ＶＯＢＵ＿ＩＰ＿ＩＤＮ）及び当該ＤＳＩ３１５が
記録されているセルの識別番号（ＶＯＢＵ＿Ｃ＿ＩＤＮ）が記載されている。
【０１３９】
　ＤＳＩのナビゲーションパックアドレス情報には、所定数のナビゲーションパックのア
ドレスが記述されている。このアドレスを参照してビデオの早送り等が実行される。また
、同期情報（ＳＹＮＣＩ）には、ＤＳＩ３１５が含まれるＶＯＢユニット（ＶＯＢＵ）の
ビデオデータの再生開始時間と同期して再生する副映像及びオーディオデータのアドレス
情報が記載される。即ち、図５９に示すようにＤＳＩ３１５が記録されているＮＶパック
（ＮＶ＿ＰＣＫ）２８６からの相対的な論理セクタ数（ＲＬＳＮ）で目的とするオーディ
オパック（Ａ＿ＰＣＫ）２９１のスタートアドレス（Ａ＿ＳＹＮＣＡ）が記載される。オ
ーディオストリームが複数（最大８）ある場合には、その数だけ同期情報（ＳＹＮＣＩ）
が記載される。また、同期情報（ＳＹＮＣＩ）には、目的とするオーディオパック（ＳＰ
＿ＰＣＫ）２９１を含むＶＯＢユニット（ＶＯＢＵ）８５のＮＶパック（ＮＶ＿ＰＣＫ）
２８６のアドレス（ＳＰ＿ＳＹＮＣＡ）がＤＳＩ３１５が記録されているＮＶパック（Ｎ
Ｖ＿ＰＣＫ）２８６からの相対的な論理セクタ数（ＲＬＳＮ）で記載されている。副映像
ストリームが複数（最大３２）ある場合には、その数だけ同期情報（ＳＹＮＣＩ）が記載
される。
【０１４０】
　次に、再び図１を参照して図１５から図５９に示す論理フォーマットを有する光ディス
ク１０からのカラオケ用ムービーデータの再生動作について説明する。尚、図１において
ブロック間の実線の矢印は、データバスを示し、破線の矢印は、制御バスを示している。
【０１４１】
　図１に示される光ディスク装置においては、電源が投入され、光ディスク１０が装填さ
れると、システム用ＲＯＭ及びＲＡＭ部５２からシステムＣＰＵ部５０は、初期動作プロ
グラムを読み出し、ディスクドライブ部３０を作動させる。従って、ディスクドライブ部
３０は、リードイン領域２７から読み出し動作を開始し、リードイン領域２７に続く、Ｉ
ＳＯ－９６６０等に準拠してボリュームとファイル構造を規定したボリューム及びファイ
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ル構造領域７０が読み出される。即ち、システムＣＰＵ部５０は、ディスクドライブ部３
０にセットされたディスク１０の所定位置に記録されているボリューム及びファイル構造
領域２７０を読み出す為に、ディスクドライブ部３０にリード命令を与え、ボリューム及
びファイル構造領域２７０の内容を読み出し、システムプロセッサ部５４を介して、デー
タＲＡＭ部５６に一旦格納する。システムＣＰＵ部５０は、データＲＡＭ部５６に格納さ
れたパステーブル及びディレクトリレコードを介して各ファイルの記録位置や記録容量等
の情報やその他管理に必要な情報としての管理情報を抜き出し、システム用ＲＯＭ＆ＲＡ
Ｍ部５２の所定の場所に転送し、保存する。
【０１４２】
　次に、システムＣＰＵ部５０は、システム用ＲＯＭ＆ＲＡＭ部５２から各ファイルの記
録位置や記録容量の情報を参照してファイル番号０番から始まる複数ファイルから成るビ
デオマネージャー２７１を取得する。即ち、システムＣＰＵ部５０は、システム用ＲＯＭ
及びＲＡＭ部５２から取得した各ファイルの記録位置や記録容量の情報を参照してディス
クドライブ部３０に対してリード命令を与え、ルートディレクトリ上に存在するビデオマ
ネージャー２７１を構成する複数ファイルの位置及びサイズを取得し、このビデオマネー
ジャー７１を読み出し、システムプロセッサ部５４を介して、データＲＡＭ部５６に格納
する。
【０１４３】
　ここで、カラオケを選択する為のビデオマネージャーメニューが表示されるまでの動作
を図６０を参照して説明する。ステップＳ１０で示すようにメニューサーチが開始される
と、このビデオマネージャー２７１の第１番目のテーブルであるボリュームマネージャー
情報管理テーブル（ＶＭＧＩ＿ＭＡＴ）２７８がサーチされる。このサーチによってビデ
オマネージャーメニュー（ＶＭＧＭ）の為のＶＭＧＭ＿ＰＧＣＩユニットテーブル（ＶＭ
ＧＭ＿ＰＧＣＩ＿ＵＴ）２８０のスタートアドレス（ＶＭＧＭ＿ＰＧＣＩ＿ＵＴ＿ＳＡ）
が獲得される。ＶＭＧＭ＿ＰＧＣＩユニットテーブル２８０が獲得され、このテーブル（
ＶＭＧＭ＿ＰＧＣＩ＿ＵＴ）２８０のテーブル情報（ＶＭＧＭ＿ＰＧＣＩ＿ＵＴＩ）から
ビデオマネージャーメニューの言語ユニット（ＶＭＧＭ＿ＬＵ＿Ｎｓ）の数（ａ）が獲得
され、ステップＳ１１に示すように一番目＃１（ｎ＝１）のＶＭＧＭ＿ＬＵのサーチポイ
ンター（ＶＭＧＭ＿ＬＵ＿ＳＲＰ）の取得が決定される。そのＶＭＧＭ＿ＬＵのサーチポ
インター（ＶＭＧＭ＿ＬＵ＿ＳＲＰ）がステップＳ１２に示すように獲得される。ステッ
プＳ１３に示すようにＶＭＧＭ＿ＬＵのサーチポインター（ＶＭＧＭ＿ＬＵ＿ＳＲＰ）に
記述の言語コード（＝ｂ）（ＶＭＧＭ＿ＬＣＤ）が再生装置に指定の言語コード（＝Ｂ）
、即ち、デフォルトの言語コードに一致するかが確認される。両者が一致しない場合には
、ステップ１４に示すようにサーチポインターの番号が繰り上げられ（ｎ＝ｎ＋１）、そ
の繰り上げられた番号ｎがビデオマネージャーメニューの言語ユニット（ＶＭＧＭ＿ＬＵ
＿Ｎｓ）の数（ａ）を越えないかが確認される。番号ｎがビデオマネージャーメニューの
言語ユニット（ＶＭＧＭ＿ＬＵ＿Ｎｓ）の数（ａ）以上に設定される場合には、ステップ
Ｓ１６に示すようにビデオマネージャーメニュー（ＶＭＧＭ）の為の検索動作が終了され
る。番号ｎがビデオマネージャーメニューの言語ユニット（ＶＭＧＭ＿ＬＵ＿Ｎｓ）の数
（ａ）以内であれば、ステップＳ１３に戻され、そのｎ番目のＶＭＧＭ＿ＬＵのサーチポ
インター（ＶＭＧＭ＿ＬＵ＿ＳＲＰ）が獲得され、再びステップＳ１３からステップＳ１
５が実行される。
【０１４４】
　ステップＳ１３において、ＶＭＧＭ＿ＬＵのサーチポインター（ＶＭＧＭ＿ＬＵ＿ＳＲ
Ｐ）に記述の言語コード（＝ｂ）（ＶＭＧＭ＿ＬＣＤ）が再生装置に指定の言語コード（
＝Ｂ）、即ち、デフォルトの言語コードに一致する場合には、ステップＳ１７に示すよう
にＶＭＧＭ＿ＬＵのサーチポインター（ＶＭＧＭ＿ＬＵ＿ＳＲＰ）に記述の言語コードに
対応するＶＭＧＭ言語ユニット（ＶＭＧＭ＿ＬＵ）２５２が獲得される。そのＶＭＧＭ言
語ユニット情報（ＶＭＧＭ＿ＬＵＩ）からＶＭＧＭ＿ＰＧＣＩの数（ＶＭＧＭ＿ＰＧＣＩ
＿Ｎｓ）が獲得される。次に、ステップＳ１８に示すようにＶＭＧＭ＿ＰＧＣＩサーチポ
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インター（ＶＭＧＭ＿ＰＧＣＩ＿ＳＲＰ）２５４からＶＭＧＭ＿ＰＧＣカテゴリー（ＶＭ
ＧＭ＿ＰＧＣ＿ＣＡＴ）が獲得される。従って、そのＶＭＧＭ＿ＰＧＣカテゴリー（ＶＭ
ＧＭ＿ＰＧＣ＿ＣＡＴ）からメニューＩＤ（＝“０００１”或いは“００１０”）に相当
し、エントリータイプに（＝１）に相当するＶＭＧＭ＿ＰＧＣ番号が獲得される。ここで
、メニューＩＤ（＝“０００１”或いは“００１０”）は、ＶＭＧＭ用の言語メニュー或
いはＶＭＧＭ用のタイトルメニューが該当している。獲得されたＶＭＧＭ＿ＰＧＣ番号に
相当するＶＭＧＭ＿ＰＧＣのスタートアドレス（ＶＭＧＭ＿ＰＧＣ＿ＳＡ）がＶＭＧＭ＿
ＰＧＣＩサーチポインター（ＶＭＧＭ＿ＰＧＣＩ＿ＳＲＰ）から獲得され、ステップ１９
に示すようにＶＭＧＭビデオオブジェクトセット（ＶＭＧＭ＿ＶＯＢＳ）２７６から該当
するＰＧＣが獲得され、ＰＧＣが再現される。
【０１４５】
　従って、１例として図６１で示すようなＶＭＧメニューが表示される。このようなメニ
ューで歌手が歌っているヒット曲集が集められたビデオタイトルセット、この例では、ビ
ートルズヒット曲集及びエルビスプレスリーヒット曲集（１－ａ，１－ｂ）及びそのカラ
オケに相当するビデオタイトルセット、この例では、ビートルズカラオケヒット曲集及び
エルビスプレスリーカラオケヒット曲集（２－ａ，２－ｂ）のいずれかを選択することが
できる。このメニューに従って、キー操作部及び表示部４から対応するキーを入力するこ
とによってカラオケヒット曲集（歌手別）が選択されると、そのカラオケ用ビデオタイト
ルセットのメニューが図６２に示すフローに従って再生される。
【０１４６】
　尚、ビデオマネージャーメ二ューの再生に際しては、システムＣＰＵ部５０は、ボリュ
ームマネージャー（ＶＭＧＩ）７５の情報管理テーブル（ＶＭＧＩ＿ＭＡＴ）７８に記述
されたボリュームメニュー用のビデオ、オーディオ、副映像のストリーム数及びそれぞれ
の属性情報を取得して属性情報を基に、各々のビデオデコーダ部５８、オーディオデコー
ダ部６０及び副映像デコーダ部６２にビデオマネージャーメ二ュー再生のためのパラメー
タが設定される。また、属性情報に従って、Ｄ／Ａ及び再生処理部６４内のビデオ処理部
２０１、オーディオ処理部２０２、オーディオミキシング部２０３及び副映像再生処理部
２０７がセットされる。
【０１４７】
　ビデオタイトルセットメニューの為のサーチが図６２のステップＳ２０に示す開始され
ると、このサーチによってタイトルセットサーチポインターテーブル（ＴＴ＿ＳＲＰＴ）
２７９がシステム用ＲＯＭ＆ＲＡＭ部５２の所定の場所に転送され、保存される。次に、
システムＣＰＵ部５０は、タイトルサーチポインターテーブル情報（ＴＳＰＴＩ）９２か
らタイトルサーチポインターテーブル（ＴＴ＿ＳＲＰＴ）７９の最終アドレスを獲得する
とともにキー操作／表示部４からの入力番号に応じたタイトルサーチポインター（ＴＴ＿
ＳＲＰ）９３から入力番号に対応したビデオタイトルセット番号（ＶＴＳＮ）、プログラ
ムチェーン番号（ＰＧＣＮ）及びビデオタイトルセットのスタートアドレス（ＶＴＳ＿Ｓ
Ａ）が獲得される。このタイトルセットのスタートアドレス（ＶＴＳ＿ＳＡ）からシステ
ムＣＰＵ部５０は、目的のタイトルセットを獲得することとなる。
【０１４８】
　次に、図２１に示すビデオタイトルセット７２のスタートアドレス（ＶＴＳ＿ＳＡ）か
ら図３３に示すようにそのタイトルセットのビデオタイトルセット情報（ＶＴＳＩ）２９
４が獲得される。このビデオタイトルセット情報（ＶＴＳＩ）２９４のビデオタイトルセ
ット情報の管理テーブル（ＶＴＳＩ＿ＭＡＴ）２９８から図３４に示すビデオタイトルセ
ット情報管理テーブル（ＶＴＳＩ＿ＭＡＴ）２９８の終了アドレス（ＶＴＳＩ＿ＭＡＴ＿
ＥＡ）が獲得される。また、オーディオ及び副映像データのストリーム数（ＶＴＳ＿ＡＳ
Ｔ＿Ｎｓ、ＶＴＳ＿ＳＰＳＴ＿Ｎｓ）及びビデオ、オーディオ及び副映像データの属性情
報（ＶＴＳ＿Ｖ＿ＡＴＲ，ＶＴＳ＿Ａ＿ＡＴＲ，ＶＴＳ＿ＳＰＳＴ＿ＡＴＲ）に基づいて
図１に示される再生装置の各部がその属性に従って設定される。即ち、属性情報に従って
、Ｄ／Ａ及び再生処理部６４内のビデオ処理部２０１、オーディオ処理部２０２、オーデ
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ィオミキシング部２０３及び副映像再生処理部２０７がセットされる。また、ＶＴＳカテ
ゴリー（ＶＴＳ＿ＣＡＴ）からこのビデオタイトルセットがカラオケであることが確認さ
れ、同様に再生装置の各部がカラオケ再生の為にセットされる。即ち、図１２及び図１３
を参照して説明した動作と同様に再生装置の各部がカラオケ再生の為にセットされる。
【０１４９】
　ビデオタイトルセット情報管理テーブル（ＶＴＳＩ＿ＭＡＴ）２９８からこのサーチに
よってビデオタイトルセットメニュー（ＶＴＳＭ）の為のＶＴＳＭ＿ＰＧＣＩユニットテ
ーブル（ＶＴＳ＿ＰＧＣＩ＿ＵＴ）３００のスタートアドレス（ＶＴＳＭ＿ＰＧＣＩ＿Ｕ
Ｔ＿ＳＡ）が獲得される。従って、ＶＴＳＭ＿ＰＧＣＩユニットテーブル３００が獲得さ
れ、このテーブル情報（ＶＴＳＭ＿ＰＧＣＩ＿ＵＴＩ）３００からビデオタイトルメニュ
ーの言語ユニット（ＶＴＳＭ＿ＬＵ＿Ｎｓ）の数（ａ）が獲得され、ステップＳ２１に示
すように一番目＃１（ｎ＝１）のＶＴＳＭ＿ＬＵのサーチポインター（ＶＴＳＭ＿ＬＵ＿
ＳＲＰ）３５１の取得が決定される。そのＶＭＧＭ＿ＬＵ３５２のサーチポインター（Ｖ
ＭＧＭ＿ＬＵ＿ＳＲＰ）３５１がステップＳ２２に示すように獲得される。ステップＳ２
３に示すようにＶＭＧＭ＿ＬＵ３５２のサーチポインター（ＶＭＧＭ＿ＬＵ＿ＳＲＰ）３
５１に記述の言語コード（＝ｂ）（ＶＴＳＭ＿ＬＣＤ）が再生装置に指定の言語コード（
＝Ｂ）、即ち、デフォルトの言語コードに一致するかが確認される。両者が一致しない場
合には、ステップ２４に示すようにサーチポインターの番号が繰り上げられ（ｎ＝ｎ＋１
）、その繰り上げられた番号ｎがビデオタイトルセットメニューの言語ユニット（ＶＴＳ
Ｍ＿ＬＵ＿Ｎｓ）の数（ａ）を越えないかが確認される。番号ｎがビデオタイトルセット
メニューの言語ユニット（ＶＴＳＭ＿ＬＵ＿Ｎｓ）の数（ａ）以上に設定される場合には
、ステップＳ２６に示すようにビデオタイトルセットメニュー（ＶＴＳＭ）の為の検索動
作が終了される。番号ｎがビデオタイトルセットメニューの言語ユニット（ＶＴＳＭ＿Ｌ
Ｕ＿Ｎｓ）の数（ａ）以内であれば、ステップＳ２２に戻され、そのｎ番目のＶＴＳＭ＿
ＬＵのサーチポインター（ＶＴＳＭ＿ＬＵ＿ＳＲＰ）３５１が獲得され、再びステップＳ
２３からステップＳ２５が実行される。
【０１５０】
　ステップＳ２３において、ＶＴＳＭ＿ＬＵのサーチポインター（ＶＭＧＭ＿ＬＵ＿ＳＲ
Ｐ）３５１に記述の言語コード（＝ｂ）（ＶＴＳＭ＿ＬＣＤ）が再生装置に指定の言語コ
ード（＝Ｂ）、即ち、デフォルトの言語コードに一致する場合には、ステップＳ２７に示
すようにＶＴＳＭ＿ＬＵのサーチポインター（ＶＭＧＭ＿ＬＵ＿ＳＲＰ）３５１に記述の
言語コードに対応するＶＴＳＭ言語ユニット（ＶＴＳＭ＿ＬＵ）３５２が獲得される。そ
のＶＭＧＭ言語ユニット情報（ＶＴＳＭ＿ＬＵＩ）からＶＴＳＭ＿ＰＧＣＩの数（　ＶＴ
ＳＭ＿ＰＧＣＩ＿Ｎｓ）が獲得される。次に、ステップＳ２８に示すようにＶＴＳＭ＿Ｐ
ＧＣＩサーチポインター（ＶＴＳＭ＿ＰＧＣＩ＿ＳＲＰ）３５４からＶＴＳＭ＿ＰＧＣカ
テゴリー（ＶＴＳＭ＿ＰＧＣ＿ＣＡＴ）が獲得される。従って、そのＶＴＳＭ＿ＰＧＣカ
テゴリー（ＶＴＳＭ＿ＰＧＣ＿ＣＡＴ）からメニューＩＤ（＝“０００１”或いは“００
１０”）に相当し、エントリータイプに（＝１）に相当するＶＴＳＭ＿ＰＧＣ番号が獲得
される。ここで、メニューＩＤ（＝“０００１”或いは“００１０”）は、ＶＴＳＭ用の
言語メニュー或いはＶＴＳＭ用のタイトルメニューが該当している。獲得されたＶＴＳＭ
＿ＰＧＣ番号に相当するＶＴＳＭ＿ＰＧＣのスタートアドレス（ＶＴＳＭ＿ＰＧＣ＿ＳＡ
）がＶＴＳＭ＿ＰＧＣＩサーチポインター（ＶＴＳＭ＿ＰＧＣＩ＿ＳＲＰ）から獲得され
、ステップ２９に示すようにＶＴＳＭビデオオブジェクトセット（ＶＴＳＭ＿ＶＯＢＳ）
２７６から該当するＰＧＣが獲得され、ＰＧＣが再現される。
【０１５１】
　従って、１例として図６３で示すようなＶＴＳメニューが表示される。このようなメニ
ューでは、ビデオタイトルセット、この例では、エルビスプレスリーカラオケヒット曲集
に相当するビデオタイトルセットであって、彼のヒット曲１番からｎ番の曲のいずれかの
プログラムチェーン（ＰＧＣ）を選択することができる。このメニューに従って、キー操
作部及び表示部４から対応するキーを入力することによってカラオケ曲が選択されると、

10

20

30

40

50

(41) JP 3906283 B2 2007.4.18



サブメニューに該当する、例えば、図６４に示すような歌詞を選択するメニューが表示さ
れる。即ち、副映像として既に説明したように３２個の副映像ストリームが用意されてい
ることからカラオケ提供者は、例えば、英語、日本語、ドイツ語、フランス語等の歌詞を
用意し、音楽に合わせて、即ち、図５９に示す同期情報（ＳＹＮＣＩ）を利用してその副
映像を表示させることができる。また、その他のサブメニューとして８個のオーディオス
トリームから１つを選択するメニューを用意することができる。即ち、演奏のみが格納さ
れているオーディオストリーム、演奏にガイドメロディーが付加されているオーディオス
トリーム、演奏とともにデュエットの相手の音声が格納されているオーディオストリーム
のいずれかを選択することができる。このようなメニューから選択項目を選定すると、そ
の選択曲に相当するプログラムチェーンが再生される。
【０１５２】
　尚、ビデオタイトルセット（ＶＴＳ）の為のメニュー（ＶＴＳＭ）が単純な構成である
場合には、図３４に示すビデオタイトルセット情報管理テーブル（ＶＴＳＩ＿ＭＡＴ）２
９８からビデオタイトルセットのメニュー用のビデオオブジェクトセット（ＶＴＳＭ＿Ｖ
ＯＢ）２９５のスタートアドレス（ＶＴＳＭ＿ＶＯＢ＿ＳＡ）が獲得されてそのビデオオ
ブジェクトセット（ＶＴＳＭ＿ＶＯＢ）２９５によってビデオタイトルセットのメニュー
が表示される。
【０１５３】
　この副映像ストリーム及びオーディオストリームの変更、或いは、図６５に示すフロー
チャートに従って実行される。始めに、ステップＳ３０に示すようにメニューで副映像ス
トリーム、或いは、オーディオストリームの選択、或いは、変更が指定される。ここでは
、Ｘ番目のストリームを指定しているものとする。この指定の後に、ステップＳ３１に示
すように現在選択されているビデオタイトルセット中のＶＴＳ管理テーブル（　ＶＴＳ　
＿ＭＡＴ）２９８のＶＴＳ＿ＡＳＴ＿Ｎｓ或いはＶＴＳＳＰＳＴ＿Ｎｓからオーディオス
トリームの数（ｎ）、或いは、副映像ストリームの数（ｎ）が獲得される。ステップＳ３
２に示すように選択されたＸ番目のストリームがストリームの数ｎより小さいかが確認さ
れる。ストリームの数ｎよりも選択されたストリームの番号Ｘが大きい場合には、該当す
るストリームがないとしてストリームの選択動作が中止される。ストリームの数ｎよりも
選択されたストリームの番号Ｘが小さい場合には、選択されたＰＧＣに対応するＰＧＣＩ
一般情報（ＰＧＣＩ＿ＧＩ）３０５からステップＳ３３に示すようにそのＰＧＣ中で使用
可能なストリームに関するオーディオ、或いは、副映像ストリーム制御情報としてＰＧＣ
Ｉ＿ＡＳＴ＿ＣＴＬ或いはＰＧＣＩ＿ＳＰＳＴ＿ＣＴＬが獲得される。ここで、ステップ
Ｓ３４に示すように使用可能なｍ個のストリーム中に選択された番号Ｘのストリームがな
い場合には、該当するストリームがないとしてストリームの選択動作が中止される。ステ
ップＳ３４に示すように使用可能なｍ個のストリーム中に選択された番号Ｘのストリーム
がある場合には、ステップ３５に示すように選択されたＸ番目のオーディオストリーム属
性（ＶＴＳ＿ＡＳＴ＿ＳＰＳＴ）、或いは、副映像ストリームの属性（ＶＴＳ＿ＳＰＳＴ
＿ＳＰＳＴ）が獲得される。この属性に従って、ステップ３６に示すように属性パラメー
タがセットされる。次に、ステップ３７に示すようにストリーム番号Ｘがシステムパラメ
ータとしてセットされる。このようにストリーム番号が特定されることによって、ステッ
プＳ３８に示すように特定のストリームを選定して再生する動作が終了する。
【０１５４】
　プログラムチェーン（ＰＧＣ）、即ち、具体的な曲がキー操作／表示部４で指定される
場合には、次のような手順で対象とするプログラムチェーンがサーチされる。このプログ
ラムチェーンのサーチは、ビデオタイトルセットにおけるタイトルの為のプログラムチェ
ーンに限らず、メニューがプログラムチェーンで構成される比較的複雑なメニューにおい
てもそのメニューの為のプログラムチェーンのサーチに関しても同様の手順が採用される
。ビデオタイトルセット情報（ＶＴＳＩ）２９４の管理テーブル（ＶＴＳＩ＿ＭＡＴ）２
９８に記述される図３４に示すビデオタイトルセット（ＶＴＳ）内のプログラムチェーン
情報テーブル（ＶＴＳ＿ＰＧＣＩＴ）３００のスタートアドレスが獲得されて図３６に示
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すそのＶＴＳプログラムチェーン情報テーブルの情報（ＶＴＳ＿ＰＧＣＩＴ＿Ｉ）３０２
が読み込まれる。この情報（ＶＴＳ＿ＰＧＣＩＴ＿Ｉ）３０２から図３７に示すプログラ
ムチェーンの数（ＶＴＳ＿ＰＧＣ＿Ｎｓ）及びテーブル３００の終了アドレス（ＶＴＳ＿
ＰＧＣＩＴ＿ＥＡ）が獲得される。
【０１５５】
　キー操作／表示部４でプログラムチェーンの番号が指定されると、その番号に対応した
図３６に示すＶＴＳ＿ＰＧＣＩＴサーチポインター（ＶＴＳ＿ＰＧＣＩＴ＿ＳＲＰ）３０
３から図３８に示すそのプログラムチェーンのカテゴリー（ＶＴＳ＿ＰＧＣＩＴ＿ＣＡＴ
）及びそのサーチポインター（ＶＴＳ＿ＰＧＣＩＴ＿ＳＲＰ）３０３に対応したＶＴＳ＿
ＰＧＣ情報１０４のスタートアドレスが獲得される。このプログラムチェーンのカテゴリ
ーから該当するプログラムチェーンがカラオケであることが確認される。また、スタート
アドレス（ＶＴＳ＿ＰＧＣＩ＿ＳＡ）によって図３９に示すプログラムチェーン一般情報
（ＰＧＣ＿ＧＩ）が読み出される。この一般情報（ＰＧＣ＿ＧＩ）によってもプログラム
チェーン（ＰＧＣ）のカテゴリーが獲得される。また、この一般情報（ＰＧＣ＿ＧＩ）に
よって再生時間（ＰＧＣ＿ＣＡＴ、ＰＧＣ＿ＰＢ＿ＴＩＭＥ）等が獲得され、その一般情
報（ＰＧＣ＿ＧＩ）に記載したセル再生情報テーブル（Ｃ＿ＰＢＩＴ）及びセル位置情報
テーブル（Ｃ＿ＰＯＳＩＴ）１０８のスタートアドレス（Ｃ＿ＰＢＩＴ＿ＳＡ、Ｃ＿ＰＯ
ＳＩＴ＿ＳＡ）が獲得される。スタートアドレス（Ｃ＿ＰＢＩＴ＿ＳＡ）から図４５に示
すセル位置情報（Ｃ＿ＰＯＳＩ）として図４６に示すようなビデオオブジェクトの識別子
（Ｃ＿ＶＯＢ＿ＩＤＮ）及びセルの識別番号（Ｃ＿ＩＤＮ）が獲得される。
【０１５６】
　また、スタートアドレス（Ｃ＿ＰＯＳＩＴ＿ＳＡ）から図４４に示すセル再生情報（Ｃ
＿ＰＢＩ）が獲得され、その再生情報（Ｃ＿ＰＢＩ）に記載の図４２セル中の最初のＶＯ
ＢＵ８５のスタートアドレス（Ｃ＿ＦＶＯＢＵ＿ＳＡ）及び最終のＶＯＢＵのスタートア
ドレス（Ｃ＿ＬＶＯＢＵ＿ＳＡ）が獲得されてその目的とするセルがサーチされる。セル
の再生順序は、図３９に示されるＰＧＣプログラムマップ（ＰＧＣ＿ＰＧＭＡＰ）３０６
の図４１に示すプログラムのマップを参照して次々に再生セル２８４が決定される。この
ように決定されたプログラムチェーンのデータセル２８４が次々にビデオオブジェクトセ
ット２９６から読み出されてシステムプロセッサ部５４を介して、データＲＡＭ部５６に
入力される。このデータセル２８４は、再生時間情報を基にビデオデコーダ部５８、オー
ディオデコーダ部６０及び副映像デコーダ部６２に与えられてデコードされ、Ｄ／Ａ及び
再生処理部６４で信号変換されてモニター部６に画像が再現されるとともにスピーカー部
８、９から音声が再生される。
【０１５７】
　カラオケの再生に関しては、既に初期バージョンに係る光ディスクからのカラオケ再生
に関して図１２、図１３及び図１４Ａから図１４Ｆを参照して説明した記載を参照された
い。図１２、図１３及び図１４Ａから図１４Ｆの説明においてシーケンスは、プログラム
チェーンに置き換えられたい。
【０１５８】
　尚、上述した説明においては、あるタイトルセットには、音声付きオーディオであり、
他のタイトルセットは、カラオケが該当するとして説明したが、全てのタイトルセットが
カラオケであっても良いことは、明らかである。
【０１５９】
　また、タイトルセット毎、或いは、プログラムチェーン毎に次のようなカラオケを用意
してもよい。例えば、年代別の曲集をタイトルセット毎、或いは、プログラムチェーンで
用意しても良い。例えば、１９６０年代ヒット曲集及び１９８０年代ヒット曲集のタイト
ルセット、或いは、プログラムチェーンを用意しても良い。また、歌手別のタイトルセッ
ト毎、或いは、プログラムチェーンで用意しても良い。例えば、ビートルズヒット曲集及
びエルビスプレスリーヒット曲集のタイトルセット、或いは、プログラムチェーンを用意
しても良い。その他、ジャンル別、例えば、カントリーソング集、歌唱法別、例えば、ソ
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ロ曲集或いはデュエット曲集、等の分類別にタイトルセット毎、或いは、プログラムチェ
ーンで用意しても良い。
【０１６０】
プログラムチェーンで曲名集を指定した場合には、プログラムが各カラオケ曲に対応する
こととなる。
【０１６１】
　次に、図６６から図７１を参照して図１５から図５９に示す論理フォーマットで映像デ
ータ及びこの映像データを再生するための光ディスク１０への記録方法及びその記録方法
が適用される記録システムについて説明する。
【０１６２】
　図６６は、映像データをエンコーダしてあるタイトルセット８４の映像ファイル８８を
生成するエンコーダシステムが示されている。図６６に示されるシステムにおいては、主
映像データ、オーディオデータ及び副映像データのソースとして、例えば、ビデオテープ
レコーダ（ＶＴＲ）２０１、オーディオテープレコーダ（ＡＴＲ）２０２及び副映像再生
器（Ｓｕｂｐｉｃｔｕｒｅ、ｓｏｕｒｃｅ）２０３が採用される。これらは、システムコ
ントローラ（Ｓｙｓ、ｃｏｎ）２０５の制御下で主映像データ、オーディオデータ及び副
映像データを発生し、これらが夫々ビデオエンコーダ（ＶＥＮＣ）２０６、オーディオエ
ンコーダ（ＡＥＮＣ）２０７及び副映像エンコーダ（ＳＰＥＮＣ）２０８に供給され、同
様にシステムコントローラ（Ｓｙｓ、ｃｏｎ）２０５の制御下でこれらエンコーダ２０６
、２０７、２０８でＡ／Ｄ変換されると共に夫々の圧縮方式でエンコードされ、エンコー
ドされた主映像データ、オーディオデータ及び副映像データ（Ｃｏｍｐ、Ｖｉｄｅｏ、Ｃ
ｏｍｐ、Ａｕｄｉｏ、Ｃｏｍｐ、Ｓｕｂ－ｐｉｃｔ）としてメモリ２１０、２１１、２１
２に格納される。
【０１６３】
　この主映像データ、オーディオデータ及び副映像データ（Ｃｏｍｐ、Ｖｉｄｅｏ、Ｃｏ
ｍｐ、Ａｕｄｉｏ、Ｃｏｍｐ、Ｓｕｂ－ｐｉｃｔ）は、システムコントローラ（Ｓｙｓ、
ｃｏｎ）２０５によってファイルフォーマッタ（ＦＦＭＴ）２１４に出力され、既に説明
したようなこのシステムの映像データのファイル構造に変換されるとともに各データの設
定条件及び属性等の管理情報がファイルとしてシステムコントローラ（Ｓｙｓ、ｃｏｎ）
２０５によってメモリ２１６に格納される。
【０１６４】
　以下に、映像データからファイルを作成するためのシステムコントローラ（Ｓｙｓ、ｃ
ｏｎ）２０５におけるエンコード処理の標準的なフローを説明する。
【０１６５】
　図６７に示されるフローに従って主映像データ及びオーディオデータがエンコードされ
てエンコード主映像及びオーディオデータ（Ｃｏｍｐ、Ｖｉｄｅｏ、Ｃｏｍｐ、Ａｕｄｉ
ｏ）のデータが作成される。即ち、エンコード処理が開始されると、図６７のステップ７
０に示すように主映像データ及びオーディオデータのエンコードにあたって必要なパラメ
ータが設定される。この設定されたパラメータの一部は、システムコントローラ（Ｓｙｓ
、ｃｏｎ）２０５に保存されるとともにファイルフォーマッタ（ＦＦＭＴ）２１４で利用
される。ステップＳ２７１で示すようにパラメータを利用して主映像データがプリエンコ
ードされ、最適な符号量の分配が計算される。ステップＳ２７２に示されるようにプリエ
ンコードで得られた符号量分配に基づき、主映像のエンコードが実行される。このとき、
オーディオデータのエンコードも同時に実行される。ステップＳ２７３に示すように必要
であれば、主映像データの部分的な再エンコードが実行され、再エンコードした部分の主
映像データが置き換えられる。この一連のステップによって主映像データ及びオーディオ
データがエンコードされる。また、ステップＳ２７４及びＳ２７５に示すように副映像デ
ータがエンコードされエンコード副映像データ（Ｃｏｍｐ、Ｓｕｂ－ｐｉｃｔ）が作成さ
れる。即ち、副映像データをエンコードするにあたって必要なパラメータが同様に設定さ
れる。ステップＳ２７４に示すように設定されたパラメータの一部がシステムコントロー
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ラ（Ｓｙｓ、ｃｏｎ）２０５に保存され、ファイルフォーマッタ（ＦＦＭＴ）２１４で利
用される。このパラメータに基づいて副映像データがエンコードされる。この処理により
副映像データがエンコードされる。
【０１６６】
　図６８に示すフローに従って、エンコードされた主映像データ、オーディオデータ及び
副映像データ（Ｃｏｍ、Ｖｉｄｅｏ、Ｃｏｍｐ、Ａｕｄｉｏ、Ｃｏｍｐ、Ｓｕｂ－ｐｉｃ
ｔ）が組み合わされて図１５及び図５９を参照して説明したような映像データのタイトル
セット構造に変換される。即ち、ステップＳ２７６に示すように映像データの最小単位と
してのセルが設定され、セルに関するセル再生情報（Ｃ＿ＰＢＩ）が作成される。次に、
ステップＳ２７７に示すようにプログラムチェーンを構成するセルの構成、主映像、副映
像及びオーディオ属性等が設定され（これらの属性情報の一部は、各データエンコード時
に得られた情報が利用される。）、図３３に示すようにプログラムチェーンに関する情報
を含めたビデオタイトルセット情報管理テーブル情報（ＶＴＳＩ＿ＭＡＴ）２７８及びビ
デオタイトルセットプログラムチェーンテーブル（ＶＴＳ＿ＰＧＣＩＴ）３００が作成さ
れる。このとき必要に応じてビデオタイトルセットダイレクトアクセスポインターテーブ
ル（ＶＴＳ＿ＤＡＰＴ）も作成される。エンコードされた主映像データ、オーディオデー
タ及び副映像データ（Ｃｏｍ、Ｖｉｄｅｏ、Ｃｏｍｐ、Ａｕｄｉｏ、Ｃｏｍｐ、Ｓｕｂ－
ｐｉｃｔ）が一定のパックに細分化され、各データのタイムコード順に再生可能なように
、ＶＯＢＵ単位毎にその先頭にＮＶパックを配置しながら各データセルが配置されて図６
に示すような複数のセルで構成されるビデオオブジェクト（ＶＯＢ）が構成され、このビ
デオオブジェクトのセットでタイトルセットの構造にフォーマットされる。
【０１６７】
　尚、図６８に示したフローにおいて、プログラムチェーン情報は、ステップＳ２７７の
過程で、システムコントローラ（Ｓｙｓ、ｃｏｎ）２０５のデータベースを利用したり、
或いは、必要に応じてデータを再入力する等を実行し、プログラムチェーン情報（ＰＧＩ
）として記述される。
【０１６８】
　図６９は、上述のようにフォーマットされたタイトルセットを光ディスクへ記録するた
めのディスクフォーマッタのシステムを示している。図６９に示すようにディスクフォー
マッタシステムでは、作成されたタイトルセットが格納されたメモリ２２０、２２２から
これらファイルデータがボリュームフォーマッタ（ＶＦＭＴ）２２６に供給される。ボリ
ュームフォーマッタ（ＶＦＭＴ）２２６では、タイトルセット２８４、２８６から管理情
報が引き出されてビデオマネージャー７１が作成され、図１５に示す配列順序でディスク
１０に記録されるべき状態の論理データが作成される。ボリュームフォーマッタ（ＶＦＭ
Ｔ）２２６で作成された論理データにエラー訂正用のデータがディスクフォーマッタ（Ｄ
ＦＭＴ）２２８において付加され、ディスクへ記録する物理データに再変換される。変調
器２３０において、ディスクフォーマッタ（ＤＦＭＴ）２２８で作成された物理データが
実際にディスクへ記録する記録データに変換され、この変調処理された記録データが記録
器２３２によってディスク１０に記録される。
【０１６９】
　上述したディスクを作成するための標準的なフローを図７０及び図７１を参照して説明
する。図７０には、ディスク１０に記録するための論理データが作成されるフローが示さ
れている。即ち、ステップＳ２８０で示すように映像データファイルの数、並べ順、各映
像データファイル大きさ等のパラメータデータが始めに設定される。次に、ステップＳ２
８１で示すように設定されたパラメータと各ビデオタイトルセット７２のビデオタイトル
セット情報２８１からビデオマネージャー７１が作成される。その後、ステップＳ２８２
に示すようにビデオマネージャー７１、ビデオタイトルセット７２の順にデータが該当す
る論理ブロック番号に沿って配置され、ディスク１０に記録するための論理データが作成
される。
【０１７０】
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　その後、図７１に示すようなディスクへ記録するための物理データを作成するフローが
実行される。即ち、ステップＳ２８３で示すように論理データが一定バイト数に分割され
、エラー訂正用のデータが生成される。次にステップＳ２８４で示すように一定バイト数
に分割した論理データと、生成されたエラー訂正用のデータが合わされて物理セクタが作
成される。その後、ステップＳ２８５で示すように物理セクタを合わせて物理データが作
成される。このように図７１に示されたフローで生成された物理データに対し、一定規則
に基づいた変調処理が実行されて記録データが作成される。その後、この記録データがデ
ィスク１０に記録される。
【０１７１】
　上述した実施例においては、記録媒体として高密度記録タイプの光ディスクについて説
明したが、この発明は、光ディスク以外の他の記憶媒体、例えば、磁気ディスク或いはそ
の他の物理的に高密記録可能な記憶媒体等にも適用することができる。
【図面の簡単な説明】
【０１７２】
【図１】この発明の一実施例に係る光ディスク装置の概略を示すブロック図である。
【図２】図１に示したディスクドライブ装置の機構部の詳細を示すブロック図である。
【図３】図１に示したディスクドライブ装置に装填される光ディスクの構造を概略的に示
す斜視図である。
【図４】図３に示す光ディスクの初期バージョンに係る論理フォーマットの構造を示す説
明図である。
【図５】図４に示されるディスク情報ファイルの構造を示す説明図である。
【図６】図４に示されるムービーファイル及びミュージックファイル等のファイルの構造
を示す説明図である。
【図７】図６に示されるファイルの映像データエリアの階層構造を説明する為の説明図で
ある。
【図８】図７に示された映像セルを構成する１ＧＯＰを示す説明図である。
【図９】図６に示されるファイル管理情報エリアのセル情報テーブルに記述されるパラメ
ータを示す説明図である。
【図１０】図６に示されるファイル管理情報エリアのシーケンス情報テーブルに記述され
るパラメータを示す説明図である。
【図１１】図６に示されるファイル管理情報エリアのファイル管理テーブルに記述される
パラメータを示す説明図である。
【図１２】図１に示されるＤ／Ａ＆再生処理部内のオーディオの音声制御回路を詳細に示
すブロック図である。
【図１３】図１に示されるシステムにおけるカラオケモード時の再生装置の動作を説明す
る為のフローチャートである。
【図１４】図１に示されるシステムにおけるキー操作に対する画面表示の例を示す説明図
である。
【図１５】図４に示す初期バージョンに係る光ディスクの論理フォーマットを改良した改
良バーションに係る光ディスクの論理フォーマットの構造を示す。
【図１６】図１５に示されるビデオマネージャーの構造を示す。
【図１７】図１５に示されビデオオブジェクトセット（ＶＯＢＳ）の構造を示す例である
。
【図１８】図１５に示されたビデオマネージャー（ＶＭＧＩ）内のボリュームマネージャ
ー情報管理テーブル（ＶＭＧＩ＿ＭＡＴ）のパラメータ及び内容を示す。
【図１９】図１６に示されたビデオマネージャー（ＶＭＧＩ）内のタイトルサーチポイン
ターテーブル（ＴＳＰＴ）の構造を示す。
【図２０】図１９に示したタイトルサーチポインターテーブル（ＴＳＰＴ）のタイトルサ
ーチポインターテーブルの情報（ＴＳＰＴＩ）のパラメータ及び内容を示す。
【図２１】図１９に示したタイトルサーチポインターテーブル（ＴＳＰＴ）の入力番号に
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対応したタイトルサーチポインター（ＴＴ＿ＳＲＰ）のパラメータ及び内容を示す。
【図２２】ファイルに格納されるプログラムチェーンの構造を説明するための図。
【図２３】図１６に示すビデオマネージャーメニューＰＧＣＩユニットテーブル（ＶＭＧ
Ｍ＿ＰＧＣＩ＿ＵＴ）の構造を示す。
【図２４】図２３に示されるＶＭＧＭ＿ＰＧＣＩユニットテーブル情報のパラメータ及び
内容を示す。
【図２５】図１６に示すビデオマネージャーメニュー言語ユニットサーチポインターのパ
ラメータ及び内容を示す。
【図２６】図２３に示されたビデオマネージャーメニュー言語ユニットの構造を示す。
【図２７】図２６に示されたビデオマネージャーメニュー言語ユニット情報のパラメータ
及び内容を示す。
【図２８】図２６に示されたビデオマネージャーメニュープログラムチェーン情報のパラ
メータ及び内容を示す。
【図２９】図１６に示されたビデオタイトルセット属性テーブルの構造を示す。
【図３０】図２９に示されるビデオタイトルセット属性テーブル情報のパラメータ及び内
容を示す。
【図３１】図２９に示されるビデオタイトルセット属性サーチポインターのパラメータ及
び内容を示す。
【図３２】図２９に示されるビデオタイトルセット属性のパラメータ及び内容を示す。
【図３３】図１６に示したビデオタイトルセットの構造を示す。
【図３４】図３３に示したビデオタイトルセット情報（ＶＴＳＩ）のビデオタイトルセッ
ト情報の管理テーブル（ＶＴＳＩ＿ＭＡＴ）のパラメータ及び内容を示す。
【図３５】図３３に示したテーブル（ＶＴＳＩ＿ＭＡＴ）に記述されるオーディオストリ
ーム属性（ＶＴＳ＿ＡＳＴ＿ＡＴＲ）のビットマップテーブルを示している。
【図３６】図３３に示したビデオタイトルセットプログラムチェーン情報のテーブル（Ｖ
ＴＳ＿ＰＧＣＩＴ）の構造を示す。
【図３７】図３６に示したビデオタイトルセットプログラムチェーン情報のテーブル（Ｖ
ＴＳ＿ＰＧＣＩＴ）の情報（ＶＴＳ＿ＰＧＣＩＴＩ）のパラメータ及び内容を示す。
【図３８】図３６に示したビデオタイトルセットプログラムチェーン情報のテーブル（Ｖ
ＴＳ＿ＰＧＣＩＴ）のサーチポインター（ＶＴＳ＿ＰＧＣＩＴ＿ＳＲＰ）のパラメータ及
び内容を示す。
【図３９】図３６に示したビデオタイトルセットプログラムチェーン情報のテーブル（Ｖ
ＴＳ＿ＰＧＣＩＴ）のプログラムチェーンに対応したビデオタイトルセットの為のプログ
ラムチェーン情報（ＶＴＳ＿ＰＧＣＩ）の構造を示す。
【図４０】図３９に示したプログラムチェーン情報（ＶＴＳ＿ＰＧＣＩ）のプログラムチ
ェーンの一般情報（ＰＧＣ＿ＧＩ）のパラメータ及び内容を示す。
【図４１】図３９に示したプログラムチェーン情報（ＶＴＳ＿ＰＧＣＩ）のプログラムチ
ェーンのマップ（ＰＧＣ＿ＰＧＭＡＰ）の構造を示す。
【図４２】図４１に示したプログラムチェーンのマップ（ＰＧＣ＿ＰＧＭＡＰ）に記述さ
れるプログラムに対するエントリーセル番号（ＥＣＥＬＬＮ）のパラメータ及び内容を示
す。
【図４３】図３９に示したプログラムチェーン情報（ＶＴＳ＿ＰＧＣＩ）のセル再生情報
テーブル（Ｃ＿ＰＢＩＴ）の構造を示す。
【図４４】図４３に示したセル再生情報テーブル（Ｃ＿ＰＢＩＴ）のセル再生情報（Ｃ＿
ＰＢＩ）のパラメータ及び内容を示す。
【図４５】図３９に示したプログラムチェーン情報（ＶＴＳ＿ＰＧＣＩ）のセル位置情報
（Ｃ＿ＰＯＳＩ）の構造を示す。
【図４６】図４５に示したセル位置情報（Ｃ＿ＰＯＳＩ）のパラメータ及び内容を示す。
【図４７】図３３に示したビデオタイトルセットメニューＰＧＣユニットテーブルの構造
を示す。
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【図４８】図４７に示されたビデオタイトルセットＰＧＣＩユニットテーブル情報のパラ
メータ及び内容を示す。
【図４９】図４７に示されたビデオタイトルセット言語サーチポインターのパラメータ及
び内容を示す。
【図５０】図４７に示されたビデオタイトルセットメニュー言語ユニットの構造を示す。
【図５１】図５０に示されたビデオタイトルセットメニュー言語ユニット情報のパラメー
タ及び内容を示す。
【図５２】図５０に示されたビデオタイトルセットＰＧＣＩサーチポインターのパラメー
タ及び内容を示す。
【図５３】図１７に示したナビゲーションパックの構造を示す。
【図５４】図１７に示したビデオ、オーディオ、副映像パックの構造を示す。
【図５５】図５３に示されるナビゲーションパックの再生制御情報（ＰＣＩ）のパラメー
タ及び内容を示す。
【図５６】図５５に示される再生制御情報（ＰＣＩ）中の一般情報（ＰＣＩ＿ＧＩ）のパ
ラメータ及び内容を示す。
【図５７】図５３に示されるナビゲーションパックのディスクサーチ情報（ＤＳＩ）のパ
ラメータ及び内容を示す。
【図５８】図５７に示されるディスクサーチ情報（ＤＳＩ）のＤＳＩ一般情報（ＤＳＩ＿
ＧＩ）のパラメータ及び内容を示す。
【図５９】図５７に示されるビデオオブジェクト（ＶＯＢ）の同期再生情報（ＳＹＮＣＩ
）のパラメータ及びその内容を示す。
【図６０】ビデオマネージャーメニューの検索動作を示すフローチャートである。
【図６１】ビデオマネージャーメニューの一例を示す。
【図６２】ビデオタイトルセットメニューの検索動作を示すフローチャートである。
【図６３】ビデオタイトルセットメニューの一例を示す。
【図６４】ビデオタイトルセットメニューの他の例を示す。
【図６５】オーディオストリーム及び副映像ストリームの選択動作を示すフローチャート
である。
【図６６】ビデオデータをエンコーダしてビデオファイルを生成するエンコーダシステム
を示すブロック図である。
【図６７】図６６に示されるエンコード処理を示すフローチャートである。
【図６８】図６７に示すフローでエンコードされた主ビデオデータ、オーディオデータ及
び副映像データを組み合わせてビデオデータのファイルを作成するフローチャートである
。
【図６９】フォーマットされたビデオファイルを光ディスクへ記録するためのディスクフ
ォーマッタのシステムを示すブロック図である。
【図７０】図５６に示されるディスクフォーマッタにおけるディスクに記録するための論
理データを作成するフローチャートである。
【図７１】論理データからディスクへ記録するための物理データを作成するフローチャー
トである。
【符号の説明】
【０１７３】
　６　…　モニター部、８　…　スピーカー部、１０　…　光ディスク、１４　…　透明
基盤、１６　…　光反射層、２８　…　データ記録領域、３０　…　ディスクドライブ部
、３２　…　光ピックアップ、３４　…　対物レンズ、３６　…　フォ―カス駆動回路、
３７　…　駆動回路、４４　…　サーボ処理回路、５０　…　システムＣＰＵ、５４　…
　システムプロセッサ部、５６　…　データＲＡＭ部、５８　…　ビデオデコーダ部、６
０　…　オーディオデコード部、６２　…　副映像デコーダ部、６４　…　Ｄ／Ａ及び再
生処理回路、７０　…　ボリューム管理情報領域、７２　…　システム領域、７４　…　
ボリューム管理エリア、７６　…　ディスク情報ファイル、７８　…　ファイル、７１　
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…　基本ボリューム記述子エリア、７３　…　ボリューム記述子集合終端子エリア、７５
　…　バステーブルレコードエリア、７７　…　ディレクトリレコードエリア、８０　…
　ファイル領域、８２　…　ファイル管理情報エリア、８４　…　メニュー映像データエ
リア、８６　…　ディスク構成情報エリア、８７　…　メニュー構成情報エリア、８８　
…　セル情報テーブル、９０　…　メニューデータセル、１０１　…　ファイル管理情報
エリア、１０２　…　映像用データエリア、１１３　…　ファイル管理テーブル、１１４
　…　シーケンス情報テーブル、１１５　…　セル情報テーブル、１２０　…　マイク音
声入力部、１２４　…　副音声信号振幅調整部、１２５　…　副音声信号Ｌ／Ｒバランス
調整部、１２６　…　音声調子制御部、１２９　…　残響効果制御手段、２０１　…　ビ
デオテープレコーダ、２０２　…　オーディオテープレコーダ、２０３　…　副映像再生
器、２０５　…　システムコントローラ、２０６　…　ビデオエンコーダ、２０７　…　
オーディオエンコーダ、２０８　…　副映像エンコーダ、２０５　…　システムコントロ
ーラ、２２０、２２２　…　メモリ、２２６　…　ボリュームフォーマッタ、２２８　…
　ディスクフォーマッタ、２３０　…　変調器、２３２　…　記録器、２７０　…　ボリ
ューム及びファイル構造領域、２７１　…　ビデオマネージャー（ＶＭＧ）、２７２　…
　ビデオタイトルセット（ＶＴＳ）、２７３　…　他の記録領域、２７４　…　ファイル
、２７５　…　ビデオマネージャー情報（ＶＭＧＩ）、２７６　…　ビデオマネージャー
メニューの為のビデオオブジェクトセット（ＶＭＧＭ＿ＶＯＢＳ）、２７７　…　ビデオ
マネージャー情報のバックアップ（ＶＭＧＩ＿ＢＵＰ）、２７８　…　ビデオ管理情報管
理テーブル（ＶＭＧＩ＿ＭＡＴ）、２７９　…　タイトルサーチポインターテーブル（Ｔ
Ｔ＿ＳＲＰＴ）、２８０　…　ビデオタイトルセット属性テーブル（ＶＴＳ＿ＡＴＲＴ）
、２８２　…　ビデオオブジェクトセット（ＶＯＢＳ）、２８３　…　ビデオオブジェク
ト（ＶＯＢ）、２８４　…　セル９５、２８５　…　ビデオオブジェクトユニット（ＶＯ
ＢＵ）、２８６　…　ナビゲーションパック（ＮＶパック）、２８８　…　ビデオパック
（Ｖパック）、２９０　…　副映像パック（ＳＰパック）、２９１　…　オーディオパッ
ク（Ａパック）、２９５　…　ビデオタイトルセットのメニュー用ビデオオブジェクトセ
ット（ＶＴＳＭ＿ＶＯＢＳ）、
２９６　…　ビデオタイトルセットのタイトルの為のビデオオブジェクトセット（ＶＴＳ
ＴＴ＿ＶＯＢＳ）、２９７　…　ビデオタイトルセット情報（ＶＴＳＩ）のバックアップ
、２９８　…　ビデオタイトルセット情報管理テーブル（ＶＴＳＩ＿ＭＡＴ）、２９９　
…　ビデオタイトルセットパートオブタイトルサーチポインターテーブル（ＶＴＳ＿ＰＴ
Ｔ＿ＳＲＰＴ）、３００　…　ビデオタイトルセットプログラムチェーン情報テーブル（
ＶＴＳ＿ＰＧＣＩＴ）、３０１　…　ビデオタイトルセットタイムサーチマップテーブル
（ＶＴＳ＿ＭＡＰＴ）、３０４　…　ＰＧＣ情報（ＶＴＳ＿ＰＧＣＩ）、３０６　…　プ
ログラムチェーンプログラムマップ（ＰＧＣ＿ＰＧＭＡＰ）、３０７　…　セル再生情報
テーブル（Ｃ＿ＰＢＩＴ）、３０８　…　セル位置情報テーブル（Ｃ＿ＰＯＳＩＴ）、３
１１　…　ビデオタイトルセットメニューＰＧＣＩユニットテーブル（ＶＴＳＭ＿ＰＧＣ
Ｉ＿ＵＴ）、３１２　…　ビデオタイトルセットセルアドレステーブル（ＶＴＳ＿Ｃ＿Ａ
ＤＴ）、３１３　…　ＶＴＳ＿ＰＧＣＩＴサーチポインター（ＶＴＳ＿ＰＧＣＩＴ＿ＳＲ
Ｐ）、３１６　…　ＰＣＩパケット、３１７　…　ＤＳＩパケット
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】 【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】 【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】
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【 図 １ ７ 】 【 図 １ ８ 】

【 図 １ ９ 】

【 図 ２ ０ 】

【 図 ２ １ 】

【 図 ２ ２ 】
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【 図 ２ ３ 】

【 図 ２ ４ 】

【 図 ２ ５ 】

【 図 ２ ６ 】

【 図 ２ ７ 】

【 図 ２ ８ 】

【 図 ２ ９ 】 【 図 ３ ０ 】

【 図 ３ １ 】

【 図 ３ ２ 】
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【 図 ３ ３ 】 【 図 ３ ４ 】

【 図 ３ ５ 】 【 図 ３ ６ 】
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【 図 ３ ７ 】

【 図 ３ ８ 】

【 図 ３ ９ 】

【 図 ４ ０ 】

【 図 ４ １ 】

【 図 ４ ２ 】

【 図 ４ ３ 】

【 図 ４ ４ 】

【 図 ４ ５ 】

【 図 ４ ６ 】

【 図 ４ ７ 】

【 図 ４ ８ 】

【 図 ４ ９ 】
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【 図 ５ ０ 】

【 図 ５ １ 】

【 図 ５ ２ 】

【 図 ５ ３ 】

【 図 ５ ４ 】 【 図 ５ ５ 】

【 図 ５ ６ 】

【 図 ５ ７ 】

(57) JP 3906283 B2 2007.4.18



【 図 ５ ８ 】

【 図 ５ ９ 】

【 図 ６ ０ 】

【 図 ６ １ 】 【 図 ６ ２ 】
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【 図 ６ ３ 】

【 図 ６ ４ 】

【 図 ６ ５ 】

【 図 ６ ６ 】 【 図 ６ ７ 】
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【 図 ６ ８ 】 【 図 ６ ９ 】

【 図 ７ ０ 】

【 図 ７ １ 】
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